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１．巻上機型式（TML06 ｼﾘｰｽﾞ、TML10 ｼﾘｰｽﾞ） 

 

巻上機型式 大臣認定型名 大臣認定番号 

TML06 ｼﾘｰｽﾞ 
TML06JW-TMB06JW ENNNUN-0110 

主回路用接触器交換時 

ENNNUN-2171 

TML06JW-TMB06JW-3 ENNNUN-2171 ――― 

TML10 ｼﾘｰｽﾞ 
TML10JW-TMB10JW ENNNUN-0111 

主回路用接触器交換時 

ENNNUN-2172 

TML10JW-TMB10JW-3 ENNNUN-2172 ――― 

尚、TML06J1、TML06JT1A など型式の展開を TML06 シリーズと総称します。 

TML10 シリーズについても同様です。 

主回路用接触器交換時とは、接触器改廃により GMC-40 から SC-N2 に交換時のこと。 

大臣認定番号変遷 

 

 

 

 

 

 

 

ブレーキ概略図（ダブルブレーキ） 

 

大臣認定番号 ENNNUN-2171、ENNNUN-2172 速度監視装置確認検査方法（検査結果表（七）項） 

①ＰＵＭオンボードモードでアドレス０Ｆ－Ｃ４をセットする 

②点検運転でかごを走行し 7 セグ表示の BIT1 が点灯することを確認する 

 

 

巻上機型式 大臣認定番号（旧）  大臣認定番号（新） 

TML06 ｼﾘｰｽﾞ ENNNUN-0628（2018/2/9 認定取消） → ENNNUN-2171 

TML10 ｼﾘｰｽﾞ ENNNUN-0629（2018/2/9 認定取消） → ENNNUN-2172 

マグネット 
ブレーキ保護カバー 

アーマチュア 

ブレーキパッド 

ライニング Ｌ ライニング Ｌ 

ブレーキ保護カバー 

マグネット 

ブレーキパッド 

アーマチュア 

ライニング 

ライニング 
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判定基準大臣認定番号 ENNNUN-0110、0111 に適用 

（一） 巻上機 ―

モータ側

       　　 　   ｍｍ

パルジェネ側

        　  　　 ｍｍ

制動距離

　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量

変化量

　　　　　　　　 ｍｍ

（三） ブレーキパッドの動

作感知装置 ―

―

―

安全制御プログラム

―

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　ｍｍ

年

　　　　　　万回

　　　　　　　年

15年を超えて使用されていること

推奨交換基準10年（稼動年数）に達したら交換を計

画のこと【*2】

【*1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

【*2】寿命判定の年数・起動回数の記録は、1年未満・1万回未満を切り上げて表記してください。起動回数が1万回を超えるまでは、小数第二位まで表記してください。

【*3】起動回数の確認方法は、別紙9-D-3「ブレーキ動力遮断用電磁接触器交換基準データー確認用手順」に記載。

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

（七） 寿命到達の処置 電動機動力遮断用電磁接触

器の稼動年数の確認

電磁接触器デバイスMC≪AMC1

≫の稼動年数を確認する

15年を超えて使用されていること

推奨交換基準10年（稼動年数）に達したら交換を計

画のこと【*2】

ブレーキ動力遮断用電磁接

触器の起動回数の確認

電磁接触器デバイスBK≪1BK≫.

デバイスBKX≪1BKX≫の起動回

数（エレベーター起動回数）を確認

する

300万回を超えて使用されていること

推奨交換基準200万回（起動回数）に達したら交換

を計画のこと【*2】【*3】

安全回路遮断用リレーの稼

動年数の確認

リレー≪CMRY1、CMRY2、CC、

（CMRY3、CMRY4）≫の稼動年数

を確認する

戸

開

走

行

保

護

装

置

油排出口への流出の状況 目視にて確認する 油の流出があること

（二）

（六） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂直部

下端までの長さが規定値以上であ

ることを確認する

□標準タイプ：規定値750ｍｍ未満であること

□非標準タイプ：エプロンに貼られたステッカーに記

載の長さ未満であること

（五） 安全制御プログラムが搭載さ

れたプリント基板型式の状況

安全制御プログラムは大臣認定を

受けたものと同一であることを確認

する

基板型式が（UCE1-558C*）でないこと

（＊は文字が入るが、確認は558Cまでで良い）

ドアゾーン外での動作の状

況

特定距離感知装置の検査①と同

様

特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

ブレーキスイッチの動作状況 通常運転で上昇下降させてエレ

ベーターが正常に動くことを確認す

る

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

（四） 特定距離感知装置 UCMPの動作位置の状況 HMUのUCMPSをNOR側にして、点

検運転でかごを指定位置に移動さ

せ、戸開させた時の動作を確認す

る

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが

【FD】と表示しないこと（CCがオフしない）

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが

【FD】と表示すること（CCがオフする）

ブレーキ ダブルブレーキのパッド厚の

状況

（ブレーキに主、補助の区別

はない）

作動時のライニング　L　寸法を確

認する

初期（15.5ｍｍ）

要重点点検（15.1ｍｍ未満）【*１】

要是正（15ｍｍ未満）

制動力の状況 かごが無積載定格速度上昇時に

ブレーキ動作時の制動距離を測

定する

制動距離が規定値を超えていること

□45m/min     490ｍｍ以下

□60m/min     740ｍｍ以下

□90m/min    1450ｍｍ以下

□105m/min  1850ｍｍ以下

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　ｍｍ

（今回測定値－前年測定値）が規定値を超えている

こと

□45m/min　　　±250mm以内

□60m/min　　　±400mm以内

□90m/min　　　±750mm以内

□105m/min　　±950mm以内

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録
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判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2171、2172 に適用 

 

―

―

モータ側

      　　　  　   ｍｍ

パルジェネ側

    　　　      　 ｍｍ

制動距離

　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量

変化量

　　　　　　　　 ｍｍ

―

―

―

―

―

安全制御プログラム

―

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　ｍｍ

（七） 速度監視装置

―

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

動作速度を測定する 規定の速度7.5m/minを検出する

ことを確認する

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯しない

こと

戸

開

走

行

保

護

装

置

油排出口への流出の状況 目視にて確認する 油の流出があること

（二）

【*1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

（六） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂直部

下端までの長さが規定値以上であ

ることを確認する

規定値600mm未満であること

（五） 安全制御プログラムが搭載さ

れたプリント基板型式の状況

安全制御プログラムは大臣認定を

受けたものと同一であることを確認

する

基板型式が（UCE1-558C*）でないこと

（＊は文字が入るが、確認は558Cまでで良い）

ドアゾーン外での動作の状

況

特定距離感知装置の検査①と同

様

特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

（三） ブレーキパッドの動

作感知装置

外観の状況 目視にて確認する 外形的な汚損、破損等の異常があること

取付の状況 触診又は目視にて確認する 取付部に緩みがあること

（四） 特定距離感知装置 UCMPの動作位置の状況 HMUのUCMPSをNOR側にして、点

検運転でかごを指定位置に移動さ

せ、戸開させた時の動作を確認す

る

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが

【FD】と表示しないこと（CCがオフしない）

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが

【FD】と表示すること（CCがオフする）

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

（一） 巻上機

油漏れの状況 グリース排出場所への油の流出を

目視にて確認する

油漏れによる油付着があること

ブレーキスイッチの動作状況

ブレーキ ダブルブレーキのパッド厚の

状況

（ブレーキに主、補助の区別

はない）

作動時のライニング　L　寸法を確

認する

初期（15.5ｍｍ）

要重点点検（15.1ｍｍ未満）【＊１】

要是正（15ｍｍ未満）

制動力の状況 かごが無積載定格速度上昇時に

ブレーキ動作時の制動距離を測

定する

制動距離が規定値を超えていること

□45m/min     490ｍｍ以下

□60m/min     740ｍｍ以下

□90m/min    1450ｍｍ以下

□105m/min  1850ｍｍ以下

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

（今回測定値－前年測定値）が規定値を超えてい

ること

□45m/min　　　±250mm以内

□60m/min　　　±400mm以内

□90m/min　　　±750mm以内

□105m/min　　±950mm以内

通常運転で上昇下降させてエレ

ベーターが正常に動くことを確認す

る

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること
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２．巻上機型式（MX06 ｼﾘｰｽﾞ、MX10 ｼﾘｰｽﾞ、MX20 ｼﾘｰｽﾞ） 

 

巻上機型式 大臣認定型名 大臣認定番号 

MX06 ｼﾘｰｽﾞ 

MX06-MXB06 ENNNUN-0211 主回路用接触交換時 

ENNNUN-2230 MX06-MXB06-2 ENNNUN-0360 

MX06-MXB06-3 ENNNUN-2233 ――― 

MX10 ｼﾘｰｽﾞ 

MX10-MXB10 ENNNUN-0212 主回路用接触交換時 

ENNNUN-2231 MX10-MXB10-2 ENNNUN-0361 

MX10-MXB10-3 ENNNUN-2234 ――― 

MX20 ｼﾘｰｽﾞ 

MX20-MXB20 ENNNUN-0213 主回路用接触交換時 

ENNNUN-2232 MX20-MXB20-2 ENNNUN-0359 

MX20-MXB20-3 ENNNUN-2235 ――― 

尚、MX06AJ1、MX06AJ2 など型式の展開を MX06 ｼﾘｰｽﾞと総称します。 

他の型式についても同様です。 

主回路用接触器交換時とは、接触器改廃により GMC-40 から SC-N2 に交換時のこと。 

大臣認定番号変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MX06 ｼﾘｰｽﾞ、MX10 ｼﾘｰｽﾞ、MX20 ｼﾘｰｽﾞブレーキ概略図 

巻上機型式 大臣認定番号（旧）  大臣認定番号（新） 

MX06 ｼﾘｰｽﾞ ENNNUN-1282（2018/2/9 認定取消） → ENNNUN-2233 

MX10 ｼﾘｰｽﾞ ENNNUN-1283（2018/2/9 認定取消） → ENNNUN-2234 

MX20 ｼﾘｰｽﾞ ENNNUN-1284（2018/2/9 認定取消） → ENNNUN-2235 

Ｂ Ｂ

ﾌﾞﾚｰｷﾊﾟｯﾄﾞ厚さ L 

ブレーキパッド 

ブレーキ本体 

Ａ－Ａ断面 

シュー 

突起（測定時注意） 

ﾌﾞﾚｰｷﾊﾟｯﾄﾞ厚さ L 
ブレーキ本体 

ブレーキパッド 

ドラム 

ドラム 

Ｂ－Ｂ断面 

Ａ Ａ

ドラム 

ブレーキパッド 

ブレーキ本体 
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大臣認定番号 ENNNUN-2230、ENNNUN-2231、ENNNUN-2232、ENNNUN-2233、ENNNUN-2234、ENNNUN-2235 

速度監視装置確認検査方法（検査結果表（七）項） 

①ＰＵＭオンボードモードでアドレス０Ｆ－Ｃ４をセットする 

②点検運転でかごを走行し 7 セグ表示の BIT1 が点灯することを確認する 

 

 

 

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-7/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-0211、0212、0213 に適用 

 

（一） 巻上機
―

右側

   　　 　　    　   ｍｍ

左側

         　　　　 　 ｍｍ

制動力の状況

制動距離

　　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量

変化量

　　　　　　　　　　ｍｍ

（三） ブレーキパッドの動

作感知装置 ―

―

―

安全制御プログラ

ム ―

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　　　ｍｍ

　　　　　　　年

            万回

　　　　　　　年

15年を超えて使用されていること

推奨交換基準10年（稼動年数）に達したら交換を計

画のこと【*2】

【*1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

【*2】寿命判定の年数・起動回数の記録は、1年未満・1万回未満を切り上げて表記してください。起動回数が1万回を超えるまでは、小数第二位まで表記してください。

【*3】起動回数の確認方法は、別紙9-D-3「ブレーキ動力遮断用電磁接触器交換基準データー確認用手順」に記載。

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

（七） 寿命到達の処置 電動機動力遮断用電磁接触

器の稼動年数の確認

電磁接触器デバイスMC≪AMC1≫

の稼動年数を確認する

15年を超えて使用されていること

推奨交換基準10年（稼動年数）に達したら交換を計

画のこと【*2】

ブレーキ動力遮断用電磁接

触器の起動回数の確認

電磁接触器デバイスBK≪1BK≫.

デバイスBKX≪1BKX≫の起動回

数（エレベーター起動回数）を確認

する

300万回を超えて使用されていること

推奨交換基準200万回（起動回数）に達したら交換

を計画のこと【*2】【*3】

安全回路遮断用リレーの稼

動年数の確認

リレー≪CMRY1、CMRY2、CC、

（CMRY3、CMRY4）≫の稼動年数を

確認する

戸

開

走

行

保

護

装

置

主ブレーキ制動面への油付

着の状況

触診又は目視にて確認する 制動力又は保持力に影響を与えるおそれがある油

の付着があること

（二）

（六） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂直部

下端までの長さが規定値以上であ

ることを確認する

□標準タイプ：規定値750ｍｍ未満であること

□駅舎用：規定値606ｍｍ未満であること

□非標準タイプ：エプロンに貼られたステッカーに

記載の長さ未満であること

（五） 安全制御プログラムが搭載さ

れたプリント基板型式の状況

安全制御プログラムは大臣認定を

受けたものと同一であることを確認

する

基板型式が（UCE1-558C*）でないこと

（＊は文字が入るが、確認は558Cまでで良い）

ドアゾーン外での動作の状

況

特定距離感知装置の検査①と同様 特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

ブレーキスイッチの動作状況 通常運転で上昇下降させてエレ

ベーターが正常に動くことを確認す

る

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

（四） 特定距離感知装置 UCMPの動作位置の状況 HMUのUCMPSをNOR側にして、点

検運転でかごを指定位置に移動さ

せ、戸開させた時の動作を確認す

る

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが

【FD】と表示しないこと（CCがオフしない）

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが

【FD】と表示すること（CCがオフする）

ブレーキ ダブルブレーキのパッド厚の

状況

（ブレーキに主、補助の区別

はない）

ブレーキパッドの厚みを確認する 初期（5ｍｍ）

要重点点検（3.5ｍｍ以下）【*１】

要是正（3ｍｍ以下）

かごが無積載定格速度上昇時にブ

レーキ動作時の制動距離を測定す

る

制動距離が規定値を超えていること

MX06、MX10
　□30m/min　　　230ｍｍ以下

　□45m/min　　　420ｍｍ以下

　□60m/min　　　650ｍｍ以下

　□90m/min　　1170ｍｍ以下

　□105m/min　1500ｍｍ以下

MX20
　□30m/min　　　420ｍｍ以下

　□45m/min　　　670ｍｍ以下

　□60m/min　　　980ｍｍ以下

　□90m/min　　1740ｍｍ以下

　□105m/min　2210ｍｍ以下

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

（今回測定値－前年測定値）が規定値を超えてい

ること

MX06，MX10
　□30m/min　　　±150mm以内

　□45m/min　　　±250mm以内

　□60m/min　　　±350mm以内

　□90m/min　　　±600mm以内

　□105m/min　　±750mm以内

MX20
　□30m/min　　±250mm以内

　□45m/min　　±350mm以内

　□60m/min　　±500mm以内

　□90m/min　　±900mm以内

　□105m/min　±1150mm以内

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-8/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-0359、0360、0361 に適用 

（一） 巻上機
―

右側

     　　　   　   ｍｍ

左側

          　　　　 ｍｍ

制動力の状況

制動距離

　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量

変化量

　　　　　　　　 ｍｍ

（三） ブレーキパッドの動

作感知装置 ―

―

―

安全制御プログラ

ム ―

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　ｍｍ

　　　　　　　年

            万回

　　　　　　　年

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

ブレーキ ダブルブレーキのパッド厚の

状況

（ブレーキに主、補助の区別

はない）

ブレーキパッドの厚みを確認する 初期（5ｍｍ）

要重点点検（3.5ｍｍ以下）【*１】

要是正（3ｍｍ以下）

かごが無積載定格速度上昇時に

ブレーキ動作時の制動距離を測定

する

制動距離が規定値を超えていること

MX06、MX10
　□30m/min　　　230ｍｍ以下

　□45m/min　　　420ｍｍ以下

　□60m/min　　　650ｍｍ以下

　□90m/min　　1170ｍｍ以下

　□105m/min　1500ｍｍ以下

MX20
　□30m/min　　　420ｍｍ以下

　□45m/min　　　670ｍｍ以下

　□60m/min　　　980ｍｍ以下

　□90m/min　　1740ｍｍ以下

　□105m/min　2210ｍｍ以下

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

（今回測定値－前年測定値）が規定値を超えている

こと

MX06，MX10

　□30m/min　　　±150mm以内

　□45m/min　　　±250mm以内

　□60m/min　　　±350mm以内

　□90m/min　　　±600mm以内

　□105m/min　　±750mm以内

MX20

　□30m/min　　±250mm以内

　□45m/min　　±350mm以内

　□60m/min　　±500mm以内

　□90m/min　　±900mm以内

　□105m/min　±1150mm以内

ブレーキスイッチの動作状況 通常運転で上昇下降させてエレ

ベーターが正常に動くことを確認す

る

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

（四） 特定距離感知装置 UCMPの動作位置の状況 HMUのUCMPSをNOR側にして、点

検運転でかごを指定位置に移動さ

せ、戸開させた時の動作を確認す

る

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが

【FD】と表示しないこと（CCがオフしない）

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが

【FD】と表示すること（CCがオフする）

（五） 安全制御プログラムが搭載

されたプリント基板型式の状

況

安全制御プログラムは大臣認定を

受けたものと同一であることを確認

する

基板型式が（UCE1-558C*）でないこと

（＊は文字が入るが、確認は558Cまでで良い）

ドアゾーン外での動作の状

況

特定距離感知装置の検査①と同

様

特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

（六） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂直部

下端までの長さが規定値以上であ

ることを確認する

規定値750ｍｍ未満であること

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

（七） 寿命到達の処置 電動機動力遮断用電磁接触

器の稼動年数の確認

電磁接触器デバイスMC≪AMC1

≫の稼動年数を確認する

15年を超えて使用されていること

推奨交換基準10年（稼動年数）に達したら交換を計

画のこと【*2】

ブレーキ動力遮断用電磁接

触器の起動回数の確認

電磁接触器デバイスBK≪1BK≫.

デバイスBKX≪1BKX≫の起動回

数（エレベーター起動回数）を確認

する

300万回を超えて使用されていること

推奨交換基準200万回（起動回数）に達したら交換

を計画のこと【*2】【*3】

安全回路遮断用リレーの稼

動年数の確認

リレー≪CMRY1、CMRY2、CC、

（CMRY3、CMRY4）≫の稼動年数

を確認する

戸

開

走

行

保

護

装

置

主ブレーキ制動面への油付

着の状況

触診又は目視にて確認する 制動力又は保持力に影響を与えるおそれがある油

の付着があること

（二）

15年を超えて使用されていること

推奨交換基準10年（稼動年数）に達したら交換を計

画のこと【*2】

【*1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

【*2】寿命判定の年数・起動回数の記録は、1年未満・1万回未満を切り上げて表記してください。起動回数が1万回を超えるまでは、小数第二位まで表記してください。

【*3】起動回数の確認方法は、別紙9-D-3「ブレーキ動力遮断用電磁接触器交換基準データー確認用手順」に記載。

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-9/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2230、2231、2232、2233、2234、2235 に適用 

 

―

―

右側

       　　　 　   ｍｍ

左側

          　 　　　ｍｍ
制動力の状況

制動距離

　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量

変化量

　　　　　　　　 ｍｍ

―

―

―

―

―

安全制御プログラム

―

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　　ｍｍ

（七） 速度監視装置

―

通常運転で上昇下降させてエレ

ベーターが正常に動くことを確認す

る

ブレーキ ダブルブレーキのパッド厚の

状況

（ブレーキに主、補助の区別

はない）

ブレーキパッドの厚みを確認する 初期（5ｍｍ）

要重点点検（3.5ｍｍ以下）【*１】

要是正（3ｍｍ以下）

かごが無積載定格速度上昇時にブ

レーキ動作時の制動距離を測定す

る

制動距離が規定値を超えていること

MX06、MX10
　□30m/min　　　230ｍｍ以下

　□45m/min　　　420ｍｍ以下

　□60m/min　　　650ｍｍ以下

　□90m/min　　1170ｍｍ以下

　□105m/min　1500ｍｍ以下

MX20
　□30m/min　　　420ｍｍ以下

　□45m/min　　　670ｍｍ以下

　□60m/min　　　980ｍｍ以下

　□90m/min　　1740ｍｍ以下

　□105m/min　2210ｍｍ以下

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

（今回測定値－前年測定値）が規定値を超えてい

ること

MX06，MX10

　□30m/min　　　±150mm以内

　□45m/min　　　±250mm以内

　□60m/min　　　±350mm以内

　□90m/min　　　±600mm以内

　□105m/min　　±750mm以内

MX20

　□30m/min　　±250mm以内

　□45m/min　　±350mm以内

　□60m/min　　±500mm以内

　□90m/min　　±900mm以内

　□105m/min　±1150mm以内

（一） 巻上機

油漏れの状況 グリース排出場所への油の流出を

目視にて確認する

油漏れによる油付着があること

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

（四） 特定距離感知装置 UCMPの動作位置の状況 HMUのUCMPSをNOR側にして、点

検運転でかごを指定位置に移動さ

せ、戸開させた時の動作を確認す

る

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが

【FD】と表示しないこと（CCがオフしない）

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが

【FD】と表示すること（CCがオフする）

（三） ブレーキパッドの動

作感知装置

外観の状況 目視にて確認する 外形的な汚損、破損等の異常があること

取付の状況 触診又は目視にて確認する 取付部に緩みがあること

ブレーキスイッチの動作状況

かご敷居上面からエプロン垂直部

下端までの長さが規定値以上であ

ることを確認する

MX06、MX10

　□規定値700ｍｍ未満であること

MX20

　□規定値600ｍｍ未満であること

（五） 安全制御プログラムが搭載

されたプリント基板型式の状

況

安全制御プログラムは大臣認定を

受けたものと同一であることを確認

する

基板型式が（UCE1-558C*）でないこと

（＊は文字が入るが、確認は558Cまでで良い）

ドアゾーン外での動作の状

況

特定距離感知装置の検査①と同様 特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

動作速度を測定する 規定の速度7.5m/minを検出するこ

とを確認する

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯しない

こと

戸

開

走

行

保

護

装

置

油排出口への流出の状況 目視にて確認する 油の流出があること

（二）

【*1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

（六） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-10/90 

 

３．巻上機型式（SSE-250 ｼﾘｰｽﾞ） 

 

巻上機型式 大臣認定型名 大臣認定番号 

SSE-250 ｼﾘｰｽﾞ 
SSE250-EC5420EF ENNNUN-0186 主回路用接触器交換時 

ENNNUN-2173 SSE250-EC5420EF-2 ENNNUN-0760 

 

尚、SSE-250EM、SSE-250ES など型式の展開を SSE-250 ｼﾘｰｽﾞと総称します。 

主回路用接触器交換時とは、接触器改廃により GMC-40 から SC-N2 に交換時のこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SSE-250 シリーズブレーキ概略図 

 

大臣認定番号 ENNNUN-2173 速度監視装置確認検査方法（検査結果表（七）項） 

①ＰＵＭオンボードモードでアドレス０Ｆ－Ｃ４をセットする 

②点検運転でかごを走行し 7 セグ表示の BIT1 が点灯することを確認する 

 

 

 

ブレーキパッド拡大図 

ブレーキパッド 

（拡大図参照） 
 

 
 

 
 

 

  

アジャストホルダー 
コイル 可動鉄心 固定鉄心 

ディスク
  

   

 

ディスク 

ブレーキパッド 

 
インジケータ溝 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-11/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-0186 に適用 

―

―

右側

     　　／　　　　mm

左側

　　　　／　　　　mm

制動力の状況

制動距離

　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量

変化量

　　　　　　 ｍｍ

（三） ブレーキパッドの動

作感知装置 ―

―

―

安全制御プログラ

ム ―

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　　ｍｍ

　　　　　　　年

　　　　　　万回

　　　　　　　年

15年を超えて使用されていること

推奨交換基準10年（稼動年数）に達したら交換を

計画のこと【*2】

【*1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

【*2】寿命判定の年数・起動回数の記録は、1年未満・1万回未満を切り上げて表記してください。起動回数が1万回を超えるまでは、小数第二位まで表記してください。

【*3】起動回数の確認方法は、別紙9-D-3「ブレーキ動力遮断用電磁接触器交換基準データー確認用手順」に記載。

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

（七） 寿命到達の処置 電動機動力遮断用電磁接触

器の稼動年数の確認

電磁接触器デバイスMC≪AMC1≫

の稼動年数を確認する

15年を超えて使用されていること

推奨交換基準10年（稼動年数）に達したら交換を

計画のこと【*2】

ブレーキ動力遮断用電磁接

触器の起動回数の確認

電磁接触器デバイスBK≪1BK≫.

デバイスBKX≪1BKX≫の起動回

数（エレベーター起動回数）を確認

する

300万回を超えて使用されていること

推奨交換基準200万回（起動回数）に達したら交換

を計画のこと【*2】【*3】

安全回路遮断用リレーの稼

動年数の確認

リレー≪CMRY1、CMRY2、CC、

（CMRY3、CMRY4）≫の稼動年数

を確認する

戸

開

走

行

保

護

装

置

（一） 巻上機 主ブレーキ制動面への油付

着の状況

触診又は目視にて確認する

（六） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂直部

下端までの長さが規定値以上であ

ることを確認する

□標準タイプ：規定値750ｍｍ未満であること

□非標準タイプ：エプロンに貼られたステッカーに

記載の長さ未満であること

（五） 安全制御プログラムが搭載

されたプリント基板型式の状

況

安全制御プログラムは大臣認定を

受けたものと同一であることを確認

する

基板型式が（UCE1-558C*）でないこと

（＊は文字が入るが、確認は558Cまでで良い）

ドアゾーン外での動作の状

況

特定距離感知装置の検査①と同

様

特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

ブレーキスイッチの動作状況 通常運転で上昇下降させてエレ

ベーターが正常に動くことを確認す

る

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

（四） 特定距離感知装置 UVMPの動作位置の状況 HMUのUCMPSをNOR側にして、点

検運転でかごを指定位置に移動さ

せ、戸開させた時の動作を確認す

る

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが

【FD】と表示しないこと（CCがオフしない）

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが

【FD】と表示すること（CCがオフする）

制動力又は保持力に影響を与えるおそれがある油

の付着があること

油排出口への流出の状況 目視にて確認する 油の流出があること

（二） ブレーキ ２重ブレーキのパッド厚の状

況

ブレーキパッドの残存厚みをインジ

ケーター溝により確認する

初期（1.5ｍｍ）

要重点点検（0.5ｍｍ以下）【＊１】

要是正（0ｍｍ）

かごが無積載定格速度運転上昇

時にブレーキ同時動作時の制動距

離を測定する

制動距離が規定値を超えていること

□45m/min     520ｍｍ以下

□60m/min     750ｍｍ以下

□90m/min    1220ｍｍ以下

□105m/min  1550ｍｍ以下

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　ｍｍ

（今回測定値－前年測定値）が規定値を超えてい

ること

□45m/min　　　±300mm以内

□60m/min　　　±400mm以内

□90m/min　　　±650mm以内

□105m/min　　±800mm以内

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-12/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-0760 に適用 

―

―

右側

     　　／　　　　mm

左側

　　　　／　　　　mm

制動力の状況

制動距離

　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量

変化量

　　　　　　 ｍｍ

（三） ブレーキパッドの動

作感知装置 ―

―

―

安全制御プログラ

ム ―

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　ｍｍ

　　　　　　　年

　　　　　　万回

　　　　　　　年

15年を超えて使用されていること

推奨交換基準10年（稼動年数）に達したら交換を計

画のこと【*2】

【*1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

【*2】寿命判定の年数・起動回数の記録は、1年未満・1万回未満を切り上げて表記してください。起動回数が1万回を超えるまでは、小数第二位まで表記してください。

【*3】起動回数の確認方法は、別紙9-D-3「ブレーキ動力遮断用電磁接触器交換基準データー確認用手順」に記載。

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

（七） 寿命到達の処置 電動機動力遮断用電磁接触

器の稼動年数の確認

電磁接触器デバイスMC≪AMC1

≫の稼動年数を確認する

15年を超えて使用されていること

推奨交換基準10年（稼動年数）に達したら交換を計

画のこと【*2】

ブレーキ動力遮断用電磁接

触器の起動回数の確認

電磁接触器デバイスBK≪1BK≫.

デバイスBKX≪1BKX≫の起動回

数（エレベーター起動回数）を確

認する

300万回を超えて使用されていること

推奨交換基準200万回（起動回数）に達したら交換

を計画のこと【*2】【*3】

安全回路遮断用リレーの稼

動年数の確認

リレー≪CMRY1、CMRY2、CC、

（CMRY3、CMRY4）≫の稼動年数

を確認する

戸

開

走

行

保

護

装

置

（一） 巻上機 主ブレーキ制動面への油付

着の状況

触診又は目視にて確認する

（六） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂直

部下端までの長さが規定値以上

であることを確認する

規定値750ｍｍ未満であること

（五） 安全制御プログラムが搭載さ

れたプリント基板型式の状況

安全制御プログラムは大臣認定

を受けたものと同一であることを

確認する

基板型式が（UCE1-558C*）でないこと

（＊は文字が入るが、確認は558Cまでで良い）

ドアゾーン外での動作の状況 特定距離感知装置の検査①と同

様

特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

ブレーキスイッチの動作状況 通常運転で上昇下降させてエレ

ベーターが正常に動くことを確認

する

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

（四） 特定距離感知装置 UVMPの動作位置の状況 HMUのUCMPSをNOR側にして、

点検運転でかごを指定位置に移

動させ、戸開させた時の動作を確

認する

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが

【FD】と表示しないこと（CCがオフしない）

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが

【FD】と表示すること（CCがオフする）

制動力又は保持力に影響を与えるおそれがある油

の付着があること

油排出口への流出の状況 目視にて確認する 油の流出があること

（二） ブレーキ ２重ブレーキのパッド厚の状

況

ブレーキパッドの残存厚みをイン

ジケーター溝により確認する

初期（1.5ｍｍ）

要重点点検（0.5ｍｍ以下）【*１】

要是正（0ｍｍ）

かごが無積載定格速度運転上昇

時にブレーキ同時動作時の制動

距離を測定する

制動距離が規定値を超えていること

□45m/min     520ｍｍ以下

□60m/min     750ｍｍ以下

□90m/min    1220ｍｍ以下

□105m/min  1550ｍｍ以下

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

（今回測定値－前年測定値）が規定値を超えてい

ること

□45m/min　　　±300mm以内

□60m/min　　　±400mm以内

□90m/min　　　±650mm以内

□105m/min　　±800mm以内

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-13/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2173 に適用 

 

―

―

右側

     　　／　　　　mm

左側

　　　　／　　　　mm

制動力の状況

制動距離

　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量

変化量

　　　　　　 ｍｍ

―

―

―

―

―

安全制御プログラ

ム ―

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　ｍｍ

（七） 速度監視装置

―

油の流出があること

（二）

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

触診又は目視にて確認する

ブレーキ ２重ブレーキのパッド厚の状

況

ブレーキパッドの残存厚みをイン

ジケーター溝により確認する

初期（1.5ｍｍ）

要重点点検（0.5ｍｍ以下）【*１】

要是正（0ｍｍ）

かごが無積載定格速度運転上昇

時にブレーキ同時動作時の制動

距離を測定する

制動距離が規定値を超えていること

□45m/min     520ｍｍ以下

□60m/min     750ｍｍ以下

□90m/min    1220ｍｍ以下

□105m/min  1550ｍｍ以下

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

（今回測定値－前年測定値）が規定値を超えてい

ること

□45m/min　　　±300mm以内

□60m/min　　　±400mm以内

□90m/min　　　±650mm以内

□105m/min　　±800mm以内

取付部に緩みがあること

（四） 特定距離感知装置 UVMPの動作位置の状況 HMUのUCMPSをNOR側にして、

点検運転でかごを指定位置に移

動させ、戸開させた時の動作を確

認する

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが

【FD】と表示しないこと（CCがオフしない）

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが

【FD】と表示すること（CCがオフする）

（三） ブレーキパッドの動

作感知装置

ブレーキスイッチの動作状況 通常運転で上昇下降させてエレ

ベーターが正常に動くことを確認

する

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

外観の状況 目視にて確認する 外形的な汚損、破損等の異常があること

取付の状況

（五） 安全制御プログラムが搭載さ

れたプリント基板型式の状況

安全制御プログラムは大臣認定

を受けたものと同一であることを

確認する

基板型式が（UCE1-558C*）でないこと

（＊は文字が入るが、確認は558Cまでで良い）

ドアゾーン外での動作の状況 特定距離感知装置の検査①と同

様

特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

（六） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂直

部下端までの長さが規定値以上

であることを確認する

規定値750ｍｍ未満であること

戸

開

走

行

保

護

装

置

（一） 巻上機 主ブレーキ制動面への油付

着の状況

触診又は目視にて確認する 制動力又は保持力に影響を与えるおそれがある油

の付着があること

油排出口への流出の状況 目視にて確認する

動作速度を測定する 規定の速度7.5m/minを検出する

ことを確認する

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯しないこ

と

【*1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-14/90 

 

４．巻上機型式（TMH30D、TMH40B） 

 

巻上機型式 大臣認定型名 主ブレーキ 補助ブレーキ 大臣認定番号 

TMH30D 

TMB30P1S-SSB500-5 

TMB30P1S 

SSB500 
ENNNUN-2273 

TMB30P1S-SSB500-6 ENNNUN-2280 

TMB30P1S-SSB800-5 
SSB800 

ENNNUN-2274 

TMB30P1S-SSB800-6 ENNNUN-2281 

TMB30P2S-SSB500-5 

TMB30P2S 

SSB500 
ENNNUN-2275 

TMB30P2S-SSB500-6 ENNNUN-2282 

TMB30P2S-SSB800-5 
SSB800 

ENNNUN-2276 

TMB30P2S-SSB800-6 ENNNUN-2283 

TMH40B 
TMB40P1S-SSB800-5 

TMB40P1S SSB800 
ENNNUN-2277,2473 

TMB40P1S-SSB800-6 ENNNUN-2284,2474 

大臣認定番号変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巻上機型式 大臣認定番号（旧）  大臣認定番号（新） 

TMH30D 

ENNNUN-0170（2017/12/25 認定取消） → ENNNUN-2273（ブレーキ 2系統） 

ENNNUN-0640（2017/12/25 認定取消） → 
ENNNUN-2273（ブレーキ 2系統） 
ENNNUN-2280（ブレーキ 1系統） 

ENNNUN-2221（2017/12/25 認定取消） → ENNNUN-2280（ブレーキ 1系統） 

ENNNUN-0171（2017/12/25 認定取消） → ENNNUN-2274（ブレーキ 2系統） 

ENNNUN-0641（2017/12/25 認定取消） → 
ENNNUN-2274（ブレーキ 2系統） 
ENNNUN-2281（ブレーキ 1系統） 

ENNNUN-2222（2017/12/25 認定取消） → ENNNUN-2281（ブレーキ 1系統） 

ENNNUN-0172（2017/12/25 認定取消） → ENNNUN-2275（ブレーキ 2系統） 

ENNNUN-0642（2017/12/25 認定取消） → 
ENNNUN-2275（ブレーキ 2系統） 
ENNNUN-2282（ブレーキ 1系統） 

ENNNUN-2223（2017/12/25 認定取消） → ENNNUN-2282（ブレーキ 1系統） 

ENNNUN-0173（2017/12/25 認定取消） → ENNNUN-2276（ブレーキ 2系統） 

ENNNUN-0643（2017/12/25 認定取消） → 
ENNNUN-2276（ブレーキ 2系統） 
ENNNUN-2283（ブレーキ 1系統） 

ENNNUN-2224（2017/12/25 認定取消） → ENNNUN-2283（ブレーキ 1系統） 

TMH40B 

ENNNUN-0174（2017/12/25 認定取消） → ENNNUN-2277（ブレーキ 2系統） 

ENNNUN-0644（2017/12/25 認定取消） → 
ENNNUN-2277（ブレーキ 2系統） 
ENNNUN-2284（ブレーキ 1系統） 

ENNNUN-2225（2017/12/25 認定取消） → ENNNUN-2284（ブレーキ 1系統） 

ENNNUN-2277（ブレーキ 2系統） → ENNNUN-2473（ブレーキ 2系統） 

ENNNUN-2284（ブレーキ 1系統） → ENNNUN-2474（ブレーキ 1系統） 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-15/90 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補助ブレーキ概略図 

 

 

 

 

 

大臣認定番号 ENNNUN-2273～2277、ENNNUN-2280～2284ENNNUN-2473,2474 速度監視装置確認検査方法（検査

結果表（七）項） 

①ＰＵＭオンボードモードでアドレス０Ｆ－Ｃ４をセットする 

②点検運転でかごを走行し 7 セグ表示の BIT1 が点灯することを確認する 

 

 

 

 

 

 

フランジ
プレート

スペーサー

アーマチュア

ブレーキディスク

コイルケース

ばね１ばね２

消音機構

取付ブラケット

中間プレート

ブレーキＳＷ

可動部固定用ボルト

シーブ

シーブブレーキ
シャフト

強制開放用ナット

ギャップ確認時、
スキマゲージ挿入場所



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-16/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2273,2274,2275,2276,2277,2280,2281,2282,2283,2284,2473,2474 に適用 

―

―

　　　　　　　ｍｍ

　　　　　　　ｍｍ

制動距離

　　　　　　　ｍｍ

年次変化量
変化量

　　　　　　　 ｍｍ

―

―

―

―

―

安全制御プログラム

―

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　ｍｍ

（七） 速度監視装置
―

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

□SSB500

初期（0.5ｍｍ以上　0.75ｍｍ未満）

要是正（1.0ｍｍ以上）

交換の目安（0.95ｍｍ以上）

□SSB800

初期（0.55ｍｍ以上　0.8ｍｍ未満）

要是正（1.0ｍｍ以上）

交換の目安（0.95ｍｍ以上）

制動力の状況 かごが無積載定格速度上昇時に主

ブレーキ、補助ブレーキ同時動作時

の制動距離を測定する

制動距離が規定値を超えていること

TMH30D

　□45m/min     345ｍｍ以下

　□60m/min     550ｍｍ以下

　□90m/min    1170ｍｍ以下

　□105m/min  1500ｍｍ以下

TMH40B

　□45m/min     420ｍｍ以下

　□60m/min     650ｍｍ以下

　□90m/min    1170ｍｍ以下

　□105m/min  1500ｍｍ以下

戸

開

走

行

保

護

装

置

（一） 巻上機 主ブレーキ制動面への油付着の

状況

触診又は目視にて確認する 制動力又は保持力に影響を与えるおそれがある油

の付着があること

油排出口への流出の状況 目視にて確認する 油の流出があること

（二）

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量が前年測定値の50％を超えていること

【*2】を参考にして判定

（三） ブレーキパッドの動

作感知装置

ブレーキスイッチの動作状況 通常運転で上昇下降させてエレ

ベーターが正常に動くことを確認す

る

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

外観の状況 目視にて確認する 外形的な汚損、破損等の異常があること。

ブレーキ 主たるブレーキのパッド厚の状

況

ライニング部すき間を測定し、パッド

の摩耗量を確認する

□TMH30D

初期（14ｍｍ）

要重点点検（12.5ｍｍ以下）【*1】

要是正（12ｍｍ以下）

□TMH40B

初期（17.5ｍｍ）

要重点点検（16ｍｍ以下）【*1】

要是正（15.5ｍｍ以下）

補助ブレーキの制動時のブレー

キギャップの状況

コイルケースとアーマチュアの間に

すきまゲージを挿入して確認する

取付の状況 目視及び触診にて確認する 取付が堅固でないこと。

（四） 特定距離感知装置 UCMPの動作位置の状況 制御盤のUCMPSをNOR側にして、

点検運転でかごを指定位置に移動

させ、戸開させた時の動作を確認す

る

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時ESU-250基板の7

セグが【1】と表示しないこと（CCがオフしない）

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時ESU-250基板の7セ

グが【0】表示でないこと（CCがオフする）

（五） 安全制御プログラムが搭載され

たプリント基板型式の状況

安全制御プログラムは大臣認定を

受けたものと同一であることを確認

する

基板型式が（UCE1-558C*）でないこと

（＊は文字が入るが、確認は558Cまでで良い）

ドアゾーン外での動作の状況 特定距離感知装置の検査①と同様 特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

（六） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂直部

下端までの長さが規定値以上であ

ることを確認する

□標準タイプ：規定値750ｍｍ未満であること

□非標準タイプ：エプロンに貼られたステッカーに記

載の長さ未満であること

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

動作速度を測定する 規定の速度7.5m/minを検出するこ

とを確認する

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯しないこ

と

【＊1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

【＊2】　ブレーキ制動力の年次変化量判定方法　（60m/minの時）

（例）　前年度測定値450ｍｍ、今回測定値500ｍｍの時

　　　　今回値500ｍｍから前回値450ｍｍを引いた値（変化量）が前年度測定値450ｍｍの50％以下であること

　　　　　500ｍｍ－450ｍｍ＜450ｍｍ÷2

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-17/90 

 

５．巻上機型式（TM40F、TMH40S） 

大臣認定番号変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巻上機型式 大臣認定型名 主ブレーキ 補助ブレーキ 大臣認定番号 

TM40F 

TMB40EWS-SSB800-5 

TWB40EWS SSB800 

ENNNUN-2278 

TMB40EWS-SSB800-6 ENNNUN-2285 

TMB40EWS-SSB800-7 ENNNUN-2499 

TMB40EWS-SSB800-8 ENNNUN-2501 

TMH40S 

TMB40G1S-SSB800-5 

TWB40G1S SSB800 

ENNNUN-2279 

TMB40G1S-SSB800-6 ENNNUN-2286 

TMB40G1S-SSB800-7 ENNNUN-2500 

TMB40G1S-SSB800-8 ENNNUN-2502 

巻上機型式 大臣認定番号（旧）  大臣認定番号（新） 

TM40F 

ENNNUN-0176（2017/12/25 認定取消） → ENNNUN-2278（ブレーキ 2 系統） 

ENNNUN-0646（2017/12/25 認定取消） → 
ENNNUN-2278（ブレーキ 2 系統） 

ENNNUN-2285（ブレーキ 1 系統） 

ENNNUN-2226（2017/12/25 認定取消） → ENNNUN-2285（ブレーキ 1 系統） 

ENNNUN-2278（ブレーキ 2系統） → ENNNUN-2499（ブレーキ 2 系統） 

ENNNUN-2285（ブレーキ 1系統） → ENNNUN-2501（ブレーキ 1 系統） 

TMH40S 

ENNNUN-0177（2017/12/25 認定取消） → ENNNUN-2279（ブレーキ 2 系統） 

ENNNUN-0647（2017/12/25 認定取消） → 
ENNNUN-2279（ブレーキ 2 系統） 

ENNNUN-2286（ブレーキ 1 系統） 

ENNNUN-2227（2017/12/25 認定取消） → ENNNUN-2286（ブレーキ 1 系統） 

ENNNUN-2279（ブレーキ 2系統） → ENNNUN-2500（ブレーキ 2 系統） 

ENNNUN-2286（ブレーキ 1系統） → ENNNUN-2502（ブレーキ 1 系統） 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-18/90 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補助ブレーキ概略図 

 

大臣認定番号 ENNNUN-2278,2279,2285,2286 速度監視装置確認検査方法（検査結果表（七）項） 

①ＰＵＭオンボードモードでアドレス０Ｆ－Ｃ４をセットする 

②点検運転でかごを走行し 7 セグ表示の BIT1 が点灯することを確認する 

 

 

フランジ
プレート

スペーサー

アーマチュア

ブレーキディスク

コイルケース

ばね１ばね２

消音機構

取付ブラケット

中間プレート

ブレーキＳＷ

可動部固定用ボルト

シーブ

シーブブレーキ
シャフト

強制開放用ナット

ギャップ確認時、
スキマゲージ挿入場所



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-19/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2278,2279,2285,2286 に適用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―

―

右側

　　　　　　　　ｍｍ

左側

　　　　　　　　ｍｍ

　　　　　　　　ｍｍ

制動距離

　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量 変化量

　　　　　　　　 ｍｍ

―

―

―

―

―

安全制御プログラム
―

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　ｍｍ

（七） 速度監視装置

―

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

制動力又は保持力に影響を与えるおそれがあ

る油の付着があること

油排出口への流出の状況 目視にて確認する 油の流出があること

（二） □TM40F

初期（10ｍｍ）

要重点点検（6.5ｍｍ以下）【＊1】

要是正（5.5ｍｍ以下）

□TMH40S

初期（10ｍｍ）

要重点点検（6.0ｍｍ以下）【＊1】

要是正（5.5ｍｍ以下）

SSB800

初期（0.55ｍｍ以上　0.8ｍｍ未満）

要是正（1.0ｍｍ以上）

交換の目安（0.95ｍｍ以上）

制動距離が規定値を超えていること

１：１　ローピング

　□30m/min      230ｍｍ以下

　□45m/min      420ｍｍ以下

　□60m/min      650ｍｍ以下

　□90m/min    1170ｍｍ以下

　□105m/min  1500ｍｍ以下

２：１　ローピング

　□30m/min      460ｍｍ以下

　□45m/min      840ｍｍ以下

　□60m/min     1300ｍｍ以下

年次変化量が前年測定値の50％を超えている

こと　【＊2】を参考にして判定

戸

開

走

行

保

護

装

置

（一） 巻上機 主ブレーキ制動面への油付着の

状況

触診又は目視にて確認する

ブレーキ 主たるブレーキのパッド厚の状

況

ブレーキパッドの厚みを確認する

補助ブレーキの制動時のブレー

キギャップの状況

コイルケースとアーマチュアの間にす

きまゲージを挿入して確認する

制動力の状況 かごが無積載定格速度上昇時に主

ブレーキ、補助ブレーキ同時動作時

の制動距離を測定する

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

ブレーキスイッチの動作状況 通常運転で上昇下降させてエレベー

ターが正常に動くことを確認する

規定の速度7.5m/minを検出すること

を確認する

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時ESU-250基板

の７セグが【0】表示でないこと（ＣＣがオフする）

（五） 安全制御プログラムが搭載され

たプリント基板型式の状況

安全制御プログラムは大臣認定を受

けたものと同一であることを確認する

基板型式が（UCE1-558Ｃ＊）でないこと

（＊は文字が入るが、確認は558Cまでで良い）

ドアゾーン外での動作の状況 特定距離感知装置の検査①と同様 特定距離感知装置の検査①で実施の判定によ

る

（四） 特定距離感知装置 ＵＣＭＰの動作位置の状況 制御盤のＵＣＭＰＳをＮＯＲ側にして、

点検運転でかごを指定位置に移動さ

せ、戸開させた時の動作を確認する

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時ESU-250基

板の７セグが【1】と表示しないこと（ＣＣがオフし

ない）

目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂直部下

端までの長さが規定値以上であるこ

とを確認する

□標準タイプ：規定値750ｍｍ未満であること

□非標準タイプ：エプロンに貼られたステッカー

に記載の長さ未満であること

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

（三）

外観の状況 目視にて確認する 外形的な汚損、破損等の異常があること。

取付が堅固でないこと。目視及び触診にて確認する取付の状況

ブレーキパッドの動

作感知装置

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯しな

いこと

【＊1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

【＊2】　ブレーキ制動力の年次変化量判定方法　（60m/minの時）

（例）　前年度測定値550ｍｍ、今回測定値600ｍｍの時

　　　　今回値600ｍｍから前回値550ｍｍを引いた値（変化量）が前年度測定値550ｍｍの50％以下であること

　　　　　600ｍｍ－550ｍｍ＜550ｍｍ÷2

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

動作速度を測定する

（六） 取付けの状況



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-20/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2499,2500,2501,2502 に適用 

―

―

右側

　　　　　　　　ｍｍ

左側

　　　　　　　　ｍｍ

　　　　　　　　ｍｍ

制動距離

　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量 変化量

　　　　　　　　 ｍｍ

（三） ブレーキパッドの動

作感知装置 ―

―

―

安全制御プログラム

―

―

エプロン

―

長さ

　　　　　　　　ｍｍ

（七） 速度監視装置

―

（六） 取付けの状況

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯しな

いこと

【＊1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

【＊2】　ブレーキ制動力の年次変化量判定方法　（60m/minの時）

（例）　前年度測定値550ｍｍ、今回測定値600ｍｍの時

　　　　今回値600ｍｍから前回値550ｍｍを引いた値（変化量）が前年度測定値550ｍｍの50％以下であること

　　　　　600ｍｍ－550ｍｍ＜550ｍｍ÷2

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

動作速度を測定する

目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂直部下

端までの長さが規定値以上であるこ

とを確認する

規定値750ｍｍ未満であること

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時ESU-250基板

の７セグが【0】表示でないこと（ＣＣがオフする）

（五） 安全制御プログラムが搭載され

たプリント基板型式の状況

安全制御プログラムは大臣認定を受

けたものと同一であることを確認する

基板型式が（UCE1-558Ｃ＊）でないこと

（＊は文字が入るが、確認は558Cまでで良い）

ドアゾーン外での動作の状況 特定距離感知装置の検査①と同様 特定距離感知装置の検査①で実施の判定によ

る

（四） 特定距離感知装置 ＵＣＭＰの動作位置の状況 制御盤のＵＣＭＰＳをＮＯＲ側にして、

点検運転でかごを指定位置に移動さ

せ、戸開させた時の動作を確認する

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時ESU-250基

板の７セグが【1】と表示しないこと（ＣＣがオフし

ない）

戸

開

走

行

保

護

装

置

（一） 巻上機 主ブレーキ制動面への油付着の

状況

触診又は目視にて確認する

ブレーキ 主たるブレーキのパッド厚の状

況

ブレーキパッドの厚みを確認する

補助ブレーキの制動時のブレー

キギャップの状況

コイルケースとアーマチュアの間にす

きまゲージを挿入して確認する

制動力の状況 かごが無積載定格速度上昇時に主

ブレーキ、補助ブレーキ同時動作時

の制動距離を測定する

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

ブレーキスイッチの動作状況 通常運転で上昇下降させてエレベー

ターが正常に動くことを確認する

規定の速度7.5m/minを検出すること

を確認する

制動力又は保持力に影響を与えるおそれがあ

る油の付着があること

油排出口への流出の状況 目視にて確認する 油の流出があること

（二） □TM40F

初期（10ｍｍ）

要重点点検（6.5ｍｍ以下）【＊1】

要是正（5.5ｍｍ以下）

□TMH40S

初期（10ｍｍ）

要重点点検（6.0ｍｍ以下）【＊1】

要是正（5.5ｍｍ以下）

SSB800

初期（0.55ｍｍ以上　0.8ｍｍ未満）

要是正（1.0ｍｍ以上）

交換の目安（0.95ｍｍ以上）

制動距離が規定値を超えていること

　□30m/min      270ｍｍ以下

　□45m/min      345ｍｍ以下

　□60m/min      550ｍｍ以下

　□90m/min    1170ｍｍ以下

　□105m/min  1500ｍｍ以下

年次変化量が前年測定値の50％を超えている

こと　【＊2】を参考にして判定

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

 

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-21/90 

 

６．巻上機型式（TM40S、TM55D、TM70 ｼﾘｰｽﾞ、TM150 ｼﾘｰｽﾞ） 

 

巻上機型式 大臣認定型名 大臣認定番号 

TM40S、TM55D 

TM70C、TM70S 

RB622 ENNNUN-0193 

RB622-2 ENNNUN-0622 

TM70C、TM70S 

TM150、TM150S 

RB626 ENNNUN-0194 

RB626-2 ENNNUN-0623 

 

 

項目 ロープブレーキのライニング磨耗状況の確認方法 

シュー間距離

の測定 

溝無し時 

L0 

Ｌ
０

 

※実測値が無い場合は下記の設計値を使用する。 

Φ12 ロープ：28mm，Φ14 ロープ：30mm，Φ16 ロープ：32mm 

溝有り時 

L1 
Ｌ

１

 

溝深さ：D の確認 

下記式により、L0、L1 寸法から溝深さ D を計算する。 

溝深さ：D＝（L0-L1）/2 

 

※Ｄの摩耗限界溝深さは 

4.8mm 以下とする。 

 

（注）L0、L1 寸法の測定は可動板のガタによる誤差が大きくなるため軸周辺で行うこと。 

 

 

 

 

 

L0 測定位置（注） 

L1 測定位置（注） 

Ｄ
：

溝
深

さ

シュー



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-22/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-0193、0194 に適用 

摩耗限界ス

イッチの動作

確認 ―

ライニング摩

耗痕（跡）の深

さの確認

シュー間距離 　Ｌ

         ｍｍ

溝深さ　Ｄ

　　　　ｍｍ

制動力の状況

移動距離

　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量
変化量

　　　　　　　　 ｍｍ

（二） ブレーキパッドの動

作感知装置 ―

―

―

安全制御プログラ

ム ―

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　ｍｍ

　　　　　　　年

　　　　　　万回

　　　　　　　年

停止時にテストスイッチOFF（CUT）

にてロープを挟んだときの上下

シュー間距離を測定し、初期値Ｌ0

から引いた値を半分（１／２）した

値が規定値（4.8ｍｍ）以下である

ことを確認する

初期値　(L0)

□Φ12ロープ：28ｍｍ

□Φ14ロープ：30ｍｍ

□Φ16ロープ：32ｍｍ

要是正（4.8ｍｍを超えていること）

溝深さ　Ｄ=（Ｌ0　－　Ｌ）／2

点検運転にて無積載かごを最下

階に停止させ、ESUIF基板のCN2

を抜きDCオフにして、 開門発車条

件で巻上機ブレーキ（主ブレーキ）

を手動開放する

UP方向へ自由加速させた時、ロー

プブレーキが作動してかごが停止

するまでのフロアレベルからの移

動距離が規定値に入っていること

を確認する

＊必ずINS（点検運転）状態で検

査をすること

ﾌﾛｱﾚﾍﾞﾙからの移動距離より求めた挟まれ防止ｸﾘ

ｱﾗﾝｽ、転落防止ｸﾘｱﾗﾝｽが規定値を超えているこ

と

挟まれ防止ｸﾘｱﾗﾝｽ　1000ｍｍ以上

転落防止ｸﾘｱﾗﾝｽ　110ｍｍ以下

（判定式）

　　　出入口高さ－移動距離≧1000ｍｍ

　　　移動距離－エプロン長さ≦110ｍｍ

　　ならば、「指摘なし」と判定する

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量が前年測定値の50％を超えていること

【*1】を参考にして判定

電磁ブレーキ（主）ブレーキス

イッチの動作状況

通常運転で上昇下降させてエレ

ベーターが正常に動くことを確認す

る

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時ESU-250基板の7

セグが【0】表示でないこと（CCがオフする）

（四） 安全制御プログラムが搭載さ

れたプリント基板型式の状況

安全制御プログラムは大臣認定を

受けたものと同一であることを確認

する

基板型式が（UCE1-558C*）でないこと

（＊は文字が入るが、確認は558Cまでで良い）

ドアゾーン外での動作の状況 特定距離感知装置の検査①と同

様

特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

取付けの状況 目視及び触診にて確認する

（三） 特定距離感知装置 UCMPの動作位置の状況 制御盤のUCMPSをNOR側にして、

点検運転でかごを指定位置に移

動させ、戸開させた時の動作を確

認する

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時ESU-250基板の

7セグが【1】と表示しないこと（CCがオフしない）

取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂直部

下端までの長さが規定寸法以上で

あること

□標準タイプ：規定値750ｍｍ未満であること

□非標準タイプ：エプロンに貼られたステッカーに

記載の長さ未満であること

（五） 寿命到達の処置 電動機動力遮断用電磁接触

器の稼動年数の確認

電磁接触器デバイスＭＣ≪XAMC

≫、デバイスＭＣ≪AMC1≫の稼

動年数を確認する

15年を超えて使用されていること

推奨交換基準10年（稼動年数）に達したら交換を

計画のこと【*2】

ブレーキ動力遮断用電磁接

触器の起動回数の確認

【*2】寿命判定の年数・起動回数の記録は、1年未満・1万回未満を切り上げて表記してください。起動回数が1万回を超えるまでは、少数第二位まで表記してください。

【*3】起動回数の確認方法は、別紙9-D-3「ブレーキ動力遮断用電磁接触器交換基準データー確認用手順」に記載。

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

電磁接触器デバイスRBK≪RBK

≫、デバイスRBKＸ≪RBKX≫の起

動回数（エレベーター起動回数）を

確認する

300万回を超えて使用されていること

推奨交換基準200万回（起動回数）に達したら交換

を計画のこと【*2】【*3】

安全回路遮断用リレーの稼動

年数の確認

リレー≪CMRY1、CMRY2、CC、

（CMRY3、CMRY4）≫の稼動年数

を確認する

15年を超えて使用されていること

推奨交換基準10年（稼動年数）に達したら交換を

計画のこと【*2】

【＊１】　ロープブレーキ制動力の年次変化量判定方法

（例）　前年度測定値120ｍｍ、今回測定値150ｍｍの時

　判定　今回値150ｍｍから前回値120ｍｍを引いた値（変化量）が前年度測定値120ｍｍの50％以下であること

　　　　　　　150ｍｍ－120ｍｍ＜120ｍｍ÷2

戸

開

走

行

保

護

装

置

（一） ロープブレーキ ロープブレー

キのライニン

グ摩耗状況の

確認

停止時にテストスイッチOFF（CUT）

にてロープを挟んだときに摩耗限

界スイッチが作動しないことを確認

する

ロープを挟んだとき摩耗限界スイッチが作動するこ

と



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-23/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-0622、0623 に適用 

摩耗限界ス

イッチの動作

確認 ―

ライニング摩

耗痕（跡）の深

さの確認

シュー間距離 　Ｌ

         ｍｍ

溝深さ　Ｄ

　　　　ｍｍ

制動力の状況

移動距離

　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量
変化量

　　　　　　　　 ｍｍ

（二） ブレーキパッドの動

作感知装置 ―

―

―

安全制御プログラム

―

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　ｍｍ

　　　　　　　年

　　　　　　　年

　　　　　　　年

初期値　(L0)

□Φ12ロープ：28ｍｍ

□Φ14ロープ：30ｍｍ

□Φ16ロープ：32ｍｍ

要是正（4.8ｍｍを超えていること）

溝深さ　Ｄ=（Ｌ0　－　Ｌ）／2

点検運転にて無積載かごを最下

階に停止させ、ESUIF基板のCN2

を抜きDCオフにして、 開門発車条

件で巻上機ブレーキ（主ブレーキ）

を手動開放する

UP方向へ自由加速させた時、ロー

プブレーキが作動してかごが停止

するまでのフロアレベルからの移

動距離が規定値に入っていること

を確認する

＊必ずINS（点検運転）状態で検

査をすること

ﾌﾛｱﾚﾍﾞﾙからの移動距離より求めた挟まれ防止ｸﾘ

ｱﾗﾝｽ、転落防止ｸﾘｱﾗﾝｽが規定値を超えていること

挟まれ防止ｸﾘｱﾗﾝｽ　1000ｍｍ以上

転落防止ｸﾘｱﾗﾝｽ　110ｍｍ以下

（判定式）

　　　出入口高さ－移動距離≧1000ｍｍ

　　　移動距離－エプロン長さ≦110ｍｍ

　　ならば、「指摘なし」と判定する

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量が前年測定値の50％を超えていること

【*1】を参考にして判定

電磁ブレーキ（主）ブレーキ

スイッチの動作状況

通常運転で上昇下降させてエレ

ベーターが正常に動くことを確認す

る

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時ESU-250基板の7

セグが【0】表示でないこと（CCがオフする）

（四） 安全制御プログラムが搭載さ

れたプリント基板型式の状況

安全制御プログラムは大臣認定を

受けたものと同一であることを確認

する

基板型式が（UCE1-558C*）でないこと

（＊は文字が入るが、確認は558Cまでで良い）

ドアゾーン外での動作の状

況

特定距離感知装置の検査①と同

様

特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

取付けの状況 目視及び触診にて確認する

（三） 特定距離感知装置 UCMPの動作位置の状況 制御盤のUCMPSをNOR側にして、

点検運転でかごを指定位置に移

動させ、戸開させた時の動作を確

認する

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時ESU-250基板の

7セグが【1】と表示しないこと（CCがオフしない）

取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂直部

下端までの長さが規定寸法以上で

あること

基準値750ｍｍ未満であること

（五） 寿命到達の処置 電動機動力遮断用電磁接触

器の稼動年数の確認

電磁接触器デバイスＭＣ≪XAMC

≫、デバイスＭＣ≪AMC1≫の稼

動年数を確認する

15年を超えて使用されていること

推奨交換基準10年（稼動年数）に達したら交換を計

画のこと

ブレーキ動力遮断用電磁接

触器の稼働年数の確認

【*2】寿命判定の年数・起動回数の記録は、1年未満・1万回未満を切り上げて表記してください。起動回数が1万回を超えるまでは、少数第二位まで表記してください。

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

電磁接触器デバイスRBK≪RBK

≫、デバイスRBKＸ≪RBKX≫の稼

働年数を確認する

15年を超えて使用されていること

推奨交換基準10年（稼動年数）に達したら交換を計

画のこと

安全回路遮断用リレーの稼

動年数の確認

リレー≪CMRY1、CMRY2、CC、

（CMRY3、CMRY4）≫の稼動年数

を確認する

15年を超えて使用されていること

推奨交換基準10年（稼動年数）に達したら交換を計

画のこと

【＊１】　ロープブレーキ制動力の年次変化量判定方法

（例）　前年度測定値120ｍｍ、今回測定値150ｍｍの時

　判定　今回値150ｍｍから前回値120ｍｍを引いた値（変化量）が前年度測定値120ｍｍの50％以下であること

　　　　　　　150ｍｍ－120ｍｍ＜120ｍｍ÷2

戸

開

走

行

保

護

装

置

（一） ロープブレーキ ロープブレー

キのライニン

グ摩耗状況

の確認

停止時にテストスイッチOFF（CUT）

にてロープを挟んだときに摩耗限

界スイッチが作動しないことを確認

する

ロープを挟んだとき摩耗限界スイッチが作動するこ

と

停止時にテストスイッチOFF（CUT）

にてロープを挟んだときの上下

シュー間距離を測定し、初期値Ｌ0

から引いた値を半分（１／２）した

値が規定値（4.8ｍｍ）以下である

ことを確認する

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-24/90 

 

７．巻上機型式（CRL3045、CRL2090） 

巻上機型式 大臣認定型名 大臣認定番号 

CRL3045 
CRL3045-EC5415SM ENNNUN-0183 

CRL3045-EC5415SM-2 ENNNUN-1685 

CRL2090 

CRL2090-EC5430EF ENNNUN-0184 

CRL2090-EC5430EF-4 ENNNUN-2316 

CRL2090-EC5430EF-DD-2 ENNNUN-2317 

CRL2090-EC5430EF-3 ENNNUN-1684 

 

大臣認定番号変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブレーキ概略図 

巻上機型式 大臣認定番号（旧）  大臣認定番号（新） 

CL2090 
ENNNUN-1281（2018/2/9 認定取消） → ENNNUN-2316 

ENNNUN-1377（2018/2/9 認定取消） → ENNNUN-2317 

Ｌ 

 

 

ディスク 

ブレーキパッド 

パッキングプレート 

固定鉄心 

ブレーキパッド 

可動鉄心 

 

 

 

 

ディスク 

ブレーキパッド部分拡大図 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-25/90 

 

 

大臣認定番号 ENNNUN-2316、ENNNUN-2317 速度監視装置確認検査方法（検査結果表（七）項） 

①ＰＵＭオンボードモードでアドレス０Ｆ－Ｃ４をセットする 

②点検運転でかごを走行し 7 セグ表示の BIT1 が点灯することを確認する 

 

 

 

 

大臣認定番号 ENNNUN-1684、1685 速度監視装置確認検査方法（検査結果表（七）項） 

①ＰＵＭオンボードモードでアドレス０Ｆ－Ｃ１をセットする 

②点検運転でかごを走行し 7 セグ表示の BIT11 が点灯することを確認する 

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-26/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-0183、0184 に適用 

―

―

右側

　　　　／　　　ｍｍ

左側

　　　　／　　　ｍｍ

制動力の状況
制動距離

　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量 変化量

　　　　　　　　　ｍｍ

（三） ブレーキパッドの動

作感知装置 ―

―

―

安全制御プログラ

ム ―

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　ｍｍ

　　　　　　　年

　　　　　　万回

　　　　　　　年

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

15年を超えて使用されていること

推奨交換基準10年（稼動年数）に達したら交換を計

画のこと【*3】

【＊1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

【＊2】　ブレーキ制動力の年次変化量判定方法

（例）　前年度測定値200ｍｍ、今回測定値250ｍｍの時

　　　　今回値250ｍｍから前回値200ｍｍを引いた値（変化量）が前年度測定値200ｍｍの50％以下であること

　　　　　250ｍｍ－200ｍｍ＜200ｍｍ÷2

【*3】寿命判定の年数・起動回数の記録は、1年未満・1万回未満を切り上げて表記してください。起動回数が1万回を超えるまでは、少数第二位まで表記してください。

【*4】起動回数の確認方法は、別紙9-D-3「ブレーキ動力遮断用電磁接触器交換基準データー確認用手順」に記載。

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

（七） 寿命到達の処置 電動機動力遮断用電磁接触

器の稼動年数の確認

電磁接触器デバイスMC≪AMC1

≫の稼動年数を確認する

15年を超えて使用されていること

推奨交換基準10年（稼動年数）に達したら交換を計

画のこと【*3】

ブレーキ動力遮断用電磁接

触器の起動回数の確認

電磁接触器デバイスBK≪1BK

≫.　デバイスBKX≪1BKX≫の起

動回数（エレベーター起動回数）

を確認する

300万回を超えて使用されていること

推奨交換基準200万回（起動回数）に達したら交換

を計画のこと【*3】【*4】

安全回路遮断用リレーの稼動

年数の確認

基板型式が（UCE1-558C*）でないこと

（＊は文字が入るが、確認は558Cまでで良い）

ドアゾーン外での動作の状況 特定距離感知装置の検査①と同

様

特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

リレー≪CMRY1、CMRY2、CC、

（CMRY3、CMRY4）≫の稼動年数

を確認する

取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂直

部下端までの長さが規定値以上

であることを確認する

□標準タイプ：規定値750ｍｍ未満であること

□非標準タイプ：エプロンに貼られたステッカーに

記載の長さ未満であること

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

（四） 特定距離感知装置 UCMPの動作位置の状況 制御盤のUCMPSをNOR側にし

て、点検運転でかごを指定位置

に移動させ、戸開させた時の動作

を確認する

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時ESU-250基板の

7セグが【1】と表示しないこと（CCがオフしない）

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時ESU-250基板の7

セグが【0】表示でないこと（CCがオフする）

戸

開

走

行

保

護

装

置

（一） 巻上機 主ブレーキ制動面への油付

着の状況

触診又は目視にて確認する

ブレーキ ２重ブレーキのパッド厚の状

況

ブレーキパッドの厚みを確認する

かごの無積載点検運転上昇時に

ブレーキ同時動作時の制動距離

を測定する

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

ブレーキスイッチの動作状況 通常運転で上昇下降させてエレ

ベーターが正常に動くことを確認

する

（五） 安全制御プログラムが搭載さ

れたプリント基板型式の状況

安全制御プログラムは大臣認定

を受けたものと同一であることを

確認する

（六）

制動力又は保持力に影響を与えるおそれがある油

の付着があること

油漏れの状況 □CRL3045

軸受け側の堰と油受けに油漏れ

による油付着がないか確認する

□CRL2090

シーブ内側の堰と保護カバーに

油漏れによる油付着がないか確

認する

油漏れによる油付着があること

（二） □CRL3045

初期（4.5ｍｍ）

要重点点検（3.5ｍｍ以下）【＊１】

要是正（3ｍｍ以下）

□CRL2090

初期（5ｍｍ）

要重点点検（2.5ｍｍ以下）【＊１】

要是正（2ｍｍ以下）

点検運転制動距離が規定値を超えていること

□１：１ ﾛｰﾋﾟﾝｸﾞ40～360mm

□２：１ ﾛｰﾋﾟﾝｸﾞ80～720mm

年次変化量が前年測定値の50％を超えていること

【＊2】を参考にして判定

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-27/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2316 に適用 

 

―

―

右側

　　　　　　／

左側

　　　　　　／

　　　　　　　　　ｍｍ

制動距離

　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量
変化量

　　　　　　　　　ｍｍ

―

―

―

―

―

安全制御プログラム

―

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　　ｍｍ

（七） 速度監視装置

―

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂直部

下端までの長さが規定値以上であ

ることを確認する

規定値600mm未満であること

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

【＊1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

【＊2】　ブレーキ制動力の年次変化量判定方法

（例）　前年度測定値200ｍｍ、今回測定値250ｍｍの時

　　　　今回値250ｍｍから前回値200ｍｍを引いた値（変化量）が前年度測定値200ｍｍの50％以下であること

　　　　　250ｍｍ－200ｍｍ＜200ｍｍ÷2

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

動作速度を測定する 規定の速度7.5m/minを検出する

ことを確認する

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯しない

こと

戸

開

走

行

保

護

装

置

（一） 巻上機 主ブレーキ制動面への油付

着の状況

基板型式が（UCE1-558C*）でないこと

（＊は文字が入るが、確認は558Cまでで良い）

ドアゾーン外での動作の状況 特定距離感知装置の検査①と同

様

特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

（四） 特定距離感知装置 UCMPの動作位置の状況 制御盤のUCMPSをNOR側にして、

点検運転でかごを指定位置に移

動させ、戸開させた時の動作を確

認する

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時ESU-250U2基

板7セグが【1】と表示しないこと（ＣＣがオフしない）

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時ESU-250U2基板

の7セグが【0】表示でないこと（ＣＣがオフする）

（六）

検査事項 検査方法 判定基準

（三） ブレーキパッドの動

作感知装置

（二）

ブレーキスイッチの動作状況 通常運転で上昇下降させてエレ

ベーターが正常に動くことを確認す

る

（五） 安全制御プログラムが搭載さ

れたプリント基板型式の状況

安全制御プログラムは大臣認定を

受けたものと同一であることを確認

する

触診又は目視にて確認する

ブレーキ ２重ブレーキのパッド厚の状

況

外形的な汚損、破損等の異常があること

取付の状況 触診又は目視にて確認する 取付部に緩みがあること

初期（5ｍｍ）

要重点点検（2.5ｍｍ以下）【*１】

要是正（2ｍｍ以下）

点検運転制動距離が規定値を超えていること

□１：１ ﾛｰﾋﾟﾝｸﾞ40～360mm

□２：１ ﾛｰﾋﾟﾝｸﾞ80～720mm

年次変化量が前年測定値の50％を超えていること

【＊2】を参考にして判定

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

制動力の状況

外観の状況 目視にて確認する

ブレーキパッドの厚みを確認する

かごの無積載点検運転上昇時に

ブレーキ同時動作時の制動距離

を測定する

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

制動力又は保持力に影響を与えるおそれがある油

の付着があること

油漏れの状況 グリース排出場所への油の流出を

目視にて確認する

油漏れによる油付着があること

測定値・

確認記録



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-28/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2317 に適用 

 

―

―

右側1：

　　　　　　／

左側1：

　　　　　　／

　　　　　　　　　ｍｍ

制動距離

　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量
変化量

　　　　　　　　　ｍｍ

―

―

―

―

―

安全制御プログラ

ム ―

―

エプロン
―

長さ

上かご

　　　　　　　　　ｍｍ

下かご

　　　　　　　　　ｍｍ

（七） 速度監視装置

―

動作速度を測定する 規定の速度7.5m/minを検出する

ことを確認する

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯しないこ

と

【＊1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

（六） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂直部

下端までの長さが規定値以上であ

ることを確認する

規定値900ｍｍ未満であること

戸

開

走

行

保

護

装

置

（一） 巻上機 ブレーキ制動面への油付着

の状況

触診又は目視にて確認する 制動力又は保持力に影響を与えるおそれがある油

の付着があること

油漏れの状況

（五） 安全制御プログラムが搭載

されたプリント基板型式の状

況

安全制御プログラムは大臣認定を

受けたものと同一であることを確

認する

基板型式が（ESU-255U2）でないこと

ドアゾーン外での動作の状

況

特定距離感知装置の検査②と同

様

特定距離感知装置の検査②で実施の判定による

（四） 特定距離感知装

置

ＵＣＭＰの動作位置の状況 制御盤のUCMPSをNOR側にして、

点検運転でかごを指定位置に移

動させ動作を確認する

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時ESU-255U2基板

の7セグが【1】と表示しないこと（CCがオフしない）

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時ESU-255U2基板

の7セグが【0】と表示でないこと（CCがオフする）

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量が前年測定値から規定値を超えている

こと　【＊１】

□１：１ ﾛｰﾋﾟﾝｸﾞ±200mm

□２：１ ﾛｰﾋﾟﾝｸﾞ±400mm

ブレーキスイッチの動作状況 通常運転で上昇下降させてエレ

ベーターが正常に動くことを確認

する

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

グリース排出場所への油の流出を

目視にて確認する

油漏れによる油付着があること

（二）

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

ブレーキ ２重ブレーキのパッド厚の状

況

ブレーキパッドの厚みを確認する □ＣＲＬ－２０９０

初期（5mm）

要是正（2mm以下）

制動力の状況 かごの無積載点検運転上昇時に

ブレーキ同時動作時の制動距離

を測定する

点検運転制動距離が規定値を超えていること

□１：１ ﾛｰﾋﾟﾝｸﾞ40～360mm

□２：１ ﾛｰﾋﾟﾝｸﾞ80～720mm

（三） ブレーキパッドの

動作感知装置

外観の状況 目視にて確認する 外形的な汚損、破損等の異常があること

取付の状況 触診又は目視にて確認する 取付部に緩みがあること



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-29/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-1684、1685 に適用 

―

―

右側

　　　　　　／

左側

　　　　　　／

　　　　　　　　　ｍｍ

制動力の状況 制動距離

　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量
変化量

　　　　　　　　　ｍｍ

（三） ブレーキパッドの動作

感知装置 ―

―

―

安全制御プログラム

―

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　　ｍｍ

（七） 速度監視装置
―

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

動作速度を測定する 規定の速度7.5m/minを検出するこ

とを確認する

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯しない

こと

【＊1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

【＊2】　ブレーキ制動力の年次変化量判定方法

（例）　前年度測定値200ｍｍ、今回測定値250ｍｍの時

　　　　今回値250ｍｍから前回値200ｍｍを引いた値（変化量）が前年度測定値200ｍｍの50％以下であること

　　　　　250ｍｍ－200ｍｍ＜200ｍｍ÷2

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

戸

開

走

行

保

護

装

置

（一） 巻上機 主ブレーキ制動面への油付

着の状況

触診又は目視にて確認する 制動力又は保持力に影響を与えるおそれがある油

の付着があること

油漏れの状況 □CRL3045

軸受け側の堰と油受けに油漏れに

よる油付着がないか確認する

□CRL2090

シーブ内側の堰と保護カバーに油

漏れによる油付着がないか確認す

る

油漏れによる油付着があること

（六） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂直部

下端までの長さが規定値以上であ

ることを確認する

規定値600ｍｍ未満であること

（五） 安全制御プログラムが搭載

されたプリント基板型式の

状況

安全制御プログラムは大臣認定を

受けたものと同一であることを確認

する

基板型式が（UCMP-500）でないこと

ドアゾーン外での動作の状

況

（四）特定距離感知装置の検査方

法と同様

（四）特定距離感知装置の判定基準①による

ブレーキスイッチの動作状

況

通常運転で上昇下降させてエレ

ベーターが正常に動くことを確認す

る

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

（四） 特定距離感知装置 UCMPの動作位置の状況 制御盤のUCMPSをNOR側にして、

点検運転でかごを指定位置に移動

させ、戸開させた時の動作を確認す

る

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時に制御盤のI/O-

500基板7セグが【FD】と表示しないこと又はCCが

オフしないこと

②レベル±45ｍｍ程度で戸開時に制御盤のI/O-

500基板の7セグが【FD】と表示すること又はCCが

オフすること

（二）

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

ブレーキ ２重ブレーキのパッド厚の

状況

ブレーキパッドの厚みを確認する □CRL3045

初期（4.5ｍｍ）

要重点点検（3.5ｍｍ以下）【＊１】

要是正（3ｍｍ以下）

□CRL2090

初期（5ｍｍ）

要重点点検（2.5ｍｍ以下）【＊１】

要是正（2ｍｍ以下）

かごの無積載点検運転上昇時にブ

レーキ同時動作時の制動距離を測

定する

点検運転制動距離が規定値を超えていること

□１：１ ﾛｰﾋﾟﾝｸﾞ40～360mm

□２：１ ﾛｰﾋﾟﾝｸﾞ80～720mm

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量が前年測定値の50％を超えていること

【＊2】を参考にして判定



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-30/90 

 

８．巻上機型式（CRL2140） 

 

巻上機型式 大臣認定型名 大臣認定番号 

CRL2140 CRL2140-DB5508YF ENNNUN-0185 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブレーキ概略図 

 

 

パッキングプレート 

ブレーキパッド 

インジケータ溝 （深さＬ） 

インジケータ溝 面取り 

ディスク 

パッキングプレート 

ブレーキパッド 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-31/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-0185 に適用 

―

―

右側

　　　　　　／

左側

　　　　　　／

　　　　　　　　　ｍｍ

制動距離

　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量 変化量

　　　　　　　　　ｍｍ

（三） ブレーキパッドの動

作感知装置 ―

―

―

安全制御プログラム

―

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　　ｍｍ

　　　　　　　年

　　　　　　万回

　　　　　　　年

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

15年を超えて使用されていること

推奨交換基準10年（稼動年数）に達したら交換を計

画のこと【*3】

【＊1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

【＊2】　ブレーキ制動力の年次変化量判定方法

（例）　前年度測定値200ｍｍ、今回測定値250ｍｍの時

　　　　今回値250ｍｍから前回値200ｍｍを引いた値（変化量）が前年度測定値200ｍｍの50％以下であること

　　　　　250ｍｍ－200ｍｍ＜200ｍｍ÷2

【*3】寿命判定の年数・起動回数の記録は、1年未満・1万回未満を切り上げて表記してください。起動回数が1万回を超えるまでは、少数第二位まで表記してください。

【*4】起動回数の確認方法は、別紙9-D-3「ブレーキ動力遮断用電磁接触器交換基準データー確認用手順」に記載。

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

（七） 寿命到達の処置 電動機動力遮断用電磁接触

器の稼動年数の確認

電磁接触器デバイスMC≪AMC1≫

の稼動年数を確認する

15年を超えて使用されていること

推奨交換基準10年（稼動年数）に達したら交換を計

画のこと【*3】

ブレーキ動力遮断用電磁接

触器の起動回数の確認

電磁接触器デバイスBK≪1BK≫.

デバイスBKX≪1BKX≫の起動回数

（エレベーター起動回数）を確認する

300万回を超えて使用されていること

推奨交換基準200万回（起動回数）に達したら交換

を計画のこと【*3】【*4】

安全回路遮断用リレーの稼動

年数の確認

（六） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂直部

下端までの長さが規定値以上である

ことを確認する

□標準タイプ：規定値750ｍｍ未満であること

□非標準タイプ：エプロンに貼られたステッカーに

記載の長さ未満であること

基板型式が（UCE1-558C*）でないこと

（＊は文字が入るが、確認は558Cまでで良い）

ドアゾーン外での動作の状況 特定距離感知装置の検査①と同様 特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

リレー≪CMRY1、CMRY2、CC、

（CMRY3、CMRY4）≫の稼動年数を

確認する

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

（四） 特定距離感知装置 UCMPの動作位置の状況 制御盤のUCMPSをNOR側にして、点

検運転でかごを指定位置に移動さ

せ、戸開させた時の動作を確認する

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時ESU-250基板の

7セグが【1】と表示しないこと（CCがオフしない）

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時ESU-250基板の7

セグが【0】表示でないこと（CCがオフする）

戸

開

走

行

保

護

装

置

（一） 巻上機 主ブレーキ制動面への油付

着の状況

触診又は目視にて確認する

ブレーキ ２重ブレーキのパッド厚の状

況

ブレーキパッドの厚みをインジケー

ターで確認する

制動力の状況 かごの無積載点検運転上昇時にブ

レーキ同時動作時の制動距離を測

定する

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　ｍｍ

ブレーキスイッチの動作状況 通常運転で上昇下降させてエレベー

ターが正常に動くことを確認する

（五） 安全制御プログラムが搭載さ

れたプリント基板型式の状況

安全制御プログラムは大臣認定を

受けたものと同一であることを確認

する

制動力又は保持力に影響を与えるおそれがある油

の付着があること

油漏れの状況 シーブ内側の保護カバーに油漏れ

による油付着がないか確認する

油漏れによる油付着があること

（二） 初期（3ｍｍ）

要重点点検（0.5ｍｍ以下）【＊1】

要是正（0ｍｍ）

点検運転制動距離が規定値を超えていること

□１：１ ﾛｰﾋﾟﾝｸﾞ40～360mm

□２：１ ﾛｰﾋﾟﾝｸﾞ80～720mm

年次変化量が前年測定値の50％を超えていること

【＊2】を参考にして判定

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-32/90 

 

９．巻上機型式（SHR-900、SHR-2000B、SHR-4000B、SHR-6000B） 

＊制御盤型式：TC-R17 

巻上機型式 大臣認定型名 大臣認定番号 

SHR-900 SHR-900 ENNNUN-0264、1696 

SHR-2000B SHR-2000B ENNNUN-0265、1697 

SHR-4000B 
SHR-4000B ENNNUN-0266、1698 

SHR-4000B-B ENNNUN-2458 

SHR-6000B 
SHR-6000B-C ENNNUN-2306 

SHR-6000B-D ENNNUN-2307 

大臣認定番号（ENNNUN-0264,0265,0266,0951）は廃止となり、 

大臣認定番号（ENNNUN-1696,1697,1698,1699→2306）に切り替わる形となっていますが、 

大臣認定番号の変更は必要はありません。 

大臣認定番号（ENNNUN-1696,1697,1698,2306）の認定内容に従って定期検査を実施のこと 

 

大臣認定番号変遷 

 

 

 

 

 

 

巻上機型式 大臣認定番号（旧）  大臣認定番号（新） 

SHR-6000B 

ENNNUN-0951 

ENNNUN-1699（2018/1/29 認定取消） 
→ ENNNUN-2306 

ENNNUN-1868（2018/1/29 認定取消） → ENNNUN-2307 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-33/90 

 

ブレーキパッドの厚み測定（図 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

油の流出状況（図 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SHR-900 の場合 
パッドの厚みを、ブレーキアーム先端に取付けられた「磨耗限界ゲージ」とブレーキコイルケース端面の
すきま（1 型）またはブレーキコイルケースと磨耗限界ゲージライン間の寸法（2 型）に置き換えて測定す
る。この寸法を測定値とする 

SHR-2000B、SHR-4000B、SHR-6000B の場合 
ブレーキシューに取付けられたブレーキパッドの厚みを直接測定する。この厚みを測定値とする 

ブレーキドラムボス部は減速機と電動機の間にあるブレーキのドラム固定

部の減速機側（油飛散防止カバー内） 

SHR-2000B、SHR-4000B、SHR-6000B
 

 

SHR-900

拡大

油排出口

ブレーキドラム電動機

図１－１SHR-900 ブレーキ概略図 図 1‐2  

SHR-2000B、SHR-4000B、SHR-6000B ブレーキ概略図 

ブレーキコイルケース端面

すきま寸法測定

磨耗限界ゲージ

ブレーキアーム

磨耗限界ゲージⅠ型

ブレーキコイルケース端面

寸法測定

磨耗限界ゲージⅡ型

磨耗限界
ゲージライン

ブレーキアーム

B

B部詳細

ブレーキコイルケース

ブレーキアーム

ブレーキパッド

ブレーキドラム

ブレーキドラム

ブレーキパッド

ブレーキシュー

ブレーキアーム

ブレーキパッド厚さ測定

A A

A-A断面ブレーキアーム

ブレーキシュー

ブレーキパッド ブレーキパッド厚さ測定

ブレーキドラム

図 2－1 SHR-900 図2－2 SHR2000B,SHR-4000B,SHR-6000B 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-34/90 

 

ブレーキ動作感知スイッチ（ＢＲＳ１，ＢＲＳ２）の位置（図 3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定距離感知スイッチ（DZ1／DZ2）（図 4） 

 

スイッチ

BRS1、BRS2）

ブレーキコイル

ブレーキドラム

ブレーキコイル

ブレーキドラム

スイッチ

（BRS1、BRS2）

ガイドレール 

かご枠 

かご床 

かご戸 

特定距離感知スイッチ(DZ1,DZ2) 

SHR-2000B.4000B,6000B の場合 SHR-900 の場合 図 3－1 SHR-900 図 3－2 SHR-2000B,SHR-4000B,SHR-6000B 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-35/90 

 

ブレーキトルク調整 

ブレーキスプリングのダブルナットとロックナットにゆるみがないか、チェックマークのずれを目視で確認す

る。 

  

 

「特定距離感知装置作動の状況」の検査方法 

（1）かごをレベルに停止させ、ＤＺ１ＲリレーとＤＺ２Ｒリレーがオンしていることを確認する。 

（2）点検運転でかごをレベルから約１２０ｍｍの位置（上下方向共）に停止させ、ＤＺ１Ｒリレーと 

ＤＺ２Ｒリレーがオフすることを確認する。 

 

「特定距離感知装置健全性の監視状況」の検査方法 

（1）制御盤点検運転でかごをドアゾーン外に停止させ、ＤＺＭＲリレーのオフを確認する。 

（2）ＤＺ１ＲリレーもしくはＤＺ２Ｒのどちらか一方をソケット抜き取る。 

（3）ノーマル運転に切り換え、「Ｅ０２：位置検出スイッチ整合エラー」が出たことと、論理判定装置の 

出力ＬＥＤ「Ｙ１１」の点灯を確認する。（警報ブザーの鳴動、故障灯の点灯を確認する） 

（4）点検運転に切り換える。 

（5）抜き取ったリレーを復帰する。 

（6）ＵＣＭＰリセットボタンを押してエラーをリセットする。 

 

 

「速度監視装置作動の状況」の確認方法 

(1) かごが停止しているときに論理判定装置の入力ＬＥＤ「Ｘ２７」、「Ｘ３０」が消灯しているか 

確認する。 

(2) 制御盤点検運転でかごを走行させ、点検速度が出ているときに同ＬＥＤが点灯することを確認する。 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-36/90 

 

「速度制御装置健全性の監視の状況」の検査方法 

（1）点検運転にて最下階レベルリミットスイッチが動作するまで、かごを下げる。 

（2）電源をカットし、論理判定装置に接続されている「ＳＸ３０」の配線を外す。 

（3）ＶＸ２リレーの「ＶＸ２」の配線を外す。 

（4）ＤＣＲリレーの「Ｎ２４－ＳＸ１６間」、ＤＣＲＸリレーの「Ｎ２４－ＳＸ１７間」をジャンパー線

で短絡する。 

 

（5）電源を投入する。 

（6）ノーマル運転に切り換え、かごを上方階へ走行させる。 

（7）「Ｅ１０：速度監視整合エラー」により、かごが制止することを確認する。 

（警報ブザーの鳴動、故障灯の点灯を確認する） 

（8）点検運転に切り換える。 

（9）電源をカットし、外した配線の復帰およびジャンパー線を取り外す。 

（10）電源を投入する。 

（11）ＵＣＭＰリセットボタンを押してエラーをリセットする。             

 

 

 

「安全制御プログラム健全性の監視の状況」の検査方法 

（1）論理判定装置のＲＵＮ／ＳＴＯＰスイッチを 

「ＳＴＯＰ」にする。 

（2）ウォッチドックタイマーが動作（ＷＤリレーがオフ） 

することを確認する。 

（3）ＲＵＮ／ＳＴＯＰスイッチ「ＲＵＮ」に戻す 

 

（注）外した配線はショートしないよ 

テーピング処理のこと。 

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-37/90 

 

「安全制御プログラム作動の状況」の検査方法（SHR シリーズ） 

検査方法 備考・注意事項 

実際にかごを戸開走行させての試験は危険を伴うため、戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）が作動

すべき条件を模擬し、確認する。戸開走行と判断する条件はドアが開いている状態で、かごが

特定距離（着床レベル±100mm）を超えて移動したときである。 

１.検査器具 

（1）ＵＣＭＰ試験用スイッチ（２極スイッチで同等に製作したものでもよい） 

（2）ＵＣＭＰ試験用スイッチ遠隔コード（塔内制御盤の場合） 

２.検査方法 

＜乗場制御盤の場合＞ 

（1）制御盤の設置階にかごを移動する。 

（2）ＮＦＢ１（主電源）、ＮＦＢ９（ＵＰＳ出力回路）をカットをする。 

（3）制御盤にてＵＣＭＰ試験用スイッチを図－１の通りに接続し、スイッチはオフにしてお

く。 

 

 

 

 

 

 

（4）ＮＦＢ１を投入する。 

（5）制御盤にて点検運転し、ＤＺＭＲ（ドアゾーンリレー）がオンし、ＤＺ１ＲとＤＺ２Ｒ

（特定距離感知リレー）が共にオフする位置（レベル±100～190mm）までかごを移動す

る。 

（6）ＵＣＭＰ試験用スイッチをオンし、ＤＺ１ＲとＤＺ２Ｒがオンすることを確認する。 

（7）ＣＤＳ（制御盤扉スイッチ無効スイッチ）を点検側にし、ノーマル運転に切替え、ホー

ル呼または戸開ボタンにて戸開する。 

（8）ＵＣＭＰ試験用スイッチをオフ（かごが特定距離を超えて移動した状態を擬似的につく

る）し、ＵＣＭＰリレー、ＡＭＣ３リレーがオフ、かご内照明が消灯、ブザーが鳴動、故

障灯が点灯することを確認する。 

（9）数十秒後、ＯＰＲ基板の表示器に『Ｅ２１』（戸開走行検出エラー）が表示することを

確認する。 

（10）ＵＣＭＰ基板のリセットボタンを押し、エラーを解除する。 

（11）ＮＦＢ１をカットし、ＵＣＭＰ試験用スイッチを取外す。 

（12）ＮＦＢ１、ＮＦＢ９を投入し、ＣＤＳを平常側に戻す。 

 

 

≪注意事項≫ 

・検査体制は作業者の安全確保の観点から、

昇降機検査資格者１名と補助者１名の２

名以上で検査を行うこと。 

・作業に当たっては、安全基本作業を確実に

守り、十分に注意して作業すること。 

・作業前に共同作業者と十分打合せを行い、

すべての作業は合図復唱後に行うこと。 

・かご上もしくはピット内（昇降路内も含む）

に作業員がいる場合のノーマル運転は禁

止する。 

・ＵＣＭＰ試験用スイッチの付外しは電源を

カットしてから行うこと。 

・ＵＣＭＰ試験用スイッチは作業終了後すみ

やかに取外すこと。（外し忘れると故障の

原になる） 

（図―１） 

 

 
制御盤内（写真―１） 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-38/90 

 

検査方法 備考・注意事項 

＜塔内制御盤の場合＞ 

（1）ノーマル運転にてかごを２Ｆ以上へ移動し、補助操作盤を点検運転に切替える。 

（2）ピット安全スイッチをカットし、ピットに入り、制御盤を点検運転に切替え、ＮＦＢ１

（主電源）、ＮＦＢ９（ＵＰＳ出力回路）をカットする。 

（3）ＵＣＭＰ試験用スイッチ遠隔コードを制御盤よりホールへ配線する。（１Ｆホールシル

溝と三方枠の隙間等を通線する） 

（4）ＵＣＭＰ試験用スイッチと制御盤を図－１の通りに接続し、スイッチはオフにしておく。 

（5）ピット安全スイッチをオンし、ＮＦＢ１を投入する。 

（6）制御盤にて点検運転し、ＤＺＭＲ（ドアゾーンリレー）がオンし、ＤＺ１ＲとＤＺ２Ｒ

（特定距離感知リレー）が共にオフする位置（レベル±100～190mm）までかごを移動する。 

（7）ＵＣＭＰ試験用スイッチをオンし、ＤＺ１ＲとＤＺ２Ｒがオンすることを確認する。 

（8）補助操作盤の安全スイッチをカットし、制御盤をノーマル運転に切替え、制御盤の扉を

閉める。 

（9）ホールに出てピット安全スイッチをオンし、ホールドアを閉め、補助操作盤の安全スイ

ッチをオンし、ノーマル運転に切替える。 

（10）かごが停止している階のホール呼または戸開ボタンにて戸開する。 

（11）ＵＣＭＰ試験用スイッチをオフ（かごが特定距離を超えて移動した状態を擬似的につく

る）し、かご内照明が消灯、ブザーが鳴動、故障灯が点灯することを確認する。 

（12）補助操作盤を点検運転に切替え、ピット安全スイッチをカットし、ピットに入る。 

（13）制御盤にてＵＣＭＰリレーがオフしていること、数十秒後、ＯＰＲ基板の表示器に『Ｅ

２１』（戸開走行検出エラー）が表示することを確認する。 

（14）ＵＣＭＰ基板のリセットボタンを押し、エラーを解除する。 

（15）ＮＦＢ１をカットし、ＵＣＭＰ試験用スイッチ、遠隔コードを取外す。 

（16）ＮＦＢ１、ＮＦＢ９を投入する。 

 

 

≪注意事項≫ 

・制御盤の作業時には不安定な体勢で作業し

ないこと。 

・配線したＵＣＭＰ試験用スイッチ遠隔コー

ドは引掛け等がないよう、必ず確認するこ

と。 

・一時的に取り除いた耐熱シール材等は必ず

元に戻すこと。 

 

 

「かご戸・各階乗場戸スイッチスイッチの全閉位置からの距離」の検査方法 

（1）スイッチの接点が閉じる位置からドア全閉位置までの距離を測定する。 

（2）規定値以内であることを確認する。 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-39/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-0264、0265、0266、1696、1697、1698、に適用 

    

（一） 巻上機 ―

―

―

電動機側から
見て
右側
        　   ｍｍ

左側
          　 ｍｍ

制動距離
　　　　　　ｍｍ

年次変化量

変化量
　　　　　　ｍｍ

（三） ブレーキパッド
の動作感知装置 ―

―

―

年

安全制御プログ
ラム ―

―

エプロン
―

長さ

　　　　　ｍｍ

戸
開
走
行
保
護
装
置

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・
確認記録

制動力の状況

ブレーキ部の油漏れ 触診又は目視にて確認する 制動面に油の付着があること

（二） ブレーキ ブレーキドラムボス部の油
付着状況

触診又は目視にて確認する 油の付着があること

油排出口からの流出状況 目視にて確認する 油の流出があること

ブレーキパッド厚の状況 ブレーキパッドの厚みを測定
する。

□SHR-900（摩耗限界ゲージⅠ型）
初期（6.5ｍｍ）
要重点点検（4.5ｍｍ以下）【*1】
要是正（2.5ｍｍ未満）
□SHR-900（摩耗限界ゲージⅡ型）
初期（40ｍｍ）
要重点点検（38ｍｍ以下）【*1】
要是正（36ｍｍ未満）
□SHR-2000B、SHR-4000B
初期（8ｍｍ）
要重点点検（7ｍｍ以下）【*1】
要是正（6ｍｍ未満）

前年測定値
制動距離

　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量が規定値から前年測定値の差を1/2した
値以上であること　　【＊2】を参考にして判定

ブレーキスイッチの動作状
況

通常運転で上昇下降させてエ
レベーターが正常に動くことを
確認する

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

かごが無積載定格速度上昇
時に両側ブレーキ動作時の制
動距離を測定する

制動距離が規定値を超えていること
□30m/min    350ｍｍ以下
□45m/min    700ｍｍ以下
□60m/min  1000ｍｍ以下

②レベル±120ｍｍ程度で、リレー≪DZ1R、DZ2R≫が
ＯＮしていること　（リレーのLEDランプが点灯している）

劣化の状況 リレー≪DZ1R、DZ2R≫の経
年を確認する

設置後10年を超えて使用されていること
交換目安の９年（稼動年数）に達したら交換を計画の
こと　【＊２】

（五） 安全制御プログラムが搭
載されたシーケンサ型式の
状況

安全制御プログラムは大臣認
定を受けたものと同一である
ことを確認する

シーケンサに貼られているプログラム番号シールの型
式が「RS-R-O1」ではないこと

ドアゾーン外での動作の状
況

戸開走行の模擬試験で、リ
レー≪UCMP≫がOFFすること
を確認する

（四） 特定距離感知装
置

UCMPの動作位置の状況 点検運転でかごを指定位置に
移動させ、リレー≪DZ1R、
DZ2R≫の動作を確認する

①レベル±90ｍｍ程度でリレー≪DZ1R、DZ2R≫が
ONしないこと　（リレーのLEDランプが消灯している）

リレー≪UCMP≫がOFFしないこと（リレーのLEDランプ
が点灯している）

（六） 取付けの状況 触診又は目視にて確認する 取付けが堅固でないこと
過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂
直部下端までの長さが規定値
以上であることを確認する

規定値500ｍｍ未満であること

 

 

 

 

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-40/90 

 

年

年

年

年

年

年

年

年

年

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年（稼動年数）に達したら交換を計画のこと

【*3】

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年（稼動年数）に達したら交換を計画のこと

【*3】

戸開走行検出用リレーの稼

動年数の確認

リレーデバイス≪UCMP≫の稼

動年数を確認する

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年（稼動年数）に達したら交換を計画のこと

【*3】
故障検出用リレーの稼動年

数の確認

リレーデバイス≪ERR≫の稼動

年数を確認する

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年（稼動年数）に達したら交換を計画のこと

【*3】

ＣＰＵを使用した論理判定用

シーケンサ（FX3G-60M）の

稼動年数の確認

ＣＰＵを使用した論理判定用

シーケンサ（FX3G-60M）の稼

動年数の確認する

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年（稼動年数）に達したら交換を計画のこと

【*3】

（七） 寿命到達の処置 電動機動力遮断用コンタクタ

の稼動年数の確認

コンタクタデバイス≪AMC1、

AMC2≫の稼動年数を確認する

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年（稼動年数）に達したら交換を計画のこと

【*3】

ブレーキ電源遮断用コンタク

タ、リレーの稼動年数の確認

コンタクタデバイス≪AMC3、

BCR1≫リレー≪BCR2≫の稼

動年数を確認する

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年（稼動年数）に達したら交換を計画のこと

【*3】

戸閉確認用コンタクタの稼動

年数の確認

コンタクタデバイス≪DCR、

DCRX≫の稼動年数を確認する

ブレーキスイッチの稼働年

数を確認する

スイッチの稼働年数を確認する 10年を超えて使用されていること

交換目安の9年（稼動年数）に達したら交換を計画のこと

【*3】

特定距離感知スイッチの稼

働年数を確認する

スイッチ≪ＤＺ１、ＤＺ２≫の稼動

年数の確認する

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年（稼動年数）に達したら交換を計画のこと

【*3】

上げ戸の場合、戸開確認用

コンタクタの稼動年数の確認

コンタクタデバイス≪CD、CDH、

HD、HDH≫の稼動年数を確認

する

【＊2】  ブレーキ制動力の年次変化量判定方法　（45m/minの時）　　　（例）前年度測定値350ｍｍ、今回測定値400ｍｍ、規定値700ｍｍ

　　　   今回値400ｍｍから前回値350ｍｍを引いた値（変化量）が規定値700ｍｍから前回値350ｍｍを引いた値の1/2以下であること

　　　　 400ｍｍ－350ｍｍ＜（700ｍｍ-350ｍｍ）÷2

≪この書類は昇降機ごとに作成し、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている値からの変化量で判定してください。同項目の右側欄外

に参考値として前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

【＊1】  判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判

          定してください。

【*3】   寿命判定の年数の記録は、1年未満を切り上げて表記してください。

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-41/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2306、2307 に適用 

―

―

（二） ブレーキパッドの厚みを測

定する。

□SHR-6000B

初期（8ｍｍ）

要重点点検（7ｍｍ以下）【*1】

要是正（6ｍｍ未満）

電動機側から見て

右側

        　   ｍｍ

左側

          　 ｍｍ

制動距離

　　　　　　ｍｍ

年次変化量

変化量

　　　　　　ｍｍ

―

年

―

―

―

年

―

―

―

年

エプロン
―

長さ

　　　　　ｍｍ

回

年

回

年

―

―

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年（稼動年数）に達したら交換を計画のこ

と 【*3】

（八） ブレ－キ遮断用電磁接触器 エレベーターの起動回数が200万回を超えていること

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年（稼動年数）に達したら交換を計画のこ

と 【*3】

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂直部下端ま

での長さが規定値以上であることを確認

する

規定値500ｍｍ未満であること

エレベーターの起動回数が200万回を超えていること

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年（稼動年数）に達したら交換を計画のこ

と 【*3】

（五） 安全制御プログラム 安全制御プログラムが搭載された

シーケンサ型式の状況

安全制御プログラムは大臣認定を受けた

ものと同一であることを確認する

シーケンサに貼られているプログラム番号シールの型

式が「RS-R-０２」ではないこと

ドアゾーン外での動作の状況 戸開走行の模擬試験で、リレー≪UCMP

≫がOFFすることを確認する

リレー≪UCMP≫がOFFしないこと（リレーのLEDランプ

が点灯している）

健全性の監視の状況 論理判定装置を停止させる ウォッチドックタイマーが動作しないこと

劣化の状況 理判定装置（FX3G-MT/ES）の経年を確

認する。

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年（稼動年数）に達したら交換を計画のこ

と 【*3】

劣化の状況 接触器デバイス≪AMC3、BCR1≫リレー

≪BCR2≫の稼動年数を確認する

（九） 速度監視装置 作動の状況

ブレーキ

（七） 電動機動力遮断用接触器 劣化の状況 接触器デバイス≪AMC1、AMC2≫の稼動

年数を確認する

劣化の状況 BRS1、BRS2スイッチの経年を確認する

（六） 外観の状況 目視により確認する

②レベル±120ｍｍ程度で、リレー≪DZ1R、DZ2R≫が

ＯＮしていること　（リレーのLEDランプが点灯している）

（一） 巻上機

UCMPの動作位置の状況 点検運転でかごを指定位置に移動させ、

リレー≪DZ1R、DZ2R≫の動作を確認す

る

①レベル±90ｍｍ程度でリレー≪DZ1R、DZ2R≫が

ONしないこと　（リレーのLEDランプが消灯している）

（四） 特定距離感知装置

健全性の監視の状況 ２個の検出装置のうち１個の検出装置の

信号を遮断し、検出装置を作動させる。

制止しないこと。

劣化の状況 DZ1、DZ2スイッチの経年を確認する 10年を超えて使用されていること

交換目安の9年（稼動年数）に達したら交換を計画のこ

と 【*3】

（三） ブレーキパッドの動作感知装置

制動距離が規定値を超えていること

□30m/min    350ｍｍ以下

□45m/min    700ｍｍ以下

□60m/min  1000ｍｍ以下

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量が規定値から前年測定値の差を1/2した

値以上であること　　【＊2】を参考にして判定

ブレーキスイッチの動作状況 ブレーキ開放時及び締結時の動作感知

装置の接点信号動作を確認する

接点が開の時パッドとドラムが接触していること

油排出口からの流出状況 目視にて確認する 油の流出があること

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

ブレーキ部の油漏れ 触診又は目視にて確認する 制動面に油の付着があること戸

開

走

行

保

護

装

置

ブレーキパッド厚の状況

制動力の状況 かごが無積載定格速度上昇時に両側ブ

レーキ動作時の制動距離を測定する

≪この書類は昇降機ごとに作成し、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制

動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

動作速度を測定する 3m/minを超えた速度で動作しないこと

健全性の監視の状況 ２個の速度検出装置のうち１個の速度検

出装置の信号を遮断した状態でかごを検

出装置が作動すべき速度にする。

制止しないこと。

【＊1】  判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定し

               てください。

【＊3】  寿命判定の年数の記録は、1年未満を切り上げて表記してください。

【＊2】　ブレーキ制動力の年次変化量判定方法　（45m/minの時）　　　（例）前年度測定値350ｍｍ、今回測定値400ｍｍ、規定値700ｍｍ

　　　　  今回値400ｍｍから前回値350ｍｍを引いた値（変化量）が規定値700ｍｍから前回値350ｍｍを引いた値の1/2以下であること

　　　　   400ｍｍ－350ｍｍ＜（700ｍｍ-350ｍｍ）÷2

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-42/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2458 に適用 

（一） 巻上機
―

ブレーキパッドの厚

みを測定する。

SHR-4000B

初期（8ｍｍ）

要重点点検（7ｍｍ以下）【*1】

要是正（6ｍｍ未満）

電動機側から見て

右側

        　   ｍｍ

左側

          　 ｍｍ

―

年

―

―

年

―

―

―

―

年

（七） UCMT-T基板

―

回

年

回

年

（九） かご戸スイッチ

各階乗場戸スイッチ mm

―

長さ

　　　　　         mm

【＊1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

【* 2】寿命判定の年数の記録は、1年未満を切り上げて表記してください。

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

②レベル±100を超えて、リレー≪DZ1R、DZ2R≫がＯ

Ｎしていること　（リレーのLEDランプが点灯している）

設置後10年を超えて使用されていること

交換目安の9年（稼動年数）に達したら交換を計画のこ

と 【*2】

リレー≪DZ1R、DZ2R≫の経年を確

認する

劣化の状況 経年を確認する 設置後10年を超えて使用されていること

交換目安の9年（稼動年数）に達したら交換を計画のこ

と 【*2】

①レベル±70ｍｍ程度でリレー≪DZ1R、DZ2R≫が

ONしないこと　（リレーのLEDランプが消灯している）

（五） 速度監視装置 作動の状況 動作速度を測定する 3m/minを超えた速度で動作しないこと

健全性の監視の状況 ２個の検出装置のうち１個の検出装

置の信号を遮断した状態でかごを検

出装置が作動すべき速度にする。

制止しないこと。

（六） 安全制御プログラム 型式の確認 論理判定装置に記載された論理プロ

グラム型式を確認する

大臣認定を受けた型式「RS-R-O３」と異なること。

ドアゾーン外での動作の状況 戸開走行の模擬試験で、リレー≪

UCMP≫がOFFすることを確認する

リレー≪UCMP≫がOFFしないこと（リレーのLEDランプ

が点灯している）

劣化の状況 論理判定装置(FX3G-60MT/ES)の

経年を確認する

メジャー等により測定する 規定値(設定値）を超えていること

　 （横開き）ドア全閉　25 mm

 　（上開き）ドア全閉　40 mm

戸

開

走

行

保

護

装

置

制動面または、油排出場所か

ら油の流出状況

目視により確認する 油の流出があること

（二）

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年（稼動年数）に達したら交換を計画のこ

と 【*2】

エレベーターの起動回数が200万回を超えていること

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年（稼動年数）に達したら交換を計画のこ

と 【*2】

スイッチの全閉位置からの距

離を確認する

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年（稼動年数）に達したら交換を計画のこ

と 【*2】

健全性の監視の状況 論理判定装置を停止させる。 WD3 リレーがOFF しないこと。

エレベーターの起動回数が200万回を超えていること

（四） 特定距離感知装置 UCMPの動作位置の状況 点検運転でかごを指定位置に移動さ

せ、リレー≪DZ1R、DZ2R≫の動作を

確認する

劣化の状況

ブレーキ

（三） ブレーキパッドの動作

感知装置

ブレーキ開放時及び締結時の動作

感知装置の接点信号動作を確認す

る

接点が開の時ブレーキパッドとドラムが接触しているこ

と

トルク調整の確認 目視にて確認する 設定値が位置がマーキングよりずれていること

ブレーキパッド厚の状況

ブレーキスイッチの動作状況

（八） 電磁接触器

（AMC1,AMC2）

劣化の状況 カウンタ読取又は経年を確認する

電磁接触器

（AMC3、BCR1）

劣化の状況 カウンタ読取又は経年を確認する

≪この書類は昇降機ごとに作成し、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の右側

　　　　欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

（十） エプロン 外観の状況 目視により確認する 過度の変形がないこと

長さの状況 かご敷居上面からエプロン下端まで

の鉛直距離が規定値以上であること

を確認する

規定値500ｍｍ未満であること



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-43/90 

 

１０．電磁式逆止弁型式（EL1-50、EL1-65） 

 

 

 

 

大臣認定番号変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電磁式逆止弁型式 大臣認定型式名 大臣認定番号 

EL1-50 EL1-50 ENNNUN-2304 

EL1-65 EL1-65 ENNNUN-2305 

電磁式逆止弁型式 大臣認定番号（旧）  大臣認定番号（新） 

EL1-50 ENNNUN-0244（2018/1/29 認定取消） → ENNNUN-2304 

EL1-65 ENNNUN-0245（2018/1/29 認定取消） → ENNNUN-2305 

圧力計 

コック 

三方枠または壁に操作盤がある場合 
制御盤内に操作盤がある場合 

圧力計 

コック 

本図はダブルユニットを示しています。 

シングルユニットの場合、制御弁ユニットは 

１つになります。 

レベルポンプ用モータは付いている場合と 

付いていない場合があります。 

制御弁ユニット 

コック 

補助逆止弁 

圧力計 

機械室に油圧ユニット設置の場合 

油圧機器の配置 

手動下降弁を開くコックの位置 

油圧ユニット機器配置説明 

レベルポンプ用モータ 補助逆止弁 

制御弁ユニット 2 制御弁ユニット 1 
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検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-44/90 

 

主たる逆止弁、補助逆止弁の詳細図 

 

 

 

 

 

 

 

 

主たる逆止弁（下降弁） 

バルブプレート 

主たる逆止弁（上昇側流量弁） 

バルブプレートを矢印の方向に外し、

交換対象の弁を交換する 

逆止弁ボディ 

O リング 

バルブプレート 

Ｏリング フランジ 

下降弁バネ 下降弁 

（交換対象の弁） 

流量弁バネ 

上昇側流量弁 

（交換対象の弁） 
流量弁バネ 

O リング 

フランジ 

バルブプレート 

パイロットプラグ パイロット弁バネ 

逆止弁ボディ 

上昇スプール 

電磁コイル 

(交換対象のコイル) 

上昇側コイル 

下降側コイル 

ソレノイド鉄心 

ソレノイド 

シート押さえ 

ストレーナ 

ソレノイド 

シート 

逆止弁ボディ 
電磁コイル詳細 
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検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
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補助逆止弁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定距離感知スイッチ（DZ1／DZ2）、油漏れ検知スイッチ（OILK1／OILK2） 

 

バルブカバー 

バルブカバーを矢印の 

方向に外し、交換対象の 

弁を交換する 

ガイドレール 

かご枠 

かご床 

かご戸 

油漏れ検知スイッチ(OILK1,OILK2) 

特定距離感知スイッチ(DZ1,DZ2) 



 
管理番号 
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検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-46/90 

 

油漏れ検知装置動作確認方法 

（1）一度戸開し戸閉完了後、制御盤または補助操作盤の手動下降弁を開く。 

（2）ＥＲＲリレーがオフすると同時に、制御盤または補助操作盤の手動下降弁を閉じる。 

（戸閉完了より１分以内にここまでの操作を行わないとＥＲＲリレーがオフしないため注意のこと） 

（3）「Ｅ０１：油漏れ検出エラー」が出ることを確認する。（警報ブザーの鳴動、故障灯の点灯を確認する） 

（4）かご床と乗場床の段差が－３５ｍｍ程度であることを確認する。 

（5）点検運転に切り換え、ＵＣＭＰリセットボタンを押してエラーをリセットする。 

（6）平常運転に復帰する。 

 

 

特定距離感知装置動作位置確認方法 

（1）点検運転でかごをレベルから約１２０ｍｍの位置に停止させ、ドアを開く。 

（2）ＤＺ１Ｒリレーがオフ、ＢＥＳ１リレーとＢＥＳ２リレーがオフしていることを確認する。 

 

 

かご戸スイッチ・乗場戸スイッチ動作位置確認方法 

（1）スイッチの接点が閉じる位置からドア全閉までの距離を測定する 

（2）引き戸は２５ｍｍ以内。上開き戸は４０ｍｍ以内であることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-47/90 

 

戸開走行の模擬試験方法（EL1 シリーズ） 

検査方法 備考・注意事項 

実際にかごを戸開走行させての試験は危険を伴うため、戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）が作

動すべき条件を模擬し、確認する。戸開走行と判断する条件はドアが開いている状態で、か

ごが特定距離（着床レベル±100mm）を超えて移動したときである。 

１.検査器具 

（1）ＵＣＭＰ試験用スイッチ（２極スイッチで同等に製作したものでもよい） 

（2）ＵＣＭＰ試験用スイッチ遠隔コード（塔内制御盤の場合） 

２.検査方法 

＜乗場制御盤の場合＞ 

（1）制御盤の設置階にかごを移動する。 

（2）ＥＯＳ（ＵＰＳ電源供給スイッチ）を点検側にし、ＮＦＢ１（主電源）をカットする。 

（3）制御盤にてＵＣＭＰ試験用スイッチを図－１の通りに接続し、スイッチはオフにしてお

く。 

 

 

 

 

 

 

（4）ＮＦＢ１を投入する。 

（5）制御盤にて点検運転し、ＤＺＭＲ（ドアゾーンリレー）がオンし、ＤＺ１ＲとＤＺ２Ｒ

（特定距離感知リレー）が共にオフする位置（レベル±100～190mm）までかごを移動す

る。 

（6）ＵＣＭＰ試験用スイッチをオンし、ＤＺ１ＲとＤＺ２Ｒがオンすることを確認する。 

（7）ＣＤＳ（制御盤扉スイッチ無効スイッチ）を点検側にし、ノーマル運転に切替え、ホー

ル呼または戸開ボタンにて戸開する。着床面よりマイナス側で試験する場合は、戸開ボ

タンで戸開させること。（ホール呼は戸開前に床合わせ運転が作動してしまうため） 

（8）ＵＣＭＰ試験用スイッチをオフ（かごが特定距離を超えて移動した状態を擬似的につく

る）し、ＵＣＭＰリレー、ＢＥＲ１、２リレー、ＢＥＳ１、２リレーがオフ、かご内照

明が消灯、ブザーが鳴動、故障灯が点灯することを確認する。 

（9）数十秒後、ＯＰＲ基板の表示器に『Ｅ２１』（戸開走行検出エラー）が表示することを

確認する。 

（10）ＵＣＭＰ基板のリセットボタンを押し、エラーを解除する。 

（11）ＮＦＢ１をカットし、ＵＣＭＰ試験用スイッチを取外す。 

（12）ＮＦＢ１を投入し、ＥＯＳ、ＣＤＳを平常側に戻す。 

 

≪注意事項≫ 

・検査体制は作業者の安全確保の観点から、昇

降機検査資格者１名と補助者１名の２名以

上で検査を行うこと。 

・作業に当たっては、安全基本作業を確実に守

り、十分に注意して作業すること。 

・作業前に共同作業者と十分打合せを行い、す

べての作業は合図復唱後に行うこと。 

・かご上もしくはピット内（昇降路内も含む）

に作業員がいる場合のノーマル運転は禁止

する。 

・ＵＣＭＰ試験用スイッチの付外しは電源をカ

ットしてから行うこと。 

・ＵＣＭＰ試験用スイッチは作業終了後すみや

かに取外すこと。（外し忘れると故障の原

因になる） 

（図―１） 

 

 
制御盤内（写真―１） 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-48/90 

 

検査方法 備考・注意事項 

＜塔内制御盤の場合＞ 

（1）ノーマル運転にてかごを２Ｆ以上へ移動し、補助操作盤を点検転に切替える。 

（2）ピット安全スイッチをカットし、ピットに入り、制御盤を点検運転に切替え、ＥＯＳ（Ｕ

ＰＳ電源供給スイッチ）を点検側にし、ＮＦＢ１（主電源）をカットする。 

（3）ＵＣＭＰ試験用スイッチ遠隔コードを制御盤よりホールへ配線する。（１Ｆホールシル

溝と三方枠の隙間等を通線する） 

（4）ＵＣＭＰ試験用スイッチと制御盤を図－１の通りに接続し、スイッチはオフにしておく。 

（5）ピット安全スイッチをオンし、ＮＦＢ１を投入する。 

（6）制御盤にて点検運転し、ＤＺＭＲ（ドアゾーンリレー）がオンし、ＤＺ１ＲとＤＺ２Ｒ

（特定距離感知リレー）が共にオフする位置（レベル±100～180mm）までかごを移動する。 

（7）ＵＣＭＰ試験用スイッチをオンし、ＤＺ１ＲとＤＺ２Ｒがオンすることを確認する。 

（8）補助操作盤の安全スイッチをカットし、制御盤をノーマル運転に切替え、制御盤の扉を

閉める。 

（9）ホールに出てピット安全スイッチをオンし、ホールドアを閉め、補助操作盤の安全スイ

ッチをオンし、ノーマル運転に切替える。 

（10）かごが停止している階のホール呼または戸開ボタンにて戸開する。着床面よりマイナ

ス側で試験する場合は、戸開ボタンで戸開させること。（ホール呼は戸開前に床合わせ

運転が作動してしまうため） 

（11）ＵＣＭＰ試験用スイッチをオフ（かごが特定距離を超えて移動した状態を擬似的につ

くる）し、かご内照明が消灯、ブザーが鳴動、故障灯が点灯することを確認する。 

（12）補助操作盤を点検運転に切替え、ピット安全スイッチをカットし、ピットに入る。 

（13）制御盤にてＵＣＭＰリレーがオフしていること、数十秒後、ＯＰＲ基板の表示器に『Ｅ

２１』（戸開走行検出エラー）が表示することを確認する。 

（14）ＵＣＭＰ基板のリセットボタンを押し、エラーを解除する。 

（15）ＮＦＢ１をカットし、ＵＣＭＰ試験用スイッチ、遠隔コードを取外す。 

（16）ＮＦＢ１を投入し、ＥＯＳを平常側に戻す。 

 

 

 

≪注意事項≫ 

・制御盤の作業時には不安定な体勢で作業しな

いこと。 

・配線したＵＣＭＰ試験用スイッチ遠隔コード

は引掛け等がないよう、必ず確認すること。 

・一時的に取り除いた耐熱シール材等は必ず元

に戻すこと。 

 

 

 

 

 

 

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-49/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2304、2305 に適用 

 

―

年

―

年

―

年

―

年

―

―

年

（六） かご戸スイッチ

乗場戸スイッチ
―

―

長さ

　　　　　ｍｍ

（八） 電動機動力遮断

用接触器 年

（九） 電磁式逆止弁電

源遮断用接触器 年

（十） バルブコントロー

ラ用電源遮断用

接触器
年

【*1】寿命判定の年数の記録は、1年未満を切り上げて表記してください。

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年(稼働年数）に達したら交換計画のこ

と【※１】

接触器デバイス≪BERX1、BERX2≫の稼

動年数を確認する

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年(稼働年数）に達したら交換計画のこ

と【※１】

劣化の状況 接触器デバイス≪BES1、BES2≫の稼動年

数を確認する

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年(稼働年数）に達したら交換計画のこ

と【※１】

劣化の状況

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年(稼働年数）に達したら交換計画のこ

と【※１】

閉位置より25mm以内でスイッチの接点が閉じないこ

と。（上開き戸は40mm以内）

（七） エプロン 外観の状況 目視により確認する 過度の変形があること

長さの状況 かご敷居からエプロン下端までの鉛

直距離を測定する。

500mm以下であること

動作確認 閉位置よりスイッチの接点が閉じる

距離を測定する。

（五） 安全制御プログ

ラム

油漏れがあること

劣化の状況 上昇流量弁、下降弁、電磁コイルの

経年を確認する。

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年(稼働年数）に達したら交換計画のこ

と【※１】

ERRリレーの励磁コイル電源が遮断されないこと。動作確認 乗場床で戸閉させ、強制的に制御バ

ルブ手動下降弁等により、乗場床位

置から-35mm程度移動させる

制動力 無負荷下降（高速）時、強制的に電

源を遮断し、かごを制止させる。

かごが制止しないこと

劣化の状況 逆止弁、電磁コイルの経年を確認す

る

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年(稼働年数）に達したら交換計画のこ

と【※１】

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

劣化の状況 OILK1、OILK2スイッチの経年を確認

する

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年(稼働年数）に達したら交換計画のこ

と【※１】

動作位置 乗場床で戸開させ、強制的に制御バ

ルブの手動下降弁等により、乗場床

位置から±120mm程度移動させる

DZ1RリレーがOFFし、戸開走行保護が作動しないこと

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年(稼働年数）に達したら交換計画のこ

と【※１】

大臣認定を受けた型式と同一でないこと。

型式： R S- H - 0 1

動作確認 戸開走行状態模擬。乗場床で戸開さ

せ、強制的に制御バルブの手動下降弁等

により、乗場床位置から±

120mm程度移動させる。

UCMPリレーの励磁コイル電源が遮断されな

いこと。

劣化の状況 DZ1、DZ2スイッチの経年を確認する

型式 論理判定装置に記載された安全制御プログ

ラムの型式を確認する

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

戸

開

走

行

保

護

装

置

（一） 主たる逆止弁 油漏れの状況 制御弁ユニット（EV-2）、床合わせ補

正ポンプ専用弁（KV1P）の外観目視

チェック

（三） 油漏れ検知装置

（四） 特定距離感知装

置

劣化の状況 論理判定装置（FX3G-60MT/ES）の

経年を確認する。

（二） 電磁式逆止弁

（補助逆止弁）

劣化の状況 接触器デバイス≪BER1≫の稼動年数を確

認する



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-50/90 

 

ブレーキ概略図 

１１．巻上機型式（CRL3220、CRL3160、CRL3340） 

 

巻上機型式 大臣認定型名 大臣認定番号 

CRL3220 CRL3220-EC4035SM-3 
ENNNUN-2315 

CRL3160 CRL3160-EC4035SM-3 

CRL3220 CRL3220-EC4035SM-DD 
ENNNUN-1376 

CRL3160 CRL3160-EC4035SM-DD 

CRL3340 
CRL3340-EC4035SM ENNNUN-2601 

CRL3340-EC4035SM-DD ENNNUN-2602 

大臣認定番号変遷 

 

 

 

 

 

 

ＣＲＬ３１６０，３２２０ＣＲＬ３３４０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巻上機型式 大臣認定番号（旧）  大臣認定番号（新） 

CRL3220 ENNNUN-0952（2018/2/9 認定取消） 

ENNNUN-1328（2018/2/9 認定取消） 
→ ENNNUN-2315 

CRL3160 

1 系ブレーキ ２系ブレーキ 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-51/90 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大臣認定番号 ENNNUN-2315、ENNNUN-1376、ENNNUN-2601、ENNNUN-2602 

速度監視装置確認検査方法（検査結果表（七）項） 

①ＰＵＭオンボードモードでアドレス０Ｆ－Ｃ４をセットする 

②点検運転でかごを走行し 7 セグ表示の BIT1 が点灯することを確認する 

 

 

 

 

ブレーキ概略図 
パッド

パッドシュー

磨耗代インジケータ

パッドの出代寸法

ディスク

ディスク

キヤリパ本体

確認窓

ＣＲＬ３１６０、３２２０ 

インジケータ付き 

ブレーキパッド

可動鉄心 固定鉄心

ブレーキディスク

スキミゲージ

Ｌ

ブレーキディスク

ブレーキパッド

パッキングプレート

パッド部分拡大図（釈放状態）



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-52/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2315 に適用 

 

―

―

右側1：　　／

右側2：　　／

左側1：　　／

左側2：　　／

　　　　　　ｍｍ

制動距離

　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量 変化量

　　　　　　　　ｍｍ

―

―

―

―

―

安全制御プログラム

―

―

エプロン

―

長さ

　　　　　　　　ｍｍ

（七） 速度監視装置

―

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

【＊1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

【＊2】　ブレーキ制動力の年次変化量判定方法

（例）　前年度測定値200ｍｍ、今回測定値250ｍｍの時

　　　　今回値250ｍｍから前回値200ｍｍを引いた値（変化量）が前年度測定値200ｍｍの50％以下であること

　　　　　250ｍｍ－200ｍｍ＜200ｍｍ÷2

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

動作速度を測定する 規定の速度7.5m/minを検出すること

を確認する

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯しない

こと

戸

開

走

行

保

護

装

置

（一） 巻上機 ブレーキ制動面への油付着

の状況

触診又は目視にて確認する

ブレーキ 全てのブレーキのパッド厚

の状況

ブレーキパッドの厚みをスキミゲージ

で確認する

または、

インジケーターにより確認する

制動力の状況

基板型式が（UCE1-558C*）でないこと

（＊は文字が入るが、確認は558Cまでで良い）

ドアゾーン外での動作の状

況

特定距離感知装置の検査①と同様 特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

（六） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂直部下

端までの長さが規定値以上であるこ

とを確認する

規定値600ｍｍ未満であること

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

（四） 特定距離感知装置 UCMPの動作位置の状況 制御盤のUCMPSをNOR側にして、点

検運転でかごを指定位置に移動さ

せ、戸開させた時の動作を確認する

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時ESU-250U2基板

7セグが【1】と表示しないこと（ＣＣがオフしない）

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時ESU-250U2基板

の7セグが【0】表示でないこと（ＣＣがオフする）

ブレーキパッドの動

作感知装置

外観の状況 目視にて確認する 外形的な汚損、破損等の異常があること

取付の状況 触診又は目視にて確認する 取付部に緩みがあること

（三） ブレーキスイッチの動作状

況

通常運転で上昇下降させてエレベー

ターが正常に動くことを確認する

（五） 安全制御プログラムが搭載

されたプリント基板型式の

状況

安全制御プログラムは大臣認定を受

けたものと同一であることを確認する

制動力又は保持力に影響を与えるおそれがある油

の付着があること

油漏れの状況 グリース排出場所への油の流出を目

視にて確認する

油漏れによる油付着があること

（二） □　スキミゲージによる確認の場合

初期（4ｍｍ）

要重点点検（1.5ｍｍ以下）【＊1】

要是正（1ｍｍ以下）

□　インジケーターによる確認の場合

初期（3ｍｍ）

要重点点検（0.5ｍｍ以下）【＊1】

要是正（0ｍｍ）

点検運転制動距離が規定値を超えていること

□１：１ ﾛｰﾋﾟﾝｸﾞ40～360mm

□２：１ ﾛｰﾋﾟﾝｸﾞ80～720mm

年次変化量が前年測定値の50％を超えていること

【＊2】を参考にして判定

かごの無積載点検運転上昇時にブ

レーキ同時動作時の制動距離を測

定する

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-53/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-1376 に適用 

―

―

右側1：

　　　　　　／

右側2：

　　　　　　／

左側1：

　　　　　　／

左側2：

　　　　　　／

　　　　　　　　　ｍｍ

制動距離

　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量
変化量

　　　　　　　　　ｍｍ

（三） ブレーキパッドの

動作感知装置 ―

―

―

安全制御プログラ

ム ―

―

エプロン
―

長さ

上かご

　　　　　　　　　ｍｍ

下かご

　　　　　　　　　ｍｍ

（七） 速度監視装置
―

動作速度を測定する 規定の速度7.5m/minを検出する

ことを確認する

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯しないこ

と

【＊1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

（六） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂直部

下端までの長さが規定値以上であ

ることを確認する

規定値900ｍｍ未満であること

戸

開

走

行

保

護

装

置

（一） 巻上機 ブレーキ制動面への油付着

の状況

触診又は目視にて確認する 制動力又は保持力に影響を与えるおそれがある油

の付着があること

油漏れの状況

（五） 安全制御プログラムが搭載

されたプリント基板型式の状

況

安全制御プログラムは大臣認定を

受けたものと同一であることを確

認する

基板型式がESU-255U2でないこと

ドアゾーン外での動作の状

況

特定距離感知装置の検査②と同

様

特定距離感知装置の検査②で実施の判定による

（四） 特定距離感知装置 ＵＣＭＰの動作位置の状況 制御盤のUCMPSをNOR側にして、

点検運転でかごを指定位置に移

動させ動作を確認する

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時ESU-255U2基板

の7セグが【1】と表示しないこと（CCがオフしない）

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時ESU-255U2基板

の7セグが【0】と表示でないこと（CCがオフする）

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量が前年測定値から規定値を超えている

こと　【＊１】

□１：１ ﾛｰﾋﾟﾝｸﾞ±200mm

□２：１ ﾛｰﾋﾟﾝｸﾞ±400mm

ブレーキスイッチの動作状況 通常運転で上昇下降させてエレ

ベーターが正常に動くことを確認

する

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

グリース排出場所への流出を目視

にて確認する

グリース排出場所に付着があること

（二）

検査事項 検査方法 要是正の判定基準
測定値・

確認記録

ブレーキ 全てのブレーキのパッド厚の

状況

ブレーキパッドの厚みをスキミ

ゲージで確認する

□ＣＲＬ－３２２０

初期（4ｍｍ）

要是正（1ｍｍ以下）

□ＣＲＬ－３１６０

初期（4ｍｍ）

要是正（1ｍｍ以下）
  

制動力の状況 かごの無積載点検運転上昇時に

ブレーキ同時動作時の制動距離

を測定する

点検運転制動距離が規定値を超えていること

□１：１ ﾛｰﾋﾟﾝｸﾞ40～360mm

□２：１ ﾛｰﾋﾟﾝｸﾞ80～720mm



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-54/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2601 に適用 

―

―

―

制動トルク（１系）

　　　　　　　　Ｎ・ｍ

判定基準値

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ

制動トルク（２系）

　　　　　　　　Ｎ・ｍ

変化量（１系）

　　　　　　        %

変化量（２系）

　　　　　　        %

右１　　　/　　　ｍｍ

右２　　　/　　　ｍｍ

左１　　　/　　　ｍｍ

左２　　　/　　　ｍｍ

今回測定値＋

変化量

　

今回測定値 （1系1）　　　　　　　秒 （1系1）　　　　　　秒

今回測定値 （1系2）　　　　　　　秒 （1系2）　　　　　　秒

今回測定値 （2系1）　　　　　　　秒 （2系1）　　　　　　秒

今回測定値 （2系2）　　　　　　　秒 （2系2）　　　　　　秒

（三） ブレーキパッドの

動作感知装置 ―

―

―

―

―

―

―

（六） 速度監視装置
―

エプロン
―

判定基準値

　　　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

目視にて確認する 油の流出があること

（二） ブレーキ 制動力の状況 制動トルク及びその変化量を

確認する

片ブレーキの制動トルクが物件毎に計算する、下記

記載の基準値未満であること

パッドの厚さの状況 パッドの残存厚みを測定する 初期（4ｍｍ）

要重点点検（1.5ｍｍ以下）【*１】

要是正（1ｍｍ以下）

（一） 巻上機 型式 目視にて確認する 大臣認定を受けた型式と同一でないこと

ブレーキ制動面への油付着

の状況

年次変化量 前年測定値

制動トルク（１系）

　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ

今回測定値と前年測定値の変化量が20%超えてい

ること

前年測定値

制動トルク（２系）

　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ

制御盤のUCMPSをNOR側に

して、点検運転でかごを指定

位置に移動させ、戸開させた

時の動作を確認する

①任意の階の乗場床面に対し、かご床面が±120

mm の位置で戸開したときに安全回路がOFF しない

こと。

ブレーキスイッチの状況 ブレーキの釈放指令からブ

レーキスイッチの動作時間を

測定する

測定値に過去1年間の変化量を加えたものが0.45秒

を超過すること

前年測定値 （1系1）　　　　秒

前年測定値 （1系2）　　　　秒

前年測定値 （2系1）　　　　秒

前年測定値 （2系2）　　　　秒

ブレーキスイッチの動作状

況

通常運転で上昇下降させてエ

レベーターが正常に動くことを

確認する

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

動作速度を測定する 規定の速度7.5m/minを検出

することを確認する

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯しないこ

と

②任意の階の乗場床面に対し、かご床面が±90

mm の位置で戸開したときに安全回路がOFF するこ

と。

（五） 安全制御プログ

ラム

安全制御プログラムが搭載

されたプリント基板型式の状

況

安全制御プログラムは大臣

認定を受けたものと同一であ

ることを確認する

基板型式が（ESU-250U2）でないこと

ドアゾーン外での動作の状

況

特定距離感知装置の検査①

と同様

特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

ＲＡＭの健全性

（四） 特定距離感知装

置

UCMPの動作位置の状況

安全制御プログラムが同載さ

れたプリント基板の電源を遮

断、再投入する

正常に動作しないこと

運転制御用ＣＰＵ及びプロ

グラムの健全性

WDT（ウォッチドッグタイマー）

の動作確認

正常に動作しないこと

長さ

　　　　　　　　　ｍｍ

【*1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

≪この書類は昇降機ごとに作成し、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動トルクが判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている値からの変化量で判定してください。初期値や前回

測定の制動トルクが判らない場合は「要是正」と判定して下さい。前年測定値のブレーキの釈放指令からブレーキスイッチの動作時間が判らない場合は、初期値ま

たは使用開始から今回検査の間に確認されている値からの変化量を加えた値で判定してください。初期値や前回測定のブレーキの釈放指令からブレーキスイッチ

の動作時間が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

（七） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂

直部下端までの長さが規定

値以上であることを確認する

物件毎に計算する、下記記載の基準値未満である

こと

戸

開

走

行

保

護

装

置

制動面に油取り紙を挿入し、

油の付着を目視にて確認す

る

油の流出があること

油排出口への流出の状況

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-55/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2602 に適用 

―

―

―

制動トルク（１系）

　　　　　　　　Ｎ・ｍ

判定基準値

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ

制動トルク（２系）

　　　　　　　　Ｎ・ｍ

変化量（１系）

　　　　　　        %

変化量（２系）

　　　　　　        %

右１　　　/　　　ｍｍ

右２　　　/　　　ｍｍ

左１　　　/　　　ｍｍ

左２　　　/　　　ｍｍ

今回測定値＋

変化量

　

今回測定値 （1系1）　　　　　　　秒 （1系1）　　　　　　秒

今回測定値 （1系2）　　　　　　　秒 （1系2）　　　　　　秒

今回測定値 （2系1）　　　　　　　秒 （2系1）　　　　　　秒

今回測定値 （2系2）　　　　　　　秒 （2系2）　　　　　　秒

（三） ブレーキパッドの

動作感知装置 ―

―

―

―

―

―

―

（六） 速度監視装置
―

エプロン
―

判定基準値

　　　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

目視にて確認する 油の流出があること

（二） ブレーキ 制動力の状況 制動トルク及びその変化量を

確認する

片ブレーキの制動トルクが物件毎に計算する、下記

記載の基準値未満であること

パッドの厚さの状況 パッドの残存厚みを測定する 初期（4ｍｍ）

要重点点検（1.5ｍｍ以下）【*１】

要是正（1ｍｍ以下）

（一） 巻上機 型式 目視にて確認する 大臣認定を受けた型式と同一でないこと

ブレーキ制動面への油付着

の状況

年次変化量 前年測定値

制動トルク（１系）

　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ

今回測定値と前年測定値の変化量が20%超えてい

ること

前年測定値

制動トルク（２系）

　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ

制御盤のUCMPSをNOR側に

して、点検運転でかごを指定

位置に移動させ、戸開させた

時の動作を確認する

①任意の階の乗場床面に対し、かご床面が±120

mm の位置で戸開したときに安全回路がOFF しない

こと。

ブレーキスイッチの状況 ブレーキの釈放指令からブ

レーキスイッチの動作時間を

測定する

測定値に過去1年間の変化量を加えたものが0.45秒

を超過すること

前年測定値 （1系1）　　　　秒

前年測定値 （1系2）　　　　秒

前年測定値 （2系1）　　　　秒

前年測定値 （2系2）　　　　秒

ブレーキスイッチの動作状

況

通常運転で上昇下降させてエ

レベーターが正常に動くことを

確認する

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

動作速度を測定する 規定の速度7.5m/minを検出

することを確認する

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯しないこ

と

②任意の階の乗場床面に対し、かご床面が±90

mm の位置で戸開したときに安全回路がOFF するこ

と。

（五） 安全制御プログ

ラム

安全制御プログラムが搭載

されたプリント基板型式の状

況

安全制御プログラムは大臣

認定を受けたものと同一であ

ることを確認する

基板型式が（ESU-255U2）でないこと

ドアゾーン外での動作の状

況

特定距離感知装置の検査①

と同様

特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

ＲＡＭの健全性

（四） 特定距離感知装

置

UCMPの動作位置の状況

安全制御プログラムが同載さ

れたプリント基板の電源を遮

断、再投入する

正常に動作しないこと

運転制御用ＣＰＵ及びプロ

グラムの健全性

WDT（ウォッチドッグタイマー）

の動作確認

正常に動作しないこと

長さ

　　　　　　　　　ｍｍ

【*1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

≪この書類は昇降機ごとに作成し、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動トルクが判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている値からの変化量で判定してください。初期値や前回

測定の制動トルクが判らない場合は「要是正」と判定して下さい。前年測定値のブレーキの釈放指令からブレーキスイッチの動作時間が判らない場合は、初期値ま

たは使用開始から今回検査の間に確認されている値からの変化量を加えた値で判定してください。初期値や前回測定のブレーキの釈放指令からブレーキスイッチ

の動作時間が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

（七） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂

直部下端までの長さが規定

値以上であることを確認する

物件毎に計算する、下記記載の基準値未満である

こと

戸

開

走

行

保

護

装

置

制動面に油取り紙を挿入し、

油の付着を目視にて確認す

る

油の流出があること

油排出口への流出の状況

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-56/90 

 

１２．巻上機型式（TMLG06A、TMLG10A、TMLGS06A、TMLGS10A） 

 

巻上機型式 大臣認定型名 大臣認定番号 

TMLG06A 
TMLG06A-TMBG06A-3 ENNNUN-2228 

TMLG06A-TMBG06A-2 ENNNUN-1080 

TMLG10A 
TMLG10A-TMBG10A-3 ENNNUN-2229 

TMLG10A-TMBG10A-2 ENNNUN-1081 

TMLGS06A TMLGS06A-TMBG06A ENNNUN-2169 

TMLGS10A TMLGS10A-TMBG10A ENNNUN-2170 

大臣認定番号変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大臣認定番号 ENNNUN-2228、ENNNUN-2229 速度監視装置確認検査方法（検査結果表（七）項） 

①ＰＵＭオンボードモードでアドレス０Ｆ－Ｃ４をセットする 

②点検運転でかごを走行し 7 セグ表示の BIT1 が点灯することを確認する 

 

 

 

大臣認定番号 ENNNUN-2169,ENNNUN-2170 速度監視装置確認検査方法（検査結果表（七）項） 

① ＰＵＭオンボードモードでアドレス０Ｆ－Ｃ１をセットする 

② 点検運転でかごを走行し 7 セグ表示の BIT11 が点灯することを確認する 

 

巻上機型式 大臣認定番号（旧）  大臣認定番号（新） 

TMLG06A ENNNUN-1038（2018/2/9 認定取消） → ENNNUN-2228 

TMLG10A ENNNUN-1039（2018/2/9 認定取消） → ENNNUN-2229 

ブレーキ概略図 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-57/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2228、2229 に適用 

 

―

―

上側

　　　　　　　　　ｍｍ

下側

　　　　　　　　　ｍｍ

制動距離

　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量

変化量

　　　　　　　　　ｍｍ

―

―

―

―

―

安全制御プログラム

―

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　　ｍｍ

（七） 速度監視装置

―

ブレーキスイッチの動作状況

ブレーキ ダブルブレーキのパッド厚の

状況

（ブレーキに主、補助の区別

はない）

作動時のアマチュア～コイル間　Ｌ

寸法を確認する

初期（0.6ｍｍ以下）

要重点点検（0.85ｍｍ以上）【*１】

要是正（0.9ｍｍ以上）

制動力の状況 かごが無積載定格速度上昇時にブ

レーキ動作時の制動距離を測定す

る

制動距離が規定値を超えていること

□45m/min     490ｍｍ以下

□60m/min     740ｍｍ以下

□90m/min    1450ｍｍ以下

□105m/min  1850ｍｍ以下

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

（今回測定値－前年測定値）が規定値を超えてい

ること

□45m/min　　　±250mm以内

□60m/min　　　±400mm以内

□90m/min　　　±750mm以内

□105m/min　　±950mm以内

（一） 巻上機

油漏れの状況 グリース排出場所への油の流出を

目視にて確認する

油漏れによる油付着があること

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

通常運転で上昇下降させてエレ

ベーターが正常に動くことを確認す

る

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

（四） 特定距離感知装置 UCMPの動作位置の状況 HMUのUCMPSをNOR側にして、点

検運転でかごを指定位置に移動さ

せ、戸開させた時の動作を確認す

る

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが

【FD】と表示しないこと（CCがオフしない）

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが

【FD】と表示すること（CCがオフする）

（三） ブレーキパッドの動

作感知装置

外観の状況 目視にて確認する 外形的な汚損、破損等の異常があること

取付の状況 触診又は目視にて確認する 取付部に緩みがあること

かご敷居上面からエプロン垂直部

下端までの長さが規定値以上であ

ることを確認する

規定値600ｍｍ未満であること

（五） 安全制御プログラムが搭載

されたプリント基板型式の状

況

安全制御プログラムは大臣認定を

受けたものと同一であることを確認

する

基板型式が（UCE1-558C*）でないこと

（＊は文字が入るが、確認は558Cまでで良い）

ドアゾーン外での動作の状

況

特定距離感知装置の検査①と同様 特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

動作速度を測定する 規定の速度7.5m/minを検出するこ

とを確認する

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯しない

こと

戸

開

走

行

保

護

装

置

油排出口への流出の状況 目視にて確認する 油の流出があること

（二）

【*1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

（六） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-58/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-1080、1081 に適用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（一） 巻上機 ―

上側

　　　　　　　　　ｍｍ

下側

　　　　　　　　　ｍｍ

制動距離

　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量

変化量

　　　　　　　　　ｍｍ

（三） ブレーキパッドの動

作感知装置 ―

―

―

安全制御プログラム

―

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　　ｍｍ

年

　　　　　　万回

　　　　　　　年

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

ブレーキ ダブルブレーキのパッド厚の

状況

（ブレーキに主、補助の区別

はない）

作動時のアマチュア～コイル間　Ｌ

寸法を確認する

初期（0.6ｍｍ以下）

要重点点検（0.85ｍｍ以上）【＊１】

要是正（0.9ｍｍ以上）

制動力の状況 かごが無積載定格速度上昇時に

ブレーキ動作時の制動距離を測定

する

制動距離が規定値を超えていること

□30m/min　　370ｍｍ以下

□45m/min     630ｍｍ以下

□60m/min     980ｍｍ以下

□90m/min    1790ｍｍ以下

□105m/min  2110ｍｍ以下

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

（今回測定値－前年測定値）が規定値を超えてい

ること

□30m/min　  ± 200mm以内

□45m/min    ± 350mm以内

□60m/min    ± 500mm以内

□90m/min    ± 900mm以内

□105m/min  ±1100mm以内

ブレーキスイッチの動作状況 通常運転で上昇下降させてエレ

ベーターが正常に動くことを確認す

る

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

（四） 特定距離感知装置 ＵＣＭＰの動作位置の状況 ＨＭＵのＵＣＭＰＳをＮＯＲ側にして、

点検運転でかごを指定位置に移動

させ、戸開させた時の動作を確認

する

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが

【ＦＤ】と表示しないこと（ＣＣがオフしない）

②レベル±45ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが【Ｆ

Ｄ】と表示すること（ＣＣがオフする）

（五） 安全制御プログラムが搭載

されたプリント基板型式の状

況

安全制御プログラムは大臣認定を

受けたものと同一であることを確認

する

基板型式が（UCE4-516L＊）でないこと

（＊は文字が入るが、確認は516Lまでで良い）

ドアゾーン外での動作の状

況

特定距離感知装置の検査①と同

様

特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

（六） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂直部

下端までの長さが規定値以上であ

ることを確認する

規定値600ｍｍ未満であること

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

（七） 寿命到達の処置 電動機動力遮断用電磁接触

器の稼動年数の確認

電磁接触器デバイスAMC1≪

AMC1≫の稼動年数を確認する

15年を超えて使用されていること

推奨交換基準10年（稼動年数）に達したら交換を計

画のこと【*2】

ブレーキ動力遮断用電磁接

触器の起動回数の確認

電磁接触器デバイスBK≪1BK≫.

デバイスHBK≪HBK≫の起動回数

（エレベーター起動回数）を確認す

る

300万回を超えて使用されていること

推奨交換基準200万回（起動回数）に達したら交換

を計画のこと【*2】【*3】

安全回路遮断用リレーの稼

動年数の確認

リレー≪CMRY1、CMRY2、SC1、

SC2≫の稼動年数を確認する

戸

開

走

行

保

護

装

置

油排出口への流出の状況 目視にて確認する 油の流出があること

（二）

15年を超えて使用されていること

推奨交換基準10年（稼動年数）に達したら交換を計

画のこと【*2】

【*1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

【*2】寿命判定の年数・起動回数の記録は、1年未満・1万回未満を切り上げて表記してください。起動回数が1万回を超えるまでは、小数第二位まで表記してください。

【*3】起動回数の確認方法は、別紙9-D-3「ブレーキ動力遮断用電磁接触器交換基準データー確認用手順」に記載。

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-59/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2169、2170 に適用 

―

―

上側

　　　　　　　　ｍｍ

下側

　　　　　　　　ｍｍ

制動距離

　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量

変化量

　　　　　　　　ｍｍ

―

―

―

―

―

安全制御プログ

ラム
―

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　ｍｍ

（七） 速度監視装置

―

動作速度を測定する 規定の速度7.5m/minを検

出することを確認する

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯しな

いこと

【*1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

≪この書類は昇降機ごとに作成し、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

（六） 取付けの状況 目視及び触診にて確認す

る

取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン

垂直部下端までの長さが規

定値以上であることを確認

する

規定値600ｍｍ未満であること

（五） 安全制御プログラムが搭載

されたプリント基板型式の状

況

安全制御プログラムは大臣

認定を受けたものと同一で

あることを確認する

基板型式が（UCMP-500）でないこと

ドアゾーン外での動作の状

況

特定距離感知装置の検査

①と同様

特定距離感知装置の検査①で実施の判定によ

る

取付が堅固でないこと

（四） 特定距離感知装

置

UCMPの動作位置の状況 HMUのUCMPSをNOR側に

して、点検運転でかごを指

定位置に移動させ、戸開さ

せた時の動作を確認する

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグ

が【FD】と表示しないこと（CCがオフしない）

②レベル±45ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが

【FD】と表示すること（CCがオフする）

（三） ブレーキパッドの

動作感知装置

ブレーキスイッチの動作状

況

通常運転で上昇下降させて

エレベーターが正常に動く

ことを確認する

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

外観の状況 目視にて確認する 外形的な汚損、破損等の異常があること

取付の状況 目視及び触診にて確認す

る

ブレーキ ダブルブレーキのパッド厚

の状況

（ブレーキに主、補助の区別

はない）

作動時のアマチュア～コイ

ル間　L　寸法を確認する

初期（0.6ｍｍ以下）

要重点点検（0.85ｍｍ以上）【*１】

要是正（0.9ｍｍ以上）

制動力の状況 かごが無積載定格速度上

昇時にブレーキ動作時の

制動距離を測定する

制動距離が規定値を超えていること

□30m/min　　370mm以下

□45m/min     630ｍｍ以下

□60m/min     980ｍｍ以下

□90m/min    1790ｍｍ以下

□105m/min  2110ｍｍ以下

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　ｍｍ

（今回測定値－前年測定値）が規定値を超えて

いること

□30m/min　  ± 200mm以内

□45m/min    ± 350mm以内

□60m/min    ± 500mm以内

□90m/min    ± 900mm以内

□105m/min  ±1100mm以内

戸

開

走

行

保

護

装

置

（一） 巻上機 ブレーキ制動面への油付着

の状況

制動面に油取り紙を挿入

し、油の付着を目視にて確

認する

制動力または保持力に影響を与えるおそれがあ

る油の付着があること

油排出口への流出の状況 目視にて確認する 油の流出があること

（二）

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-60/90 

 

１３．巻上機型式（TMLR08E、TMLR11E） 

 

巻上機型式 大臣認定型名 大臣認定番号 

TMLR08E TMLR08E-EC5415SM ENNNUN-1550 

TMLR11E TMLR11E-EC5415SM ENNNUN-1551 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

固定鉄心 

ブレーキパッド 

可動鉄心 

 

 

 

 

ブレーキディスク 

ブレーキ断面図 パッド部分拡大図 

Ｌ 
 

 

ブレーキ 
ディスク 

ブレーキパッド 

パッキングプレート 

シックネスゲージ 

 

ブレーキ(左) ブレーキ(右) ブレーキ(右) ブレーキ(左) 

モーター側 シーブ側 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-61/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-1550、1551 に適用 

 

（一） 巻上機
―

―

―

右側

　　　　／　　　ｍｍ

左側

　　　　／　　　ｍｍ

制動距離

　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量

変化量

　　　　　　　　　ｍｍ

（三） ブレーキパッドの動

作感知装置 ―

―

―

（五） 安全制御プログラム

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　ｍｍ

年

　　　　　　万回

―

―

（九） 乗場戸スイッチ ―

（十） 制御盤
―

十

一

システムの機能検査
―

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

作動の確認 （四）特定距離感知装置の検査①と

同様

（四）特定距離感知装置の検査①で実施の判定によ

る

【*1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

【*2】寿命判定の年数・起動回数の記録は、1年未満・1万回未満を切り上げて表記してください。起動回数が1万回を超えるまでは、小数第二位まで表記してください。

【*3】起動回数の確認方法は、別紙9-D-3「ブレーキ動力遮断用電磁接触器交換基準データー確認用手順」に記載。

取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

型式の確認 目視にて確認する 型式が大臣認定を受けたものと異なること

（型式がCV560型でないこと）

（八） かご戸スイッチ 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

全閉位置から10mmを超えた位置でも接点が開かな

いこと

（七） 寿命到達の処置 電動機動力遮断用電磁接

触器の稼動年数の確認

電磁接触器デバイスMC≪AMC1≫

の稼動年数を確認する

15年を超えて使用されていること

推奨交換基準10年（稼動年数）に達したら交換を計

画のこと【*2】

ブレーキ動力遮断用電磁接

触器の起動回数の確認

電磁接触器デバイス1BK≪1BK

≫、デバイス,HBK≪HBK≫の起動

回数（エレベーター起動回数）を確

認する

300万回を超えて使用されていること

推奨交換基準200万回（起動回数）に達したら交換

を計画のこと【*2】【*3】

②レベル±45ｍｍ程度で制御盤操作パネルのLCC

のLEDが点灯しないこと

安全制御プログラムが搭載

されたプリント基板型式の状

況

安全制御プログラムは大臣認定を

受けたものと同一であることを確認

する

基板型式が（UCE4-516L＊）でないこと

（＊は文字が入るが、確認は516Lまでで良い）

（六） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂直部

下端までの長さが規定値以上であ

ることを確認する

（四） 特定距離感知装置 ＵＣＭＰの動作位置の状況 制御盤のＵＣＭＰＳをＮＯＲ側にし

て、点検運転でかごを指定位置に

移動させ、戸開させた時の動作を確

認する

①レベル±120ｍｍ程度で制御盤操作パネルのLCC

のLEDが消灯しないこと

規定値725ｍｍ未満であること

ブレーキパッドの厚みを確認する。 初期（4.5ｍｍ）

要重点点検（3.5ｍｍ以下）【*1】

要是正（3.0ｍｍ以下）

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

（今回測定値－前年測定値）が規定値を超えている

こと

□45m/min　　　±350mm以内

□60m/min　　　±500mm以内

□90m/min　　　±900mm以内

□105m/min　 ±1100mm以内

ブレーキスイッチの動作状

況

通常運転で上昇下降させてエレ

ベーターが正常に動くことを確認す

る

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

制動力の状況 かごが無積載定格速度上昇時にブ

レーキ動作時の制動距離を測定す

る

制動距離が規定値を超えていること

□45m/min     630ｍｍ以下

□60m/min     980ｍｍ以下

□90m/min    1790ｍｍ以下

□105m/min  2110ｍｍ以下

戸

開

走

行

保

護

装

置

型式の確認 目視にて確認する 型式が大臣認定を受けたものと異なること

（型式がTMLR08E又はTMLR11Eでないこと）

油排出口への流出の状況

及びブレーキ制動部への油

付着の状況

触診又は目視にて確認する 油の流出があること

（二） ブレーキ 型式の確認 目視にて確認する 型式が大臣認定を受けたものと異なること

（型式がEC5415SMでないこと）

2重ブレーキのパッド厚の状

況

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-62/90 

 

１４．巻上機型式（TMH30E、TMH40C） 

 

巻上機型式 大臣認定型名 大臣認定番号 

TMH30E 
TMB30PW1S ENNNUN-1533 

TMB30PW1S-1 ENNNUN-2207 

TMH40C 

TMB40PW1S ENNNUN-1534 

TMB40PW1S-1 ENNNUN-2208 

TMB40PW1S/B-1 ENNNUN-2410 

大臣認定番号変遷 

 

 

 

 

 

 

 

ライニング ( 外側 )Ｌ ライニング ( 内側 )Ｌ

 

 

巻上機型式 大臣認定番号  大臣認定番号  

TMH30E ENNNUN-1533 → ENNNUN-2207 接触器代替品に交換時 

TMH40C 
ENNNUN-1534 → ENNNUN-2208 接触器代替品に交換時 

ENNNUN-2208 → ENNNUN-2410 ブレーキディスク材質変更時 

巻上機外形図 

ブレーキ 

ブレーキ概略図 

ディスク(ブレーキパッド付き) 

フィールドコア 

アマチュア 

ディスク(ブレーキパッド付き) 

アマチュア 

フィールドコア 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-63/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-1533、1534 に適用 

（一） 巻上機
―

―

―

内側

　　　　　　　　　ｍｍ

外側

　　　　　　　　　ｍｍ

制動距離

　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量

変化量

　　　　　　　　　ｍｍ

―

　　　　　　万回

―

―

（五） 安全制御プログラム

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　　ｍｍ

年

　　　　　　万回

（八） かご戸スイッチ ―

（九） 乗場戸スイッチ ―

（十） 制御盤
―

十

一

システムの機能検査
―

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

制動力の状況 かごが無積載定格速度上昇時にブ

レーキ動作時の制動距離を測定する

制動距離が規定値を超えていること

TMH30E

　□45m/min     345ｍｍ以下

　□60m/min     550ｍｍ以下

　□90m/min    1170ｍｍ以下

　□105m/min  1500ｍｍ以下

ＴＭＨ40C

　□45m/min     420ｍｍ以下

　□60m/min     650ｍｍ以下

　□90m/min    1170ｍｍ以下

　□105m/min  1500ｍｍ以下

戸

開

走

行

保

護

装

置

型式の確認 目視にて確認する 型式が大臣認定を受けたものと異なること

（型式がTMH30E又はTMH40Cでないこと）

油排出口への流出の状況及

びブレーキ制動部への油付

着の状況

触診又は目視にて確認する 油の流出があること

（二） ブレーキ 型式の確認 目視にて確認する 型式が大臣認定を受けたものと異なること

（型式がTMB30PW1S又はTMB40PW1Sでないこと）

ダブルブレーキのパッド厚の

状況

（ブレーキに主、補助の区別

はない）

作動時のライニング　Ｌ寸法を確認す

る

□TMH30E

初期（14ｍｍ）

要重点点検（12.5ｍｍ以下）【＊１】

要是正（12ｍｍ以下）

□TMH40C

初期（15ｍｍ）

要重点点検（13.5ｍｍ以下）【＊１】

要是正（13ｍｍ以下）

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

（今回測定値－前年測定値）が規定値を超えてい

ること

□45m/min　　　±250mm以内

□60m/min　　　±400mm以内

□90m/min　　　±750mm以内

□105m/min　　±950mm以内

（三） ブレーキパッドの動

作感知装置

ブレーキスイッチの動作状況 通常運転で上昇下降させてエレベー

ターが正常に動くことを確認する

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

劣化の状況 ブレーキスイッチの起動回数

（エレベーターの起動回数を確認する）

500万回を超えて使用されていること

【*2】【*3】

（四） 特定距離感知装置 ＵＣＭＰの動作位置の状況 制御盤のＵＣＭＰＳをＮＯＲ側にして、点

検運転でかごを指定位置に移動させ、

戸開させた時の動作を確認する

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時ESU-250U2基板

の７セグが【1】と表示しないこと（ＣＣがオフしない）

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時ESU-250U2基板

の７セグが【0】表示でないこと（ＣＣがオフする）

安全制御プログラムが搭載さ

れたプリント基板型式の状況

安全制御プログラムは大臣認定を受

けたものと同一であることを確認する

基板型式が（ESU-250U2）でないこと

（六） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂直部下

端までの長さが規定値以上であること

を確認する

規定値725ｍｍ未満であること

（七） 寿命到達の処置

劣化の状況

電動機動力遮断用電磁接触

器の稼動年数の確認

電磁接触器デバイスAMC≪AMC1≫

の稼動年数を確認する

15年を超えて使用されていること【*2】

ブレーキ動力遮断用電磁接

触器の起動回数の確認

電磁接触器デバイス1BK≪1BK≫、デ

バイス2BK≪2BK≫、デバイス1BKX≪

1BKX≫の起動回数（エレベーター起

動回数）を確認する

300万回を超えて使用されていること【*2】【*3】

取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

型式の確認 目視にて確認する 型式が大臣認定を受けたものと異なること

（型式がCV260RDでないこと）

作動の確認 （四）特定距離感知装置の検査①と同

様

（四）特定距離感知装置の検査①で実施の判定に

よる

【*1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。
【*2】寿命判定の年数・起動回数の記録は、1年未満・1万回未満を切り上げて表記してください。起動回数が1万回を超えるまでは、小数第二位まで表記してください。

【*3】起動回数の確認方法は、別紙9-D-3「ブレーキ動力遮断用電磁接触器交換基準データー確認用手順」に記載。

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。
 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-64/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2207、2208、2410 に適用 

（一） 巻上機
―

―

―

内側

　　　　　　　　　ｍｍ

外側

　　　　　　　　　ｍｍ

制動距離

　　　　　　　　　ｍｍ

年次変化量

変化量

　　　　　　　　　ｍｍ

―

　　　　　　万回

―

―

年

（五） 安全制御プログラム

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　　ｍｍ

年

　　　　　　万回

（八） かご戸スイッチ ―

（九） 乗場戸スイッチ ―

（十） 制御盤
―

十

一

システムの機能検査
―

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

制動力の状況 かごが無積載定格速度上昇時にブ

レーキ動作時の制動距離を測定する

制動距離が規定値を超えていること

TMH30E

　□45m/min     345ｍｍ以下

　□60m/min     550ｍｍ以下

　□90m/min    1170ｍｍ以下

　□105m/min  1500ｍｍ以下

ＴＭＨ40C

　□45m/min     420ｍｍ以下

　□60m/min     650ｍｍ以下

　□90m/min    1170ｍｍ以下

　□105m/min  1500ｍｍ以下

戸

開

走

行

保

護

装

置

型式の確認 目視にて確認する 型式が大臣認定を受けたものと異なること

（型式がTMH30E又はTMH40Cでないこと）

油排出口への流出の状況及

びブレーキ制動部への油付

着の状況

触診又は目視にて確認する 油の流出があること

（二） ブレーキ 型式の確認 目視にて確認する 型式が大臣認定を受けたものと異なること

（型式がTMB30PW1S又はTMB40PW1Sでないこと）

ダブルブレーキのパッド厚の

状況

（ブレーキに主、補助の区別

はない）

作動時のライニング　Ｌ寸法を確認す

る

□TMH30E

初期（14ｍｍ）

要重点点検（12.5ｍｍ以下）【＊１】

要是正（12ｍｍ以下）

□TMH40C

初期（15ｍｍ）

要重点点検（13.5ｍｍ以下）【＊１】

要是正（13ｍｍ以下）

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

（今回測定値－前年測定値）が規定値を超えてい

ること

□45m/min　　　±250mm以内

□60m/min　　　±400mm以内

□90m/min　　　±750mm以内

□105m/min　　±950mm以内

（三） ブレーキパッドの動

作感知装置

ブレーキスイッチの動作状況 通常運転で上昇下降させてエレベー

ターが正常に動くことを確認する

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

劣化の状況 ブレーキスイッチの起動回数

（エレベーターの起動回数を確認する）

500万回を超えて使用されていること

【*2】【*3】

（四） 特定距離感知装置 ＵＣＭＰの動作位置の状況 制御盤のＵＣＭＰＳをＮＯＲ側にして、点

検運転でかごを指定位置に移動させ、

戸開させた時の動作を確認する

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時ESU-250U2基板

の７セグが【1】と表示しないこと（ＣＣがオフしない）

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時ESU-250U2基板

の７セグが【0】表示でないこと（ＣＣがオフする）

劣化の状況 設置時からの稼働年数を確認する 設置後15年を超えて使用されていること

安全制御プログラムが搭載さ

れたプリント基板型式の状況

安全制御プログラムは大臣認定を受

けたものと同一であることを確認する

基板型式が（ESU-250U2）でないこと

（六） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂直部下

端までの長さが規定値以上であること

を確認する

規定値725ｍｍ未満であること

（七） 寿命到達の処置

劣化の状況

電動機動力遮断用電磁接触

器の稼動年数の確認

電磁接触器デバイスAMC≪AMC1≫

の稼動年数を確認する

15年を超えて使用されていること【*2】

ブレーキ動力遮断用電磁接

触器の起動回数の確認

電磁接触器デバイス1BK≪1BK≫、デ

バイス1BKX≪1BKX≫の起動回数（エ

レベーター起動回数）を確認する

300万回を超えて使用されていること【*2】【*3】

取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

型式の確認 目視にて確認する 型式が大臣認定を受けたものと異なること

（型式がCV260RDでないこと）

作動の確認 （四）特定距離感知装置の検査①と同

様

（四）特定距離感知装置の検査①で実施の判定に

よる

【*1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。
【*2】寿命判定の年数・起動回数の記録は、1年未満・1万回未満を切り上げて表記してください。起動回数が1万回を超えるまでは、小数第二位まで表記してください。

【*3】起動回数の確認方法は、別紙9-D-3「ブレーキ動力遮断用電磁接触器交換基準データー確認用手順」に記載。

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-65/90 

 

１５．油圧式エレベーター制御盤型式（CH92） 

 

待機型逆止弁型式 大臣認定型名 大臣認定番号 

EL1-50 T50-M ENNNUN-1331 

EL1-65 T65-M ENNNUN-1332 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テスト用コネクター 

 

 

マニュアル出力 
時間セットダイヤルつまみ 

（右回し専用） 

補助バルブ 

待機型電磁式逆止弁 

主バルブ 

主たる逆止弁 

24 時間タイマー 正面図 バルブ写真 

 

正面側ドア用テスト用コネクターCNB20 背面側ドア用テスト用コネクターCNSIG1 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-66/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-1331、1332 に適用１/２ 

―

―

―

年次変化量
変化量

　　　　　　　　　ｍｍ

年

（三） 油圧配管 ―

年

―

―

年

―

長さ

　　　　　　　　ｍｍ

（四）

戸

開

走

行

保

護

装

置

油漏れ検知装置

（一） 主たる逆止弁 油漏れの状況 触診又は目視にて確認する 油漏れがあること

制動力の状況 通常運転で上昇下降させてエレベー

ターが正常に停止することを確認する

エレベーターが停止せず下降する

規定値600ｍｍ未満であること

②レベル±100ｍｍ程度で、リレー≪LSX≫が

ONしていること（リレーのLEDランプが点灯して

いる）

劣化の状況 ＬＳＸスイッチの経年を確認する 10年を超えて使用されていること交換目安の9年

（稼働年数）に達したら交換計画のこと【※１】

（六） エプロン 取付けの状況 触診又は目視にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認

（五） 特定距離感知装置 ＵＣＭＰの動作位置の状況 点検運転でかごを指定位置に移動さ

せた時の動作を確認する

①レベル±50ｍｍ程度でリレー≪LSX≫がONし

ないこと（リレーのLEDランプが消灯している）

かご敷居上面からエプロン垂直部下

端までの長さが規定値以上であること

を確認する

―手動下降弁を開き７５ｍｍ以上かごを

下降させた時に異常検出することを確

認する

（30秒以内に確認すること）

劣化の状況 １４ＬRスイッチの経年を確認する 10年を超えて使用されていること交換目安の9年

（稼働年数）に達したら交換計画のこと【※１】

油漏れの状況 触診又は目視にて確認する 油漏れがあること

油漏れ検知の動作状況 かごが最下階（PAK階）時に24時間タ

イマーのマニュアル出力スイッチでタ

イマーをオンにする。

リレー≪ELTH≫の表示が赤色にならないこと

（CCがオフしない）

10年を超えて使用されていること交換目安の9年

（稼働年数）に達したら交換計画のこと【※１】

移動距離

　　　　　　　　　ｍｍ
通常運転でDN（FDスイッチNOR側）さ

せて停止した時のフロアレベルからの

移動距離が規定値に入っているか確

認する

（停止後はFDスイッチはCUT側にし

て、確認後補助盤LCLRスイッチでリ

セットする）

（判定式）

　　出入口高さ－移動距離≧1000mm

　　移動距離－エプロン長さ≦110mm

　ならば、「指摘なし」と判定する

前年（前回）測定値

移動距離

　　　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

（今回測定値－前年測定値）が前年測定値の

50%を超えていること

（二）

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

待機型

電磁式逆止弁

（補助逆止弁）

油漏れの状況 触診又は目視にて確認する 油漏れがあること

制動力の状況 無積載かごを最下階以外の階に停止

させ、そこが正面側ドアであればCNU

基板のCNB20（背面側ドアならば補助

盤のCNSIG1）にテスト用コネクター線

を外線との間に差し込み開門発車条

件（補助盤内リレー≪DCRY又は

BDCR≫がオフ）にする

フロアレベルからの移動距離より求めた挟まれ

防止クリアランス、転落防止クリアランスが規定

値を超えていること

挟まれ防止クリアランス　1000mm以上

転落防止クリアランス　　110mm以下

劣化の状況 逆止弁、電磁コイルの経年を確認す

る

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-67/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-1331、1332 に適用２/２ 

 

―

―

年

―

劣化の状況 年

（九）

ポンプモーター用

接触器

劣化の状況 年

（十）

待機型電磁式逆止弁

の電磁コイルを消磁す

る電磁接触器

劣化の状況 年

十

一

エレベーター停止出力

継電器

劣化の状況 年

十

二

戸開閉継電器 劣化の状況 年

十

三

特定距離感知継電器 劣化の状況 年

十

四

安全回路遮断継電器 劣化の状況 年

十

五

エレベーター停止出力

継電器継続継電器

劣化の状況 年

十

六

補助制御盤電源 劣化の状況 年

戸

開

走

行

保

護

装

置

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

（七） かこ戸スイッチ 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

全閉位置から１０ｍｍを超えた位置でも接点が

開かないこと

劣化の状況 GLSスイッチの経年を確認する 8年を超えて使用されていること交換目安の7年

（稼働年数）に達したら交換計画のこと【※１】

（八） 乗場戸スイッチ 取付の状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

インターロックスイッチ（２□LS）の経

年を確認する

15年を超えて使用されていること交換目安の14

年（稼働年数）に達したら交換計画のこと【※１】

接触器デバイス≪EU1、EU2、WEU1、

WEU2≫の経年を確認する。

電動機　37ｋW以下

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年（稼働年数）に達したら交換計画

のこと【※１】

電動機　45ｋW以下

8年を超えて使用されていること

交換目安の7年（稼働年数）に達したら交換計画

のこと【※１】

接触器デバイス≪LKVC1、LKVC2、

WLKVC1、WLKVC2≫の経年を確認す

る。

10年を超えて使用されていること交換目安の9年

（稼働年数）に達したら交換計画のこと【※１】

継電器デバイス≪CMRY1、CMRY2≫

の経年を確認する。

15年を超えて使用されていること交換目安の14

年（稼働年数）に達したら交換計画のこと【※１】

継電器デバイス≪DCRY1、DCRY2≫

の経年を確認する。

15年を超えて使用されていること交換目安の14

年（稼働年数）に達したら交換計画のこと【※１】

接触器デバイス≪LSX1R、LSX2R≫

の経年を確認する。

15年を超えて使用されていること交換目安の14

年（稼働年数）に達したら交換計画のこと【※１】

継電器デバイス≪UCC≫の経年を確

認する。

15年を超えて使用されていること交換目安の14

年（稼働年数）に達したら交換計画のこと【※１】

【※１】寿命判定の年数の記録は、1年未満を切り上げて表記してください。

　　　　≪昇降機ごおに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください≫

継電器デバイス≪USC1、USC2≫の

経年を確認する。

15年を超えて使用されていること交換目安の14

年（稼働年数）に達したら交換計画のこと【※１】

AVR(DC24V出力)の経年を確認する。
10年を超えて使用されていること交換目安の9年

（稼働年数）に達したら交換計画のこと【※１】

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-68/90 

 

１６．巻上機型式（TMLG14B、TMLG20B、TMLG20C） 

 

巻上機型式 大臣認定型名 大臣認定番号 
機械室なし 機械室あり 

非常用 非常用以外 非常用 非常用以外 

TMLG14B 

TMBG14B2# ENNNUN-1530 ――― ○ ○ ○ 

TMBG14B2-2 ENNNUN-2163 ○ ――― ――― ――― 

TMBG14B-4 ENNNUN-2815 ○ ○ ○ ○ 

TMLG20B 

TMBG20B2# ENNNUN-1531 ――― ○ ――― ――― 

TMBG20B2-2 ENNNUN-1986 ○ ――― ――― ――― 

TMBG20B-4 ENNNUN-2816 ○ ○ ――― ――― 

TMLG20C 
TMBG20C1# ENNNUN-1532 ――― ――― ○ ○ 

TMBG20C-3 ENNNUN-2817 ――― ――― ○ ○ 

○印は該当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大臣認定番号 ENNNUN-1530～1532,1986,2163,2815～2817 速度監視装置確認検査方法（検査結果表（七）項） 

① ＰＵＭオンボードモードでアドレス０Ｆ－Ｃ１をセットする 

② 点検運転でかごを走行し 7 セグ表示の BIT11 が点灯することを確認する 

 

コイルケース ア－マチュア 

Ｌ Ｌ 
ブレーキ概略図 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-69/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-1530,1531,1532,1986,2163 に適用 

―

―

モーター側
　　　　　　　　　mm

反モーター側

　　　　　　　　　mm

制動距離

　　　　　　　　　mm

年次変化量

変化量

　　　　　　　　　mm

（三） ブレーキパッドの
動作感知装置 ―

―

―

安全制御プログラ
ム ―

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　　mm

（七） 速度監視装置
―

油の流出があること

（二）

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・
確認記録

ブレーキ ダブルブレーキのパッド厚
の状況

（ブレーキに主、補助の区
別はない）

作動時のアマチュア～コイル
間　L　寸法を確認する

初期（0.66mm未満）
要重点点検（0.7mm以上）【*１】

要是正（0.72mm以上）

制動力の状況 かごが無積載時、定格速度上
昇時にブレーキ動作時の制動

距離を測定する

制動距離が規定値を超えていること
□ 45m/min　    　  630mm以下

□ 60m/min　    　  980mm以下

□ 90m/min　   　 1790mm以下

□105m/min　  　 2110mm以下

□120m/min　  　 2380mm以下

□150m/min　   　3380mm以下

□180m/min　   　4560mm以下

前年測定値
制動距離

　　　　　　　　　　　　　　mm

（今回測定値－前年測定値）が規定値を超え

ていること
□45m/min　　　±350mm以内

□60m/min　　　±500mm以内

□90m/min　　　±900mm以内

□105m/min　　±1100mm以内

□120m/min　　±1200mm以内

□150m/min　　±1700mm以内

□180m/min　　±2300mm以内

ブレーキスイッチの動作状
況

通常運転で上昇下降させてエ
レベーターが正常に動くことを

確認する

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

（四） 特定距離感知装

置

UCMPの動作位置の状況 制御盤又はHMUのUCMPSを

NOR側にして、点検運転でかご
を指定位置に移動させ、戸開さ

せた時の動作を確認する

①レベル±120mm程度で戸開時に制御盤の

I/O-500基板または、HMUの7セグが【FD】と表
示しないこと（CCがオフしないこと）

②レベル±45ｍｍ程度で戸開時に制御盤の

I/O-500基板または、HMUの7セグが【FD】と表
示すること（CCがオフすること）

（五） 安全制御プログラムが搭載
されたプリント基板型式の

状況

安全制御プログラムは大臣認
定を受けたものと同一であるこ

とを確認する

基板型式が（UCMP-500）でないこと

ドアゾーン外での動作の状
況

特定距離感知装置の検査①と
同様

特定距離感知装置の検査①で実施の判定に
よる

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の

　　　　右側欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

（六） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと
過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂

直部下端までの長さが規定値
以上であることを確認する

規定値600mm未満であること

戸
開

走
行

保
護

装
置

（一） 巻上機 ブレーキ制動面への油付
着の状況

制動面に油取り紙を挿入し、油
の付着を目視にて確認する

制動力または保持力に影響を与えるおそれが
ある油の付着があること

油排出場所への流出の状
況

油排出場所への流出を目視で
確認する

動作速度を測定する 規定の速度7.5m/minを検出す

ることを確認する

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯し

ないこと

【*1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

≪昇降機ごとに検査事項等を記載した書面に判定結果を記入して、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

 

 

 

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-70/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2815 に適用 

―

―

今回測定値 （モーター側）

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ
（モーター側）

　　　　　　       Ｎ・ｍ

今回測定値 （反モーター側）

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ
（反モーター側）

　　　　　　       Ｎ・ｍ

今回測定値＋

変化量

　

今回測定値 （モーター側）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秒

（モーター側）

　　　　　　　　　　秒

今回測定値 （反モーター側）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秒

（反モーター側）

　　　　　　　　　　秒

（三） ブレーキパッド
の動作感知装

置
―

―

―

―

―

―

―

長さ

　　　　　　　　mm

（七） 速度監視装置
―

動作速度を測定す
る

規定の速度7.5m/minを
検出することを確認する

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯しないこと

追記：前年測定値の制動トルクが判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている値からの変化量で判定してください。初期値や前回測

定の制動トルクが判らない場合は「要是正」と判定して下さい。前年測定値のブレーキの釈放指令からブレーキスイッチの動作時間が判らない場合は、初期値また

は使用開始から今回検査の間に確認されている値からの変化量を加えた値で判定してください。初期値や前回測定のブレーキの釈放指令からブレーキスイッチの

動作時間が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

≪この書類は昇降機ごとに作成し、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

正常に動作しないこと

（六） エプロン 取付けの状況 目視及び触診にて確認
する

取付けが堅固でないこと
過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロ

ン垂直部下端までの長さ
が規定値以上であること

を確認する

規定値600mm未満であること

（五） 安全制御プログ

ラム

安全制御プログラ

ムが搭載されたプリ
ント基板型式の状

況

安全制御プログラムは大

臣認定を受けたものと同
一であることを確認する

基板型式が（UCMP-500）でないこと

ドアゾーン外での動

作の状況

特定距離感知装置の検

査①と同様

特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

ＲＡＭの健全性 安全制御プログラムが同載

されたプリント基板の電源

を遮断、再投入する

ブレーキスイッチの
動作状況

通常運転で上昇下降さ
せてエレベーターが正常

に動くことを確認する

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

（四） 特定距離感知
装置

UCMPの動作位置
の状況

制御盤又はHMUの
UCMPSをNOR側にして、

点検運転でかごを指定
位置に移動させ、戸開さ
せた時の動作を確認する

①レベル±120mm程度で戸開時に制御盤のI/O-500又
はHMUの7セグが【FD】と表示しないこと又はCCがオフし

ないこと

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時に制御盤のI/O-500又は

HMUの7セグが【FD】と表示すること又はCCがオフするこ
と

前年測定値（モーター側）

　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ

前年測定値（反モーター

側）

　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍブレーキスイッチの状

況

ブレーキの釈放指令からブ

レーキスイッチの動作時間

を測定する

測定値に過去1年間の変化量を加えたものが0.25秒を超過す

ること

前年測定値(モーター側)

　　　　　 　　　 　　　　　　秒

前年測定値(反モーター側)

　　　　　 　　　 　　　　　　秒

ブレーキ 制動力の状況 制動トルク及びその変化量

を確認する

今回測定値に前回の測定値に対する比率を乗じたものが、下

記記載の定格積載量毎の制動トルク最小値未満であること。

□  600kg 以上  1000kg 以下・・391N･m以上、2000N･m以下

□1000kg を超え1050kg 以下・・411N･m以上、2000N･m以下

□1050kg を超え1100kg 以下・・430N･m以上、2000N･m以下

□1100kg を超え1150kg 以下・・450N･m以上、2000N･m以下

□1150kg を超え1200kg 以下・・469N･m以上、2000N･m以下

□1200kg を超え1250kg 以下・・489N･m以上、2000N･m以下

□1250kg を超え1300kg 以下・・508N･m以上、2000N･m以下

□1300kg を超え1350kg 以下・・528N･m以上、2000N･m以下

今回測定値×

(今回測定値/前回

測定値)

戸

開
走

行
保
護

装
置

（一） 巻上機 ブレーキ制動面へ

の油付着の状況

制動面に油取り紙を挿入

し、油の付着を目視にて
確認する

制動力または保持力に影響を与えるおそれがある油の

付着があること

油排出場所への流

出の状況

油排出場所への流出を

目視で確認する

油の流出があること

（二）

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・
確認記録

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-71/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2816 に適用 

―

―

今回測定値 （モーター側）

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ
（モーター側）

　　　　　　       Ｎ・ｍ

今回測定値 （反モーター側）

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ
（反モーター側）

　　　　　　       Ｎ・ｍ

今回測定値＋

変化量

　

今回測定値 （モーター側）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秒

（モーター側）

　　　　　　　　　　秒

今回測定値 （反モーター側）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秒

（反モーター側）

　　　　　　　　　　秒

（三） ブレーキパッド

の動作感知装

置
―

―

―

―

―

―

―

長さ

　　　　　　　　mm

（七） 速度監視装置
―

動作速度を測定す

る

規定の速度7.5m/minを

検出することを確認する

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯しないこと

≪この書類は昇降機ごとに作成し、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動トルクが判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている値からの変化量で判定してください。初期値や前回測

定の制動トルクが判らない場合は「要是正」と判定して下さい。前年測定値のブレーキの釈放指令からブレーキスイッチの動作時間が判らない場合は、初期値また

は使用開始から今回検査の間に確認されている値からの変化量を加えた値で判定してください。初期値や前回測定のブレーキの釈放指令からブレーキスイッチの

動作時間が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

正常に動作しないこと

（六） エプロン 取付けの状況 目視及び触診にて確認

する

取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロ

ン垂直部下端までの長さ

が規定値以上であること

を確認する

規定値600mm未満であること

（五） 安全制御プログ

ラム

安全制御プログラ

ムが搭載されたプリ

ント基板型式の状

況

安全制御プログラムは大

臣認定を受けたものと同

一であることを確認する

基板型式が（UCMP-500）でないこと

ドアゾーン外での動

作の状況

特定距離感知装置の検

査①と同様

特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

ＲＡＭの健全性 安全制御プログラムが同載

されたプリント基板の電源

を遮断、再投入する

ブレーキスイッチの

動作状況

通常運転で上昇下降さ

せてエレベーターが正常

に動くことを確認する

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

（四） 特定距離感知

装置

UCMPの動作位置

の状況

制御盤又はHMUの

UCMPSをNOR側にして、

点検運転でかごを指定

位置に移動させ、戸開さ

せた時の動作を確認する

①レベル±120mm程度で戸開時に制御盤のI/O-500又

はHMUの7セグが【FD】と表示しないこと又はCCがオフし

ないこと

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時に制御盤のI/O-500又は

HMUの7セグが【FD】と表示すること又はCCがオフするこ

と

前年測定値（モーター側）

　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ

前年測定値（反モーター

側）

　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍブレーキスイッチの状

況

ブレーキの釈放指令からブ

レーキスイッチの動作時間

を測定する

測定値に過去1年間の変化量を加えたものが0.25秒を超過す

ること

前年測定値(モーター側)

　　　　　 　　　 　　　　　　秒

前年測定値(反モーター側)

　　　　　 　　　 　　　　　　秒

ブレーキ 制動力の状況 制動トルク及びその変化量

を確認する

今回測定値に前回の測定値に対する比率を乗じたものが、下

記記載の定格積載量毎の制動トルク最小値未満であること。

□  600kg 以上  1350kg 以下・・528N･m以上、2800N･m以下

□1350kg を超え1500kg 以下・・586N･m以上、2800N･m以下

□1500kg を超え1600kg 以下・・625N･m以上、2800N･m以下

□1600kg を超え1700kg 以下・・664N･m以上、2800N･m以下

□1700kg を超え1800kg 以下・・703N･m以上、2800N･m以下

□1800kg を超え1900kg 以下・・742N･m以上、2800N･m以下

□1900kg を超え2000kg 以下・・782N･m以上、2800N･m以下

今回測定値×

(今回測定値/前回

測定値)

戸

開

走

行

保

護

装

置

（一） 巻上機 ブレーキ制動面へ

の油付着の状況

制動面に油取り紙を挿入

し、油の付着を目視にて

確認する

制動力または保持力に影響を与えるおそれがある油の

付着があること

油排出場所への流

出の状況

油排出場所への流出を

目視で確認する

油の流出があること

（二）

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-72/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2817 に適用 

―

―

今回測定値 （モーター側）

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ
（モーター側）

　　　　　　       Ｎ・ｍ

今回測定値 （反モーター側）

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ
（反モーター側）

　　　　　　       Ｎ・ｍ

今回測定値＋

変化量

　

今回測定値 （モーター側）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秒

（モーター側）

　　　　　　　　　　秒

今回測定値 （反モーター側）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秒

（反モーター側）

　　　　　　　　　　秒

（三） ブレーキパッド
の動作感知装

置
―

―

―

―

―

―

―

長さ

　　　　　　　　mm

（七） 速度監視装置
―

動作速度を測定す
る

規定の速度7.5m/minを
検出することを確認する

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯しないこと

≪この書類は昇降機ごとに作成し、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動トルクが判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている値からの変化量で判定してください。初期値や前回測

定の制動トルクが判らない場合は「要是正」と判定して下さい。前年測定値のブレーキの釈放指令からブレーキスイッチの動作時間が判らない場合は、初期値また

は使用開始から今回検査の間に確認されている値からの変化量を加えた値で判定してください。初期値や前回測定のブレーキの釈放指令からブレーキスイッチの

動作時間が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

正常に動作しないこと

（六） エプロン 取付けの状況 目視及び触診にて確認
する

取付けが堅固でないこと
過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロ

ン垂直部下端までの長さ
が規定値以上であること

を確認する

規定値600mm未満であること

（五） 安全制御プログ

ラム

安全制御プログラ

ムが搭載されたプリ
ント基板型式の状

況

安全制御プログラムは大

臣認定を受けたものと同
一であることを確認する

基板型式が（UCMP-500）でないこと

ドアゾーン外での動

作の状況

特定距離感知装置の検

査①と同様

特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

ＲＡＭの健全性 安全制御プログラムが同載

されたプリント基板の電源

を遮断、再投入する

ブレーキスイッチの
動作状況

通常運転で上昇下降さ
せてエレベーターが正常

に動くことを確認する

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

（四） 特定距離感知
装置

UCMPの動作位置
の状況

制御盤又はHMUの
UCMPSをNOR側にして、

点検運転でかごを指定
位置に移動させ、戸開さ
せた時の動作を確認する

①レベル±120mm程度で戸開時に制御盤のI/O-500又
はHMUの7セグが【FD】と表示しないこと又はCCがオフし

ないこと

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時に制御盤のI/O-500又は

HMUの7セグが【FD】と表示すること又はCCがオフするこ
と

前年測定値（モーター側）

　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ

前年測定値（反モーター

側）

　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍブレーキスイッチの状

況

ブレーキの釈放指令からブ

レーキスイッチの動作時間

を測定する

測定値に過去1年間の変化量を加えたものが0.25秒を超過す

ること

前年測定値(モーター側)

　　　　　 　　　 　　　　　　秒

前年測定値(反モーター側)

　　　　　 　　　 　　　　　　秒

ブレーキ 制動力の状況 制動トルク及びその変化量

を確認する

今回測定値に前回の測定値に対する比率を乗じたものが、下

記記載の定格積載量毎の制動トルク最小値未満であること。

□  600kg 以上  1350kg 以下・・659N･m以上、3200N･m以下

□1350kg を超え1500kg 以下・・732N･m以上、3200N･m以下

□1500kg を超え1600kg 以下・・781N･m以上、3200N･m以下

□1600kg を超え1700kg 以下・・829N･m以上、3200N･m以下

□1700kg を超え1800kg 以下・・878N･m以上、3200N･m以下

□1800kg を超え1900kg 以下・・927N･m以上、3200N･m以下

□1900kg を超え2000kg 以下・・976N･m以上、3200N･m以下

今回測定値×

(今回測定値/前回

測定値)

戸

開
走

行
保
護

装
置

（一） 巻上機 ブレーキ制動面へ

の油付着の状況

制動面に油取り紙を挿入

し、油の付着を目視にて
確認する

制動力または保持力に影響を与えるおそれがある油の

付着があること

油排出場所への流

出の状況

油排出場所への流出を

目視で確認する

油の流出があること

（二）

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・
確認記録

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-73/90 

 

１７．巻上機型式（WIN5000-A、WIN3000-A） 

 

巻上機型式 大臣認定型名 大臣認定番号 

WIN5000 WIN5000-A ENNNUN-2391 

WIN3000 WIN3000-A ENNNUN-2392 

ブレーキ概略図 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-74/90 

 

巻上機油流出状況 

 

ベアリングには、図Ａのようにグリスが充填されている。 

グリスがオイルシールから外部へ漏れた場合でも、流出したグリスがブレーキドラムの制動面に付着しない構

造となっている。（図Ｂ参照） 

外部へ流出したグリスはウエス等できれいに拭き取ること。 

また、著しいグリス漏れやベアリングから異音が発生している場合は、詳細調査を行い対処すること。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-75/90 

 

 

ブレーキトルク調整 

ブレーキスプリングの 

ダブルナットとロックナットにゆるみがないか、チェックマークのずれを目視で確認する。 

  
 

ブレーキパッド厚さの状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-76/90 

 

ブレーキパッドの動作感知装置（BRS1、BRS2） 

         
特定距離感知装置（DZ1、DZ2） 

 

 
 

 

 

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-77/90 

 

制御盤内操作盤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-78/90 

 

検査方法１・・・「ブレーキパッドの動作感知装置作動の状況」 

① 制御盤にて点検運転し、ブレーキスイッチの作動状況を論理判定用ＰＬＣの入力ＬＥＤ 

で確認する。 

［ＫＶ－Ｎ２４ＡＴ型の場合（ＵＣＭＰ型名：WIN3000-A、WIN5000-A）］ 

 
 

検査方法２・・・「特定距離感知装置健全性の監視の状況」 

①かご内に１名運転者を配置し、最下階から１階床以上ＵＰさせる。 

② 制御盤点検運転（ＭＤＳ３スイッチを点検側）でかごをレベルから約１００ｍｍの位置に 

停止させ、ＤＺ１ＲリレーとＤＺ２ＲリレーのオフおよびＤＺＭＲリレーのオンを確認する。 

③ ＤＺ１ＲリレーもしくはＤＺ２Ｒリレーのどちらか一方をソケットから抜き取る。 

④ 戸開ボタンを押して戸開させる。 

⑤ 戸開させたままノーマル運転に切り換え、「Ｅ０４：ＤＺＲ不一致エラー」が出ることを 

確認する。（警報ブザーの鳴動、故障灯の点灯を確認する） 

⑥ ピット安全スイッチをカットする。 

⑦ 点検運転に切り換える。 

⑧ 制御盤のＵＣＭＰリセットボタンを２秒以上長押しし、エラーを解除する。 

 

検査方法３・・・「かご戸スイッチスイッチの全閉位置からの距離」 

① スイッチの接点が閉じる位置からドア全閉位置までの距離を測定する。 

② 規定値以内であることを確認する。 

 

検査方法４・・・戸開走行の模擬試験方法（WINシリーズ） 

実際にかごを戸開走行させての試験は危険を伴うため、戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）が作動すべき条件 

を模擬し確認する。戸開走行と判断する条件はドアが開いている状態で、かごが特定距離（着床レベル 

±70mm）を超えて移動したときである。 

１.検査治具 

① ＵＣＭＰ試験用スイッチ（２極スイッチで同等に製作したものでもよい） 

② ＵＣＭＰ試験用スイッチ遠隔コード（同等に製作したものでもよい） 

２.検査方法 

① かご内に１名運転者を配置し、最下階から１階床以上ＵＰさせる。 

② ホールメンテナンスユニットを点検運転ＭＤＳ４スイッチを点検側）に切り換え、ピットに入る。 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-79/90 

 

③ 制御盤点検運転ＭＤＳ３スイッチを点検側）でかごをレベルから約１００ｍｍの位置に停止させ、 

ＤＺ１ＲリレーとＤＺ２ＲリレーのオフおよびＤＺＭＲリレーのオンを確認する。 

④ インバータ盤の主電源ブレーカ（ＮＦＢ１とＵＰＳ出力ブレーカ（ＮＦＢ９）をカットする。 

⑤ ＵＣＭＰ試験用スイッチ遠隔コードをホールより制御盤へ配線する。 

（ドアと三方枠の隙間等を通線する） 

⑥ ＵＣＭＰ試験用スイッチと制御盤を下図の通りに接続し、スイッチはオフにしておく。 

           

⑦ インバータ盤の主電源ブレーカ（ＮＦＢ１）を投入する。 

⑧ ＵＣＭＰ試験用スイッチをオンし、ＤＺ１ＲとＤＺ２Ｒがオンすることを確認する。 

⑨ 制御盤をノーマル運転（ＭＤＳ３スイッチを平常側）に切り換え、ホールに出てホールドアを閉める。 

⑩ 戸開ボタンを押してドアを開き、ホールメンテナンスユニットをノーマル運転（ＭＤＳ４スイッチ 

を平常側）に切り換える。 

⑪ ＵＣＭＰ試験用スイッチをオフ（かごが特定距離を超えて移動した状態を擬似的につくる）し、 

ホールメンテナンスユニットに戸開走行検出エラーが表示することを確認する。 

（警報ブザーの鳴動、故障灯の点灯も確認する） 

⑫ ホールドアを開いてピット安全スイッチをカットし、ピットに入る。 

⑬ ピット安全スイッチを一時的にオンさせ、インバータ盤内のＡＭＣ１、ＡＭＣ２コンタクタ（電動 

機電源用）と制御盤内のＡＭＣ３コンタクタ（ブレーキコイル電源用）がオフしていることを 

確認し、ピット安全スイッチをカットする。 

⑭ 点検運転に切り換える。 

⑮ 制御盤のＵＣＭＰリセットボタンを２秒以上長押しし、エラーを解除する。 

 

［制止距離の確認方法］ 

① かご内をノーロードにする。 

② かご上に乗り込み、点検運転でかごとホールのレベルを大体合わせる。 

③ 点検ＵＰを行い、特定距離感知装置（ＤＺ１、ＤＺ２がオフしたと同時に安全スイッチを 

カットしてかごを制止させる。 

④ かごとホールの段差を測定し制止距離を測定する。 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-80/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2391,2392 に適用（1/2） 

 

―

―

（二） 制御盤

―

―

―

□ＷＩＮ－5000A

初期（10ｍｍ）

要重点点検（9ｍｍ以下）【*1】

要是正（8.5ｍｍ未満）

□ＷＩＮ－3000A

初期（10ｍｍ）

要重点点検（9ｍｍ以下）【*1】

要是正（8.5ｍｍ未満）

電動機側から

見て

右側

        　   ｍｍ

左側

          　 ｍｍ

―

回

年

―

―

―

回

年

―

―

回

年

回

年

【＊1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

【* 2】寿命判定の年数の記録は、1年未満を切り上げて表記してください。

≪この書類は昇降機ごとに作成し、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の右側

　　　　欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

（八） 電磁接触器

（AMC3）

劣化の状況 カウンタ読取又は経年を確認す

る

エレベーターの起動回数が50万回を超えていること

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年（稼動年数）に達したら交換を計画のこと

【*2】

戸

開

走

行

保

護

装

置

（一） 巻上機 型式の確認 目視にて確認する 型式が大臣認定を受けたものと異なること

型式： W I N 3 0 0 0 （ E N N N U N - 2 3 9 2 ）

　　  　 W I N 5 0 0 0 （ E N N N U N - 2 3 9 1 ）

油排出口からの流出状況 目視にて確認する 油が流出していること。（ブレーキ制動面に油が付

着していること）

（七） 電磁接触器

（AMC1,AMC2）

劣化の状況 カウンタ読取又は経年を確認す

る

エレベーターの起動回数が200万回を超えていること

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年（稼動年数）に達したら交換を計画のこと

【*2】

（六） 論理プログラム 型式の確認 論理プログラムが搭載された

PLCのプログラム型式を確認す

る

PLCに記載されたプログラム型式が大臣認定を受けたも

のと異なること。

型式： KS- R-０１Ａ　（ENNNUN-2391/2392）

封印シールの状況の確認 封印シールを剥がした跡がない

か確認する。

封印シールを剥がした跡があること

（五） 特定距離感知装

置

UCMPの動作位置の状況 点検運転でかごを指定位置に

移動させ、リレー≪DZ1R、DZ2R

≫の動作を確認する

①レベル±70ｍｍ程度でリレー≪DZ1R、DZ2R≫がONし

ないこと　（リレーのLEDランプが消灯している）

ブレーキパッド厚の状況 ブレーキパッドの厚みを測定す

る。

（四） ブレーキパッドの

動作感知装置

ブレーキスイッチの動作状

況

ブレーキ開放時及び締結時の

動作感知装置の接点信号動作

を確認する

②レベル±95ｍｍ程度で、リレー≪DZ1R、DZ2R≫がＯＮ

していること　（リレーのLEDランプが点灯している）

健全性の監視の状況 ２個の検出装置のうち１個の検

出装置の信号を遮断し、検出装

置を作動させる。

制止しないこと。

劣化の状況 カウンタ読取又は経年を確認す

る

エレベーターの起動回数が200万回を超えていること

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年（稼動年数）に達したら交換を計画のこと

【*2】

ブレーキ開放時に接点が開でない、又は締結時に接点

が閉でないこと。

接点が開の時ブレーキパッドとドラムが接触していること

寿命の確認 カウンタ読取又は経年を確認す

る

エレベーターの起動回数が200万回を超えていること

10年を超えて使用されていること

交換目安の9年（稼動年数）に達したら交換を計画のこと

【*2】

目視にて確認する 制御盤に貼られた銘版の型式が大臣認定を受けたものと

異なること

型式： TC - R 1 9

（三） ブレーキ 型式の確認 目視にて確認する 型式が大臣認定を受けたものと異なること

型式： W I N 3 0 0 0 （ E N N N U N - 2 3 9 2 ）

　　  　 W I N 5 0 0 0 （ E N N N U N - 2 3 9 1 ）

トルク調整の確認 目視にて確認する 設定位置がマーキングよりずれていること

型式の確認

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-81/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2391,2392 に適用（2/2） 

 

（九） かご戸スイッチ

mm

（十） 各階乗場戸ス

イッチ
mm

―

長さ

　　　　　ｍｍ

制止位置

　　　　　ｍｍ

年次変化量
年次変化量

　　　ｍｍ

（十三） その他

―

【＊1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

【* 2】寿命判定の年数の記録は、1年未満を切り上げて表記してください。

≪この書類は昇降機ごとに作成し、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動距離が判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている、値からの変化量で判定してください。同項目の右側

　　　　欄外に参考値として、前回測定の年月と制動距離を記録してください。初期値や前回測定の制動距離が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

（十二） システムの機能

検査

戸閉状態で床位置停止中(無負

荷）にかごを上昇(微速)させ、特

定位置感知位置により、かごを

制止させたときの床位置からの

制止距離を測定する（両側ブ

レーキによる無負荷上昇（微

速）時のかご制止位置

・特定距離感知装置が感知しないこと。

・電動機電源が遮断しないこと。

・ブレーキが締結せず、かごが1 9 0 m m 以内に制止しな

いこと。

前年測定値

制動距離

　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

・制止距離の年次変化量が5 0 m m を超えること

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

スイッチの全閉位置からの

距離を確認する

メジャー等により測定する 規定値(設定値）を超えていること

　 （横開き）ドア全閉　10 mm

 　（上開き）ドア全閉　25 mm

戸閉時のフックのかかりを

確認する

作動の確認

メジャー等により測定する 規定値(設定値）未満であること

　 （横開き）　7 mm

 　（上開き）  7 mm

（十一） エプロン 取付の状況 目視により確認する 取付が堅固でないこと

著しい変形、破損、錆、腐食がないこと

かご敷居上面からエプロン下端

までの長さが規定値以上である

ことを確認する

規定値500ｍｍ未満であること

乗場戸付近の表示板

（座面高さ規制）

(注)フォークリフト仕様のみ

適用

目視により確認する 表示板がないこと

表示板の文字が判読できないこと

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-82/90 

 

１８．巻上機型式（TMLGL06A、TMLGL10A） 

 

巻上機型式 大臣認定型名 大臣認定番号 

TMLGL06A 

TMLGL10A 

TMBGL10A-SI ENNNUN-2570 

TMBGL10A-SI-2 ENNNUN-2653 

TMBGL10A-SI-3 ENNNUN-2814 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブレーキの外形図 

 

 

大臣認定番号 ENNNUN-2570,2653,2814 速度監視装置確認検査方法（検査結果表（六）項）,9-D-18 参照 

① ＰＵＭオンボードモードでアドレス０Ｆ－Ｃ１をセットする 

② 点検運転でかごを走行し 7 セグ表示の BIT11 が点灯することを確認する 

 

 

大臣認定番号 ENNNUN-2653,2814 

運転制御用ＣＰＵ及びプログラムの健全性確認検査方法（検査結果表（五）項）,9-D-18 参照 

① ＰＵＭオンボードモードで、WDT テストフラグ（アドレス 9BD3h）に 4321h をセットする 

② WDT 動作となり、CPU がリセットすることを確認する。 

ブレーキパット 

コイルケース 

アーマチェア 

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-83/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2570 に適用 

―

―

―

制動トルク（１系）

　　　　　　　　Ｎ・ｍ

制動トルク（２系）

　　　　　　　　Ｎ・ｍ

変化量（１系）

　　　　　　        %

変化量（２系）

　　　　　　        %

右側

     　　　   　   ｍｍ

左側

          　　　　 ｍｍ

今回測定値＋

変化量

　

今回測定値 （１系）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秒

（１系）

　　　　　　　　　　秒

今回測定値 （２系）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秒

（２系）

　　　　　　　　　　秒

（三） ブレーキパッドの

動作感知装置 ―

―

―

―

―

―

（六） 速度監視装置

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　ｍｍ

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

大臣認定を受けた型式と同一でないこと

ブレーキ制動面への油付着

の状況

制動面に油取り紙を挿入

し、油の付着を目視にて確

認する

油の流出があること

油排出口への流出の状況 油の流出があること

戸

開

走

行

保

護

装

置

（一） 巻上機 型式 目視にて確認する

目視にて確認する

（二） ブレーキ

前年測定値

制動トルク（１系）

　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ

ダブルブレーキのパッド厚

の状況

（ブレーキに主、補助の区別

はない）

ブレーキスイッチの動作状

況

通常運転で上昇下降させ

てエレベーターが正常に動

くことを確認する

（四） 特定距離感知装

置

UCMPの動作位置の状況 HMUのUCMPSをNOR側に

して、点検運転でかごを指

定位置に移動させ、戸開さ

せた時の動作を確認する

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

作動時のアマチュア～コイ

ル間　L　寸法を確認する

初期（0.6ｍｍ）

要重点点検（0.65ｍｍ以上）【*１】

要是正（0.７ｍｍ以上）

ブレーキスイッチの状況 ブレーキの釈放指令からブ

レーキスイッチの動作時間

を測定する

測定値に過去1年間の変化量を加えたものが

0.25秒を超過すること

前年測定値 （１系）

　　　　　 　　　 　　　　　　秒

前年測定値 （２系）

　　　　　 　　　 　　　　　　秒

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグ

が【FD】と表示しないこと（CCがオフしない）

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが

【FD】と表示すること（CCがオフする）

目視及び触診にて確認す

る

取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン

垂直部下端までの長さが

規定値以上であることを確

認する

規定値690ｍｍ未満であること

（五） 安全制御プログ

ラム

安全制御プログラムが搭載

されたプリント基板型式の状

況

安全制御プログラムは大

臣認定を受けたものと同一

であることを確認する

基板型式が（UCMP-500）でないこと

ドアゾーン外での動作の状

況

特定距離感知装置の検査

①と同様

特定距離感知装置の検査①で実施の判定によ

る

ＲＡＭの健全性 安全制御プログラムが同

載されたプリント基板の電

源を遮断、再投入する

【*1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

≪この書類は昇降機ごとに作成し、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動トルクが判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている値からの変化量で判定してください。初期値や

前回測定の制動トルクが判らない場合は「要是正」と判定して下さい。前年測定値のブレーキの釈放指令からブレーキスイッチの動作時間が判らない場合

は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている値からの変化量を加えた値で判定してください。初期値や前回測定のブレーキの釈放指令か

らブレーキスイッチの動作時間が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

制動力の状況 制動トルク及びその変化量

を確認する

制動トルクが315N･m 未満であること。

年次変化量

前年測定値

制動トルク（２系）

　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ

正常に動作しないこと

動作速度を測定する 規定の速度7.5m/minを検

出することを確認する

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯しな

いこと

（七） 取付けの状況

今回測定値と前年測定値の変化量が12.5%超え

ていること

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-84/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2653 に適用 

―

―

―

制動トルク（１系）

　　　　　　　　Ｎ・ｍ

制動トルク（２系）

　　　　　　　　Ｎ・ｍ

変化量（１系）

　　　　　　        %

変化量（２系）

　　　　　　        %

今回測定値＋

変化量

　

今回測定値 （１系）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秒

（１系）

　　　　　　　　　　秒

今回測定値 （２系）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秒

（２系）

　　　　　　　　　　秒

（三） ブレーキパッドの

動作感知装置 ―

―

―

―

―

―

―

（六） 速度監視装置

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　ｍｍ

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

目視にて確認する 油の流出があること

（二） ブレーキ 制動力の状況 制動トルク及びその変化量

を確認する

制動トルクが315N･m 未満であること。

ブレーキスイッチの状況 ブレーキの釈放指令からブ

レーキスイッチの動作時間

を測定する

測定値に過去1年間の変化量を加えたものが

0.25秒を超過すること

（一） 巻上機 型式 目視にて確認する 大臣認定を受けた型式と同一でないこと

ブレーキ制動面への油付着

の状況

年次変化量 前年測定値

制動トルク（１系）

　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ

今回測定値と前年測定値の変化量が12.5%超え

ていること

前年測定値

制動トルク（２系）

　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ

前年測定値 （１系）

　　　　　 　　　 　　　　　　秒

前年測定値 （２系）

　　　　　 　　　 　　　　　　秒

ブレーキスイッチの動作状

況

通常運転で上昇下降させて

エレベーターが正常に動く

ことを確認する

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

（四） 特定距離感知装

置

UCMPの動作位置の状況 HMUのUCMPSをNOR側に

して、点検運転でかごを指

定位置に移動させ、戸開さ

せた時の動作を確認する

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグ

が【FD】と表示しないこと（CCがオフしない）

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが

【FD】と表示すること（CCがオフする）

（五） 安全制御プログ

ラム

安全制御プログラムが搭載

されたプリント基板型式の状

況

安全制御プログラムは大臣

認定を受けたものと同一で

あることを確認する

基板型式が（UCMP-500）でないこと

ドアゾーン外での動作の状

況

特定距離感知装置の検査

①と同様

特定距離感知装置の検査①で実施の判定によ

る

ＲＡＭの健全性 安全制御プログラムが同載

されたプリント基板の電源

を遮断、再投入する

正常に動作しないこと

運転制御用ＣＰＵ及びプロ

グラムの健全性

WDT（ウォッチドッグタイ

マー）の動作確認

正常に動作しないこと

動作速度を測定する 規定の速度7.5m/minを検

出することを確認する

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯しな

いこと

≪この書類は昇降機ごとに作成し、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動トルクが判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている値からの変化量で判定してください。初期値や

前回測定の制動トルクが判らない場合は「要是正」と判定して下さい。前年測定値のブレーキの釈放指令からブレーキスイッチの動作時間が判らない場合

は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている値からの変化量を加えた値で判定してください。初期値や前回測定のブレーキの釈放指令か

らブレーキスイッチの動作時間が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

（七） 取付けの状況 目視及び触診にて確認す

る

取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン

垂直部下端までの長さが規

定値以上であることを確認

する

規定値690ｍｍ未満であること

戸

開

走

行

保

護

装

置

制動面に油取り紙を挿入

し、油の付着を目視にて確

認する

油の流出があること

油排出口への流出の状況

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-85/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2814 に適用 

―

―

―

今回測定値 （１系）

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ
（１系）

　　　　　　       Ｎ・ｍ

今回測定値 （２系）

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ
（２系）

　　　　　　       Ｎ・ｍ

今回測定値＋

変化量

　

今回測定値 （１系）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秒

（１系）

　　　　　　　　　　秒

今回測定値 （２系）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秒

（２系）

　　　　　　　　　　秒

（三） ブレーキパッドの

動作感知装置 ―

―

―

―

―

―

―

（六） 速度監視装置

―

エプロン
―

長さ

　　　　　　　　ｍｍ

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

目視にて確認する 油の流出があること

（二） ブレーキ 制動力の状況 制動トルク及びその変化量

を確認する

今回測定値に、前回の測定値に対する比率を乗じたものが、

下記記載の定格積載量毎の制動トルク最小値未満であるこ

と。

□300 kg 以上   450 kg 以下・・111N･m以上、730N･m以下

□450 kg を超え 600 kg 以下・・147N･m以上、730N･m以下

□600 kg を超え 750 kg 以下・・184N･m以上、730N･m以下

□750 kg を超え 850 kg 以下・・209N･m以上、730N･m以下

□850 kg を超え 900 kg 以下・・221N･m以上、730N･m以下

□900 kg を超え1000 kg 以下・・245N･m以上、730N･m以下

　

前年測定値 （１系）

　　　　　 　　　 　　　　　　秒

前年測定値 （２系）

　　　　　 　　　 　　　　　　秒

（一） 巻上機 型式 目視にて確認する 大臣認定を受けた型式と同一でないこと

ブレーキ制動面への

油付着の状況

制動面に油取り紙を挿入

し、油の付着を目視にて確

認する

ブレーキスイッチの状

況

ブレーキの釈放指令からブ

レーキスイッチの動作時間

を測定する

測定値に過去1年間の変化量を加えたものが0.25秒を超過す

ること

今回測定値×

(今回測定値/前回

測定値)

前年測定値（１系）

　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ

前年測定値（２系）

　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ

ブレーキスイッチの動

作状況

通常運転で上昇下降させて

エレベーターが正常に動く

ことを確認する

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

（四） 特定距離感知装

置

UCMPの動作位置の

状況

HMUのUCMPSをNOR側に

して、点検運転でかごを指

定位置に移動させ、戸開さ

せた時の動作を確認する

①レベル±120ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが【FD】と表示

しないこと（CCがオフしない）

②レベル±90ｍｍ程度で戸開時HMUの7セグが【FD】と表示す

ること（CCがオフする）

（五） 安全制御プログ

ラム

安全制御プログラム

が搭載されたプリント

基板型式の状況

安全制御プログラムは大臣

認定を受けたものと同一で

あることを確認する

基板型式が（UCMP-500）でないこと

ドアゾーン外での動

作の状況

特定距離感知装置の検査

①と同様

特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

ＲＡＭの健全性 安全制御プログラムが同載

されたプリント基板の電源

を遮断、再投入する

正常に動作しないこと

運転制御用ＣＰＵ及

びプログラムの健全

性

WDT（ウォッチドッグタイ

マー）の動作確認

正常に動作しないこと

動作速度を測定する 規定の速度7.5m/minを検

出することを確認する

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯しないこと

（七） 取付けの状況 目視及び触診にて確認す

る

取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン

垂直部下端までの長さが規

定値以上であることを確認

する

規定値690ｍｍ未満であること

戸

開

走

行

保

護

装

置

油の流出があること

油排出口への流出の

状況

追記：前年測定値の制動トルクが判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている値からの変化量で判定してください。初期値や前回測

定の制動トルクが判らない場合は「要是正」と判定して下さい。前年測定値のブレーキの釈放指令からブレーキスイッチの動作時間が判らない場合は、初期値また

は使用開始から今回検査の間に確認されている値からの変化量を加えた値で判定してください。初期値や前回測定のブレーキの釈放指令からブレーキスイッチの

動作時間が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

≪この書類は昇降機ごとに作成し、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-86/90 

 

１９．巻上機型式（PM13T,PM15T,CRM4100） 

 

巻上機型式 大臣認定型名 大臣認定番号 

PM13T 
EC5415SM ENNNUN-2593 

EC5415SM-2 ENNNUN-2651 

PM15T 
EC5421SM ENNNUN-2594 

EC5421SM-2 ENNNUN-2652 

CRM4100 EC5421SM ENNNUN-2622 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブレーキ概略図 

※CRM4100 は１系ブレーキ２つ、２系ブレーキ２つで構成されます 

 

Ｌ 

 

 

ディスク 

ブレーキパッド 

パッキングプレート 

固定鉄心 

ブレーキパッド 

可動鉄心 

 

 

 

 

ディスク 

ブレーキパッド部分拡大図 

左２ 

左１ 右１ 

右２ 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-87/90 

 

大臣認定番号 ENNNUN-2593,2594,2651,2652,2622 速度監視装置確認検査方法（検査結果表（六）項） 

① ＰＵＭオンボードモードでアドレス０Ｆ－Ｃ１をセットする 

② 点検運転でかごを走行し 7 セグ表示の BIT11 が点灯することを確認する 

 

 

大臣認定番号 ENNNUN-2593,2594,2651,2652,2622 

運転制御用ＣＰＵ及びプログラムの健全性確認検査方法（検査結果表（五）項） 

① ＰＵＭオンボードモードで、WDT テストフラグ（アドレス 9BD3h）に 4321h をセットする 

② WDT 動作となり、CPU がリセットすることを確認する。 

 

大臣認定番号 ENNNUN-2593,2594,2651,2652,2622 

ブレーキ制動力の状況（検査結果表（二）項）、エプロン長さの確認（検査結果表（七）項） 

① 判定基準値が不明の場合は弊社にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-88/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2593,2651 に適用 

―

―

―

制動トルク（１系）

　　　　　　　　Ｎ・ｍ

判定基準値

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ

制動トルク（２系）

　　　　　　　　Ｎ・ｍ

変化量（１系）

　　　　　　        %

変化量（２系）

　　　　　　        %

右側

　　　　　　/　  　ｍｍ

左側

　　　　　 /　　 　ｍｍ

今回測定値＋

変化量

　

今回測定値 （１系）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　秒

（１系）

　　　　　　　　　　秒

今回測定値 （２系）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　秒

（２系）

　　　　　　　　　　秒

（三） ブレーキパッドの

動作感知装置 ―

―

―

―

―

―

―

（六） 速度監視装置
―

エプロン
―

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

目視にて確認する 油の流出があること

（二） ブレーキ 制動力の状況 制動トルク及びその変化量を

確認する

片ブレーキの制動トルクが物件毎に計算する、下記

記載の基準値未満であること

パッドの厚さの状況 パッドの残存厚みを測定する 初期（4.5ｍｍ）

要重点点検（3.5ｍｍ以下）【*１】

要是正（3ｍｍ以下）

（一） 巻上機 型式 目視にて確認する 大臣認定を受けた型式と同一でないこと

ブレーキ制動面への油付着

の状況

年次変化量 前年測定値

制動トルク（１系）

　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ

今回測定値と前年測定値の変化量が20%超えてい

ること

前年測定値

制動トルク（２系）

　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ

ブレーキスイッチの状況 ブレーキの釈放指令からブ

レーキスイッチの動作時間を

測定する

測定値に過去1年間の変化量を加えたものが0.3秒

を超過すること

前年測定値 （１系）

　　　　　 　　　 　　　　　　秒

前年測定値 （２系）

　　　　　 　　　 　　　　　　秒

ブレーキスイッチの動作状

況

通常運転で上昇下降させてエ

レベーターが正常に動くことを

確認する

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

（四） 特定距離感知装

置

UCMPの動作位置の状況 制御盤のUCMPSをNOR側に

して、点検運転でかごを指定

位置に移動させ、戸開させた

時の動作を確認する

①任意の階の乗場床面に対し、かご床面が±120

mm の位置で戸開したときに安全回路がOFF しない

こと。

②任意の階の乗場床面に対し、かご床面が±90

mm の位置で戸開したときに安全回路がOFF するこ

と。

（五） 安全制御プログ

ラム

安全制御プログラムが搭載

されたプリント基板型式の状

況

安全制御プログラムは大臣

認定を受けたものと同一であ

ることを確認する

基板型式が（UCMP-500）でないこと

ドアゾーン外での動作の状

況

特定距離感知装置の検査①

と同様

特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

ＲＡＭの健全性 安全制御プログラムが同載さ

れたプリント基板の電源を遮

断、再投入する

正常に動作しないこと

運転制御用ＣＰＵ及びプロ

グラムの健全性

WDT（ウォッチドッグタイマー）

の動作確認

正常に動作しないこと

動作速度を測定する 規定の速度7.5m/minを検出

することを確認する

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯しないこ

と

長さ

　　　　　　　　　ｍｍ

【*1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

≪この書類は昇降機ごとに作成し、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動トルクが判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている値からの変化量で判定してください。初期値や前回

測定の制動トルクが判らない場合は「要是正」と判定して下さい。前年測定値のブレーキの釈放指令からブレーキスイッチの動作時間が判らない場合は、初期値ま

たは使用開始から今回検査の間に確認されている値からの変化量を加えた値で判定してください。初期値や前回測定のブレーキの釈放指令からブレーキスイッチ

の動作時間が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

（七） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂

直部下端までの長さが規定

値以上であることを確認する

規定値600ｍｍ未満であること

戸

開

走

行

保

護

装

置

制動面に油取り紙を挿入し、

油の付着を目視にて確認す

る

油の流出があること

油排出口への流出の状況

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-89/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2594,2652 に適用 

―

―

―

制動トルク（１系）

　　　　　　　　Ｎ・ｍ

判定基準値

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ

制動トルク（２系）

　　　　　　　　Ｎ・ｍ

変化量（１系）

　　　　　　        %

変化量（２系）

　　　　　　        %

右側

　　　　　  /　　　ｍｍ

左側

　　　　　　/  　　ｍｍ

今回測定値＋

変化量

　

今回測定値 （１系）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　秒

（１系）

　　　　　　　　　　秒

今回測定値 （２系）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　秒

（２系）

　　　　　　　　　　秒

（三） ブレーキパッドの

動作感知装置 ―

―

―

―

―

―

―

（六） 速度監視装置
―

エプロン
―

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

目視にて確認する 油の流出があること

（二） ブレーキ 制動力の状況 制動トルク及びその変化量を

確認する

片ブレーキの制動トルクが物件毎に計算する、下記

記載の基準値未満であること

パッドの厚さの状況 パッドの残存厚みを測定する 初期（6ｍｍ）

要重点点検（5ｍｍ以下）【*１】

要是正（4.5ｍｍ以下）

（一） 巻上機 型式 目視にて確認する 大臣認定を受けた型式と同一でないこと

ブレーキ制動面への油付着

の状況

年次変化量 前年測定値

制動トルク（１系）

　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ

今回測定値と前年測定値の変化量が20%超えてい

ること

前年測定値

制動トルク（２系）

　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ

ブレーキスイッチの状況 ブレーキの釈放指令からブ

レーキスイッチの動作時間を

測定する

測定値に過去1年間の変化量を加えたものが0.3秒

を超過すること

前年測定値 （１系）

　　　　　 　　　 　　　　　　秒

前年測定値 （２系）

　　　　　 　　　 　　　　　　秒

ブレーキスイッチの動作状

況

通常運転で上昇下降させてエ

レベーターが正常に動くことを

確認する

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

（四） 特定距離感知装

置

UCMPの動作位置の状況 制御盤のUCMPSをNOR側に

して、点検運転でかごを指定

位置に移動させ、戸開させた

時の動作を確認する

①任意の階の乗場床面に対し、かご床面が±120

mm の位置で戸開したときに安全回路がOFF しない

こと。

②任意の階の乗場床面に対し、かご床面が±90

mm の位置で戸開したときに安全回路がOFF するこ

と。

（五） 安全制御プログ

ラム

安全制御プログラムが搭載

されたプリント基板型式の状

況

安全制御プログラムは大臣

認定を受けたものと同一であ

ることを確認する

基板型式が（UCMP-500）でないこと

ドアゾーン外での動作の状

況

特定距離感知装置の検査①

と同様

特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

ＲＡＭの健全性 安全制御プログラムが同載さ

れたプリント基板の電源を遮

断、再投入する

正常に動作しないこと

運転制御用ＣＰＵ及びプロ

グラムの健全性

WDT（ウォッチドッグタイマー）

の動作確認

正常に動作しないこと

動作速度を測定する 規定の速度7.5m/minを検出

することを確認する

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯しないこ

と

長さ

　　　　　　　　　ｍｍ

【*1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

≪この書類は昇降機ごとに作成し、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動トルクが判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている値からの変化量で判定してください。初期値や前回

測定の制動トルクが判らない場合は「要是正」と判定して下さい。前年測定値のブレーキの釈放指令からブレーキスイッチの動作時間が判らない場合は、初期値ま

たは使用開始から今回検査の間に確認されている値からの変化量を加えた値で判定してください。初期値や前回測定のブレーキの釈放指令からブレーキスイッチ

の動作時間が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

（七） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂

直部下端までの長さが規定

値以上であることを確認する

規定値600ｍｍ未満であること

戸

開

走

行

保

護

装

置

制動面に油取り紙を挿入し、

油の付着を目視にて確認す

る

油の流出があること

油排出口への流出の状況

 



 
管理番号 

 

９-Ｄ-２ 

検査項目 

 

戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ）の検査基準 

掲載日  
 
2025-8-1 

 

P-90/90 

 

判定基準大臣認定番号 ENNNUN-2622 に適用 

―

―

―

制動トルク（１系）

　　　　　　　　Ｎ・ｍ

判定基準値

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ

制動トルク（２系）

　　　　　　　　Ｎ・ｍ

変化量（１系）

　　　　　　        %

変化量（２系）

　　　　　　        %

右１　　　/　　　ｍｍ

右２　　　/　　　ｍｍ

左１　　　/　　　ｍｍ

左２　　　/　　　ｍｍ

今回測定値＋

変化量

　

今回測定値 （1系1）　　　　　　　秒 （1系1）　　　　　　秒

今回測定値 （1系2）　　　　　　　秒 （1系2）　　　　　　秒

今回測定値 （2系1）　　　　　　　秒 （2系1）　　　　　　秒

今回測定値 （2系2）　　　　　　　秒 （2系2）　　　　　　秒

（三） ブレーキパッドの

動作感知装置 ―

―

―

―

―

―

―

（六） 速度監視装置
―

エプロン
―

検査事項 検査方法 判定基準
測定値・

確認記録

目視にて確認する 油の流出があること

（二） ブレーキ 制動力の状況 制動トルク及びその変化量を

確認する

片ブレーキの制動トルクが物件毎に計算する、下記

記載の基準値未満であること

パッドの厚さの状況 パッドの残存厚みを測定する 初期（6ｍｍ）

要重点点検（5ｍｍ以下）【*１】

要是正（4.5ｍｍ以下）

（一） 巻上機 型式 目視にて確認する 大臣認定を受けた型式と同一でないこと

ブレーキ制動面への油付着

の状況

年次変化量 前年測定値

制動トルク（１系）

　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ

今回測定値と前年測定値の変化量が20%超えてい

ること

前年測定値

制動トルク（２系）

　　　　　　　　　　　　Ｎ・ｍ

制御盤のUCMPSをNOR側に

して、点検運転でかごを指定

位置に移動させ、戸開させた

時の動作を確認する

①任意の階の乗場床面に対し、かご床面が±120

mm の位置で戸開したときに安全回路がOFF しない

こと。

ブレーキスイッチの状況 ブレーキの釈放指令からブ

レーキスイッチの動作時間を

測定する

測定値に過去1年間の変化量を加えたものが0.3秒

を超過すること

前年測定値 （1系1）

秒
前年測定値 （1系2）

秒
前年測定値 （2系1）

秒
前年測定値 （2系2）

秒
ブレーキスイッチの動作状

況

通常運転で上昇下降させてエ

レベーターが正常に動くことを

確認する

ブレーキスイッチに関するエラーが出ること

動作速度を測定する 規定の速度7.5m/minを検出

することを確認する

点検運転を行い走行時に7セグ表示が点灯しないこ

と

②任意の階の乗場床面に対し、かご床面が±90

mm の位置で戸開したときに安全回路がOFF するこ

と。

（五） 安全制御プログ

ラム

安全制御プログラムが搭載

されたプリント基板型式の状

況

安全制御プログラムは大臣

認定を受けたものと同一であ

ることを確認する

基板型式が（UCMP-500）でないこと

ドアゾーン外での動作の状

況

特定距離感知装置の検査①

と同様

特定距離感知装置の検査①で実施の判定による

ＲＡＭの健全性

（四） 特定距離感知装

置

UCMPの動作位置の状況

安全制御プログラムが同載さ

れたプリント基板の電源を遮

断、再投入する

正常に動作しないこと

運転制御用ＣＰＵ及びプロ

グラムの健全性

WDT（ウォッチドッグタイマー）

の動作確認

正常に動作しないこと

長さ

　　　　　　　　　ｍｍ

【*1】判定が「要重点点検」の場合は検査結果欄は「指摘なし」として、告示の検査結果表の１．機械室（14)ブレーキの項目を「要重点点検」と判定してください。

≪この書類は昇降機ごとに作成し、検査告示第283号の「検査結果表」に添付してください。≫

追記：前年測定値の制動トルクが判らない場合は、初期値または使用開始から今回検査の間に確認されている値からの変化量で判定してください。初期値や前回

測定の制動トルクが判らない場合は「要是正」と判定して下さい。前年測定値のブレーキの釈放指令からブレーキスイッチの動作時間が判らない場合は、初期値ま

たは使用開始から今回検査の間に確認されている値からの変化量を加えた値で判定してください。初期値や前回測定のブレーキの釈放指令からブレーキスイッチ

の動作時間が判らない場合は「要是正」と判定して下さい。

（七） 取付けの状況 目視及び触診にて確認する 取付けが堅固でないこと

過度の変形、損傷があること

長さの確認 かご敷居上面からエプロン垂

直部下端までの長さが規定

値以上であることを確認する

規定値600ｍｍ未満であること

戸

開

走

行

保

護

装

置

制動面に油取り紙を挿入し、

油の付着を目視にて確認す

る

油の流出があること

油排出口への流出の状況

 


